















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　はい、五ヶ月ぶりのご無ぶ沙さ汰たとなります。本書のＧＭ兼けん著ちよ者しや、久保田悠羅くぼた・ゆうらです。

　とゆーことで、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』シリーズの第二巻かん『ひたむき少女と白はく亜あの迷めい宮きゆう』をお送りいたします。

　なお、ＴＲＰＧやリプレイがなにか知らず、初めて本書を手に取った方がおりましたら、ぜひ『ヴァイス』の第一巻からお読みください。ＴＲＰＧやリプレイとはなにかということについても解かい説せつしております。そちらもよろしくお願いいたします。




　さて、二〇一二年秋からスタートした『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』の新リプレイシリーズも、一〇月に『ヴァイス』、一一月に『シュヴァルツ』、そして年が明けて二月に『ファンブック』と、第一弾だんの三冊さつがすべて発売となりました。

　この三冊はすべて、二〇〇五年から刊かん行こうされた『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズの設せつ定ていをベースに書かれたものであり、そのストーリーと密みつ接せつに関係しています。とはいっても、それぞれが独どく立りつした物語として楽しむことができますし、『ルージュ』を知らなくても大だい丈じよう夫ぶなように書かれていますのでご安心ください。ちなみに『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズはBOOK☆WALKERで電子書しよ籍せきとして購こう入にゆう可か能のうです（二〇一三年三月一日現げん在ざい、第四巻まで発売中）。

　とはいえ、他のシリーズのことも知っていた方が別の面白さもあったりします。そこで、この場を借りて、『ヴァイス』以外の本について簡かん単たんに紹しよう介かいしたいと思います。




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズ

　本書と対をなすリプレイシリーズ。著者は『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』のデザイナー、そして『ヴァイス』シリーズのジェイス・ロウのプレイヤーでもある菊きく池ちたけし。

『シュヴァルツ』はブリギットという寒村で育ったシェフィルら三人の少年少女と、八〇〇年前に封ふう印いんされた〝薔薇の守しゆ護ご者しや〟イリスの物語である。

　シェフィルたちの住むブリギット村を妖よう魔まの軍勢が襲おそう。実は、その村にはとある秘ひ密みつが隠かくされていたのだ。その秘密を守るため、シェフィルたちは封印されたダンジョンへと挑いどむ！　そこには〝薔薇の刻こく印いん〟にまつわる悲ひ劇げきと呪のろいが待っていた……。現在第一巻が発売中（二〇一三年五月に第二巻が発売予定である）。

　なお、『シュヴァルツ』というタイトルのとおり、シェフィルの肩かたには〝黒い薔薇の刻印〟が刻きざまれている。




『アリアンロッド２Ｅ　ファンブック　ラヴィアンローズ』

　こちらは富ふ士じ見み書しよ房ぼうではなく、エンターブレインから発売中。ボイスドラマ＋リプレイ＋シナリオで構こう成せいされた『アリアンロッド』のファンブックの第四弾だんである。

『ヴァイス』『シュヴァルツ』が設定を引ひき継ついでいる『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』の第三巻『ノエルと白亜の悪あく夢む』をボイスドラマとして収しゆう録ろく。『ルージュ』シリーズでノエルのプレイヤーを担たん当とうしていた力丸乃りこさん他、豪ごう華か声せい優ゆう陣じんが出しゆつ演えんしている。

　掲けい載さいリプレイは、『シュヴァルツ』に登場したＮＰＣ、ゼロとミラの視し点てんで描えがかれた『シュヴァルツ』の物語（の裏うら側がわ）。ブリギット村襲しゆう撃げきの経けい緯いが明らかになる──。

　ボイスドラマにも出演している江口拓也えぐち・たくやさんがゼロ、ファンブックのテーマ曲を歌っているＡ．ｍ．ｕ．さんがミラとして参加している。




　とまぁ、ざっとではありますが、こんな感じです。

『ヴァイス』ともども、こちらもよろしくお願いいたします。




　さて、それでは『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス②　ひたむき少女と白亜の迷宮』を開かい幕まくいたしましょう！







前ぜん巻かんのあらすじ




　グランフェルデンの町で暮くらしている内気な少女プリム（プリミラ・ヘッジホッグ）。彼かの女じよはかつて冒ぼう険けん者しやを目指していたが、怪け我がによってその道をなかば諦あきらめていた。

　冒険者の姉アメリアの帰りを、病弱な妹セシリーと共に家で待っていたプリムの許もとに、姉が率ひきいているギルド〝ヘッジホッグ〟が何者かに襲撃され、アメリアが行方不明になったという報しらせがもたらされた。戸と惑まどうプリミラに、神しん殿でんはヘッジホッグのギルドマスターとなるよう要よう請せいする。

　一度は断ことわろうとしたプリムだが、セシリーに励はげまされ、旧きゆうヘッジホッグの冒険者キュリア、ネオ・ダイナストカバルの改かい造ぞう人間ハヤト、グランフェルデンを救った英えい雄ゆうジェイスと共に、新生ヘッジホッグを結成。試験用のダンジョンに挑いどみ、これを見事に攻こう略りやくする。

　晴れて冒険者となったプリムたちは、アメリアが向かおうとしていた〝廃都〟ファリアスの隠された神殿を探索し、そこで伝説に謳うたわれる〝薔薇の武ぶ具ぐ〟のひとつ〝魔ま鎧がい〟ウィガールを発見する。しかも、プリムがこの鎧に触ふれた途と端たん、彼女の手に白い薔薇の刻印が浮うかび上あがった。さらに、妹セシリーの手にも同じ薔薇の刻印が現あらわれる。

〝白き薔薇の刻印〟と〝薔薇の武具〟は、ふたりにいかなる運命を示しめすのだろうか？
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆悪わる巧だくみ、現げん在ざい進行形




　日がだんだんと短くなり、夏も終わりに近づいた某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．（ファーイースト・アミューズメント・リサーチ）の事じ務む所しよ近くにある某ぼうファミリーレストランにて──。




久保田悠羅くぼた・ゆうら（以い降こう、ゆーら）：とりあえず、『ヴァイス』『シュヴァルツ』『ファンブック』のリプレイ収しゆう録ろくがすべて終わったわけですが……。

菊きく池ちたけし（以降、きくたけ）：うん、終わった。とても大変だった。

ゆーら：執しつ筆ぴつがまだでしょうが！　むしろ、大変なのはこれからだと思うんだけど……。

きくたけ：そ、そんなことはないぞ。ほんのちょっぴり豪ごう快かいに大変なだけだ。

ゆーら：どっちだよっ!?




　などという掛かけ合あいをしながら、食後のコーヒーなんぞを飲みつつ、打ち合わせをしているふたり──菊池たけしと久保田悠羅である。




菊池たけし

〝きくたけ〟の愛あい称しようでお馴な染じみ。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．副社長にして『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』や『セブン＝フォートレス』シリーズ（エンターブレイン刊かん）のゲームデザイナー。数々のリプレイを手がけてきた名手であり、『ヴァイス』と対となる『アリアンロッド・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズのＧＭと執筆も担たん当とう。

　本リプレイでは、他のＰＣを導みちびく神官ジェイス・ロウを演えんじている。




久保田悠羅

　本リプレイのＧＭ兼けん著ちよ者しや。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのゲームデザイナーである。『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』では、システムとワールド両方のデザインを手伝っている。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズなどのリプレイも執筆している。

　最近は某ぼうロボットアニメを題材にしたオンラインゲームに出しゆつ没ぼつしている。好きなＭＡＰは砂さ漠ばく地帯。この本が発売される頃ころには、少しよう佐さに昇しよう進しんしているといいなぁ（笑）。




きくたけ：まぁ、そんな些さ細さいなことはおいといて──。




　それでいいのか。




きくたけ：『シュヴァルツ』で明らかになった情じよう報ほうはプレイヤーに伝えた？

ゆーら：そのことだけど、今回は内ない緒しよのままセッションしようかと。幸いなことに、『シュヴァルツ』はまだ発売されてないですから（笑）。




　この本が発売されている頃には、すでに『シュヴァルツ』第一巻かんは発売されているが、『ヴァイス』二巻の収録はその発売よりも前に行なわれることになっていたのである。




きくたけ：やはりそうきたか（笑）。

ゆーら：もちろんですとも（笑）。

きくたけ：ふっ、お主も悪よの～（にやり）。

ゆーら：いえいえ、お代官様には敵かないませぬ（にやり）。




　もちろんプレイヤーが驚おどろく様子を収録したいことと、『ヴァイス』だけでもストーリーを分かるようにすることが、その理由であることを補ほ足そくしておこう。




きくたけ：よし。じゃ、それでいこう！

ゆーら：ういうい（笑）。それと『ヴァイス』第二巻でちょっとした仕し掛かけを考えてまして、ちょっとご協力願えないかと。

きくたけ：協力？

ゆーら：はい。実は──（ごにょごにょごにょ）。

きくたけ：……なるほど！　それは面白い！　分かった。じゃあ、そっちの方はこっちで進めておくわ（笑）。

ゆーら：よろしくお願いします。

きくたけ：ふっ、お主も悪よの～（笑）。

ゆーら：それはもう、ええっちゅうに！




　とまぁ、さらなる悪巧みが進められ（こちらの方は、あとでのお楽しみということで！）、収録の日がやってくる。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には久保田悠羅、菊池たけしの他に三人のプレイヤーが、すでに集まっていた。

　それでは、まずはそのプレイヤーたちを紹しよう介かいしよう！




上村彩子うえむら・あやこ

　オフィス ワタナベ所属の声せい優ゆうさん。元ＡＫＢ48のチームＫ所属という異いし色よくの経けい歴れきの持ち主。ＴＶ番組『絆きずな体感ＴＶ　機動戦士ガンダム　第07板倉小隊』の一期、二期（『REV.2』）に出しゆつ演えん、番組で紹介するアーケードゲームにも精せい通つうしている。iPhone/Android用アプリ『乙おと女めぶれいく！』早乙女乙芽さおとめ・おとめ役と主題歌『見つけなくちゃ！乙おと女め心ごころ!!』も担当。

　本リプレイでは、ためらいがちな新米冒ぼう険けん者しやプリミラ・ヘッジホッグを演えんじる。




小こ島じまめぐみ

　オフィス ワタナベ所属の声優さん。声優、ＴＲＰＧのプレイヤーとしても上村さんの先せん輩ぱいでもある。出しゆつ演えん作さくは、『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』ファイン役、『SKET DANCE』真理子役ほか。これまでリプレイにもプレイヤーとして多数参加している。本人いわく清せい純じゆん派はだが、なぜか三下のイメージが定着しているという不思議。

　本リプレイでは、ターチュという名の使い魔まのタコを頭に乗せた女性キュリア・ルピレイを演じる。




鈴吹太郞すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やく社長にして『トーキョーＮ◎ＶＡ The Datonation』『ブレイド・オブ・アルカナ The 3rd Edition』（共にエンターブレイン刊）のゲームデザイナー。ゲームを深く愛し、どんなに忙いそがしくともゲームを遊ぶ機会は逃のがさない。

　本リプレイでは、悪の秘ひ密みつ結社の改かい造ぞう人間ハサミカメレオンを演じる。ただし、プレイ中にその名を使うことはあまりなく、人間名のハヤト・シザースで呼ばれることが多い。




久保田（以後、ＧＭ）：みなさん、おはようございます！

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：とゆーわけで、『ヴァイス』第二巻の収録を始めたいと思いまーす。

上村：はいっ！

きくたけ：おお、いい返事だ（笑）。

上村：はい。収録、楽しみに待ってました！

ＧＭ：ありがとうございます！

上村：一巻を送ってもらって、すぐに読んだんですけど、すごいですよね。

鈴吹：すごい？

上村：だって、実際に遊んだ様子がちゃんと文章になってるんですよ。これはびっくりですよ。読みながら、いろいろ思い出しちゃいました（笑）。

小島：分かる分かる。うんうん、そうだよねー。

鈴吹：小島さんも、いろいろリプレイに参加してるからね。

小島：でも、リプレイを読み返すたびに思うんですよ。私わたしってダイス目が悪いなって。

上村：大だい丈じよう夫ぶです。前回はわたしもダイス目悪かったですから！

きくたけ：うん、確たしかに悪かった（一同笑）。

上村：なので、今回はがんばりますっ！

小島：うん、がんばれ！

上村：ありがとうございます、先輩！

鈴吹：おー、麗うるわしい先輩と後こう輩はいの図がここに（笑）。

ＧＭ：さてさて、それでは前回のおさらいをざっとしておこうか。

上村：はーい！

ＧＭ：上村さん演じるプリムことプリミラ・ヘッジホッグは冒ぼう険けん者となり、行方不明のお姉さん──アメリアの跡を継つぎ、ヘッジホッグというギルドのギルドマスターになった。

上村：はい、冒険者になりました！

ＧＭ：そして、キュリア、ハヤト、ジェイスと共に隠かくされた神しん殿でんへと向かい、そこでプリムは自分が〝薔薇ばらの巫女みこ〟の血ち筋すじであることを知り、さらに〝薔薇の武ぶ具ぐ〟のひとつ、ウィガールという鎧よろいを手に入れる。




薔薇の巫女

　神々の眷けん属ぞくであり、強大な力を持つ古代竜りゆうの長たる〝神竜〟ゾハールが地上に降こう臨りんした時、人間たちがゾハールを世話するために差し出した者のこと。生来、強い魔ま力りよくの資し質しつを持ち、その身体の一部に薔薇を模もした〝刻こく印いん〟が刻きざまれていることからこう呼ばれる。

　だが、八〇〇年ほど前のこと。ゾハールが慢まん心しんし、神々に仇あだなさんとしたことを〝薔薇の巫女〟のひとりが察知した。そして、ゾハールを倒たおすためにエルダナーンと魔族の力を借りて鍛きたえ上あげたのが〝薔薇の武具〟である。

〝薔薇の武具〟にはゾハールに対たい抗こうする力が秘ひめられているが、これを解かい放ほうできるのは〝薔薇の巫女〟のみである。




ＧＭ：で、データはこんな感じ（データの書かれた紙をテーブルに置く）。

[image: ]

鈴吹：どれどれ……うわっ、これは強いな。《プロテクション》５レベルと同じ能のう力りよくを持っているのか。

ＧＭ：自分にしか使えないし、《プロテクション》よりも消費するＭＰが多いけどね。

きくたけ：そうなると、やはり最前線で戦うプリムが着るのがいいな。

上村：分かりました。

ＧＭ：では、話を元に戻もどそう。隠された神殿での冒険を終えて、妹のセシリーが待つ我わが家やへと戻もどったプリム。だが！　そのセシリーの左手の甲こうに〝白き薔薇の刻印〟が浮うかび上あがる。

上村：（演技がかった感じで）なっ、なんとーっ!?（一同笑）

ＧＭ：そして、それは〝魔鎧〟ウィガールを手に入れた時に、プリムの手の甲に浮うかび上あがったものと同じ刻印であった──と、前回はこんな感じでした。

上村：はいっ！

ＧＭ：そして、今日のシナリオは……。とゆーことで、今回予告を読み上げます！




●今回予告

〝薔薇の武具〟──。

　それは〝神竜〟ゾハールを倒すために作られた五つのアイテム。

　四年前に起こった〝薔薇の災さい厄やく〟と呼ばれた事じ件けんの裏うらでは、この魔法の品を巡めぐる争いが繰くり広ひろげられていた。

　そして今、蘇よみがえった〝薔薇の武具〟が新たな戦いを巻まき起おこす。

　それは、〝薔薇の武具〟によって滅めつしたゾハールの呪のろいなのか……。




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』

　　　　　──みっしょん２「〝薔薇の武具〟はどこですか？」




　これは白と黒の運命に翻ほん弄ろうされる少女の物語──。




きくたけ：なるほど。つまり〝薔薇の武具〟を手に入れたプリミラが、戦いに巻まき込こまれたり呪のろわれたりするということだな（笑）。

上村：えええええ～!?　じゃあ、ウィガールを脱ぬぎます！

鈴吹：でも〝薔薇の刻印〟はプリム自身にあるから脱ぬいでも狙ねらわれるよ？　どうせ狙ねらわれるのは変わりないんだし、着ておいた方がいいんじゃない？

上村：やっぱり着ます！（一同笑）

きくたけ：脱いだり着たり、忙いそがしいな。

小島：でも、狙われたり呪われたりって、リプレイではおいしいよ！（笑）

上村：なるほどっ！

きくたけ：小島さん、すっかりこんなゲーマーになって……（笑）。

鈴吹：心強い先輩だなぁ。それに、上村さんもゲームに慣れてきた感じだ（笑）。

上村：はい！　ありがとうございますっ！

ＧＭ：では、シナリオハンドアウトを配りましょう！




▼プリミラ用シナリオハンドアウト

コネクション：セシリー　　　関係：家族

　初めての冒険から帰ってきたあの日──。

　妹のセシリーの手に〝白き薔薇の刻印〟が現あらわれた。

　それからというもの、セシリーの体調は日に日に悪くなっていく。
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上村：う、うそでしょ～っ!?（一同笑）

鈴吹：いきなり大ピンチだ（笑）。

上村：それ、完全に〝薔薇の刻印〟のせいじゃないですかーっ!?




　医者の薬も効きかないため、今はグランフェルデン大だい神しん殿でんで診みてもらっているが、一向に回かい復ふくする気配がない。なんとか治す方法はないのだろうか。




上村：セ、セシリーを治す方法はないんですかっ!?

ＧＭ：医者は匙さじを投げ、神殿でもお手上げ状態です。

きくたけ：なるほど。第一話で倒たおれて、第二話で衰すい弱じやくし、第三話で死ぬ、と（笑）。

上村：セ、セシリ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?（一同爆ばく笑しよう）

鈴吹：まだ死ぬと決まったわけじゃないから（笑）。

ＧＭ：とまあ、そんなセシリーを助けようというハンドアウトになっている。

上村：了りよう解かいですっ！

ＧＭ：では次、キュリア用のハンドアウトはこんな感じだ！




▼キュリア用シナリオハンドアウト

コネクション：旧きゆうヘッジホッグ　　　関係：仲間

　プリムたちとの冒険が終わったあと、キミはある場所へと向かった。

　そこは旧ヘッジホッグのギルドハウス。プリムの姉アメリアや旧ヘッジホッグのメンバーに初めて会った場所だ。

　今は亡なき仲間にアメリアが無事なことを伝えるために訪おとずれたその場所で、キミはアメリアがつぶやいた言葉を思い出していた。




上村：ギルドハウスってなんですか？

きくたけ：ギルドの拠きよ点てんとなる屋や敷しきとか塔とうだな。アイテムを転送できたり、いろいろと便利だったりするぞ。

上村：あたしたちは使えないんですか？

ＧＭ：《ギルドハウス》というギルドサポートを取得すれば使えるようになるよ。

上村：ん～、残念（笑）。

小島：つまり、アメリアさんたちが使っていた場所ってことですね。

ＧＭ：そういうこと。みっしょん１のエンディングフェイズでアメリアが無事らしいことが分かったので、それを亡なくなった仲間たちに報ほう告こくする……そんな感じのシーンを想定してる。

小島：おぉ[image: ][image: ]。なんか、かっこいい感じですね～。

きくたけ：小島さんのキャラっぽくない（笑）。

小島：えー、そんなことないですよ。ほら、今回は清純派ですし！

一同：今回は？

小島：あ、いやいやいや。今回も、ですっ!!（一同笑）




▼ジェイス用シナリオハンドアウト

コネクション：ギルバート　　　関係：同どう志し




きくたけ：またお前かよ！　あの胡う散さん臭くさい神官はもういいよ（笑）。

ＧＭ：あんたにだけは言われたくないわ（一同笑）。




〝聖せい都と〟ディアスロンドより派は遣けんされた神官ギルバート。

　キミは彼かれから〝薔薇の武具〟探たん索さくの仕事を内ない密みつに依い頼らいされている。

　そのギルバートにキミは呼よび出だされた。おそらく新たな〝薔薇の武具〟の情報が入ったのだろう。キミは急ぎ、彼の部屋へと向かった。
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きくたけ：おや？　意外と普ふ通つうだったな。

ＧＭ：普通の依頼ですがなにか？

きくたけ：いや、たとえば、実はジェイスには妹がいるとか……。

ＧＭ：なんでいまさら妹が出てくるんだよ！（一同笑）

鈴吹：あっ、オレも妹が欲ほしい！

小島：ハヤトくんにも妹が（笑）。

ＧＭ：そんなに妹ばかり出してどうするんですかっ！（一同笑）

上村：でも、ハヤトくんだけは、なんでもありそうな気がします。

ＧＭ：……確かにネオ・ダイナストカバルの改造人間だから、妹相当の改造人間を作ればできるような気がするが……。でも、「お兄さま、あなたは堕だ落らくしました」とか言いそう。

きくたけ：ネタ古っ！（笑）

鈴吹：うーん、ファウスタ教きよう授じゆに、妹を作ってくれるように頼たのんでみるか（笑）。

ＧＭ：これ以上、ＮＰＣを増ふやさないでいただきたい。とゆーわけで、最後はそのハヤト！




▼ハヤト用シナリオハンドアウト

コネクション：大だい首しゆ領りよう　　　関係：忠ちゆう誠せい

　地元密みつ着ちやく型がたの悪の秘密組そ織しきネオ・ダイナストカバル。

　神殿の悪行を世に知らしめ、裁さばきを下すことを目的とした組織である。

　その一員であるキミは、グランフェルデン支し部ぶ長ちようのファウスタ教授に呼び出される。そして、ネオ・ダイナストカバル大首領より新たな命令を下されたのである。
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鈴吹：おお、これは分かりやすい（笑）。

きくたけ：前回もそうだったけど、ネオ・ダイナストカバルだと、まぁこうなるからな。

ＧＭ：ＧＭとしてもかなり楽（笑）。さて、シナリオハンドアウトは以上。次はＰＣの成長に移うつりましょう。




●キャラクターの成長

　前回のセッションで獲かく得とくした成長点を使い、プリム、キュリア、ハヤトの三人のキャラクターレベルは一気に４レベルまで成長した。また、第一巻では成長できなかったジェイスも今回は７レベルになることができた。




▼プリミラ・ヘッジホッグ（レベル４）の場合

ＧＭ：では、キャラクターの成長報告をお願いします。

上村（以後、プリム）：はい！　キャラクターレベルが４レベルになって、ウィガールを着ましたっ！　かしーんっ！

鈴吹：かっこいい（一同笑）。

プリム：それからスキルですが《バッシュ》と《スラッシュブロウ》と《ウェポンルーラー》のレベルを上げました。それと《ボルテクスアタック》を取りました。

ＧＭ：ついに《ボルテクスアタック》がきたか。

きくたけ：武ぶ器き攻こう撃げきのダメージがキャラクターレベル×10点分加算されるスキルだな。

プリム：はい！　今は４レベルですから、＋40点です。

ＧＭ：でも、シナリオ中に一回しか使えないので、注意してくださいね。

プリム：一回でも使えれば万ばん々ばん歳ざいですっ！　早く使ってみたいな～（笑）。

鈴吹：プリムが前巻よりも前向きになってるぞ（笑）。

プリム：今回はセシリーを助けないとダメですから！

きくたけ：おぉ、キャラクターも成長している（笑）。

プリム：装備も成長してます。武器をファインクレイモアにして、ガントレットをファインバックラーに買かい替かえました。で、前に使っていたガントレットはお下がりとして、ハヤトくんにあげました。よかったね、ハヤトくん！

鈴吹：やったー！　ちなみにハットもお下がりなんだぜー！

プリム：喜んでくれてうれしいよ～（笑）。えっと、あたしは以上ですっ！
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▼キュリア・ルピレイ（レベル４）の場合

小島（以後、キュリア）：キュリアも４レベルになりました。スキルは《マジシャンズマイト》《ファミリアアタック》《マジックフォージ》のレベルを上げました。これで、ターチュの攻こう撃げき力りよくが上がります。

きくたけ：おぉ～、ターチュが強くなった（笑）。

キュリア：そりゃもう、一番大事ですから。

ＧＭ：えーっと……（キャラクターシートを覗き込みながら）《ファミリアアタック》が５Ｄ＋４点の貫かん通つうダメージっ!?

プリム：すごーいっ！

キュリア：おほほほほ（笑）。

鈴吹：貫通ダメージで５Ｄは、確かにすごい。

プリム：うらやましい[image: ][image: ]。

キュリア：あとは《ハイサモナー》というスキルを取りました。

ＧＭ：とゆーことは、サモナーのスキルへのリアクションにマイナス１Ｄか……。

キュリア：そうです。これを使うと、《サモン・フェンリル》と《ファミリアアタック》の時、相手のリアクションの判定が１Ｄ減へりますよ。これで、もうターチュの攻撃が外れるようなことはありません！

ＧＭ：前回は盛せい大だいに外したからな～（笑）。

キュリア：うっ、そ、それを言わないでください（一同笑）。

きくたけ：まぁ、それを防ふせぐための《ハイサモナー》だからな。

鈴吹：そういえば知ってます？　《ハイサモナー》ですから、ちゃんと相手に向かって「ハーイ！」と挨あい拶さつをしなくちゃいけないんですよ。

キュリア：（超ちよう明あかるい声で）ハーイ！

きくたけ：くだらねぇ！　本当にくだらねぇ！（笑）




　と言ってるわりに、大喜びするきくたけであった。




キュリア：あと、補ほ助じよ防具のサーコートを買いましたから、ちょっとだけ硬かたくなりました。というわけで、わたしは以上です。
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▼ジェイス・ロウ（レベル７）の場合

菊池（以後、ジェイス）：次は私だな。ついに７レベルになった。

プリム：おお～っ！　すごーい！

ジェイス：はっはっは。だが、《ディスコード》《ジョイフルジョイフル》《ヘイスト》のレベルを上げただけなので、できることは基き本ほん的てきには変わらない（笑）。

鈴吹：だが、スキルの使用回数とかは増ふえてるはず。

ジェイス：実は地味にそこがうれしい（笑）。《ジョイフルジョイフル》のレベルが３になったから１シーンに３回まで使えるようになったし、《ヘイスト》が２レベルになってこのスキルで上じよう昇しようする【行動値】も２Ｄになった。先手が取れる可か能のう性せいが上がっているぞ。

プリム：おおっ！

ジェイス：で、装備は変わっていない。ただ、今回はエレメンタルシールドで防ぐ属ぞく性せいを〈水〉に変えたいんだけどＯＫ？

ＧＭ：〈水〉？　いいですけど……なんで？

ジェイス：なんとなく（笑）。というところで終わりだ。
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▼ハヤト・シザース（レベル４）の場合

ＧＭ：次はハヤト。

鈴吹（以下、ハヤト）：ハヤトじゃなくて、ハサミカメレオンな（笑）。

ＧＭ：ほいほい（笑）。

ハヤト：オレもキャラクターレベルが４レベルまで上がった。

プリム：一いつ緒しよですね～。

ハヤト：うん。で、スキルは《サプライザル》のレベルを上昇させて、《ピアシングストライク》《ドッジムーブ》《バタフライダンス》を取った。《ピアシングストライク》でダメージが上がって、《ドッジムーブ》と《バタフライダンス》で回避が上がった。

ＧＭ：これで回避判定が３Ｄ＋９か……（笑）。

ハヤト：でも、今回はシーフのスキルしか取れなかった。ニンジャのスキルは、次に余よ裕ゆうがあったら取ろうと思ってる。

キュリア：そういえば、サポートクラスはニンジャでしたね。

ハヤト：そう。本当は命中判はん定ていの振ふり直しとか、クリティカルした時にダメージを上げたかったんだけど、そこまでは無理だった。あ、ちなみに武器がクナイからジェミニナイフの二刀流になった。ジェミニナイフは二刀流になると攻撃力が＋７されるので、なんと14！

プリム：すごい！　あたしと同じじゃないですかっ！

ハヤト：これでようやくまともに戦えるようになるぜ！（笑）
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●ギルドサポートの決定

ＧＭ：最後にギルドサポートを決めよう。とはいっても、〝ヘッジホッグ〟のギルドレベルは変わらず２レベルだから、新しいギルドサポートはなし。

ジェイス：ということは選せん択たくの余よ地ちはないな。今取得している《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》の全部を選択して終わりか。

ＧＭ：そうなるね。あとはレコードシートの記入をよろしく！

一同：はーい。

ＧＭ：ＰＣ間コネクションは変へん更こうしなくてもいい？　じゃあ、さっそくオープニングフェイズへと移うつろう！
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆新たなる敵てきの出しゆつ現げん




　ハサミカメレオン＝ハヤト・シザースは改かい造ぞう人間である。

　彼かれを改造したネオ・ダイナストカバルは、地ち域いき密みつ着ちやく型がたの地元住民から愛される、悪の未み秘ひ密みつ結社である。

　ハサミカメレオンは人間の自由のために、神しん殿でんと戦う──はずだったのだが……。




ＧＭ：では、オープニングフェイズ。まずはハヤトのシーンからだ。

ハヤト：ハヤトじゃない。ハヤトはあくまでも仮かりの名前。オレの名はハサミカメレオン！　ネオ・ダイナストカバルに造つくられた改造人間だ。

ＧＭ：……そういえばそうだった（笑）。

ハヤト：まぁ、面めん倒どうなので普ふ通つうに呼よぶ時はハヤトでいいんだが、せめて最初くらいは本当の名前で呼よんでくれないと……。

ＧＭ：呼んでくれないと？

ハヤト：オレが忘わすれる。

ＧＭ：忘わすれないでください！（一同笑）

ハヤト：なので、オープニングくらいはハサミカメレオンでよろしく！

ＧＭ：あ、はいはい（笑）。で、そのハサミカメレオン最初のシーンは、ネオ・ダイナストカバルのグランフェルデン支し部ぶから始まる。

プリム：ネオ・ダイナストカバルの〝ひみつ基き地ち〟ですね！

ＧＭ：そのとおり。赤と黒を基き調ちようとした薄うす暗ぐらい部屋の中。一段だん高くなった場所には鷲わしを象かたどった石せき像ぞうがスポットライトを浴びて浮うき上あがっている。そして、その横には青黒い髪かみをした少女が立ち、ハヤトを見下ろしている。彼女こそ、グランフェルデン支し部ぶ長ちよう、ファウスタ教きよう授じゆだ。
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キュリア：あのー、マグロオオカミさんもいますか？

ＧＭ：たぶん、いるんじゃないかな。おそらく、壁かべに沿そって部屋の中をぐるぐると歩き回っているに違ちがいない（笑）。

プリム：止まったら、呼こ吸きゆうができなくなって死んじゃいますもんね。

ハヤト：マグロだからね。

ジェイス：まったく難なん儀ぎな奴やつだ（笑）。

ハヤト：で、なんか用？　ファウスタ姉ちゃん？

ＧＭ：「だからぁ、私わたしのことはファウスタ教授と呼よびなさいって言ってるでしょ！」左手に持った分ぶ厚あつい書物を指し揮き棒ぼうで叩たたきながら、フィルボルの少女が口を膨ふくらませて怒おこる。

ハヤト：そうだった、そうだった（笑）。えーっと……ファウスタ教授！　ハサミカメレオン、お呼びにしたがい参りました！　しゃきーん！

ＧＭ：しゃきーん？

ハヤト：ほら、怪かい人じんの時は手がハサミになってるから。で、ファウスタ教授に敬けい礼れいしようとすると、前まえ髪がみがちょきっと切れる。わぁっ！　しまった！（一同笑）

ＧＭ：「まったく、相変わらず不便な手ね……って、私が作ったんじゃない！」

ジェイス：自分で突つっ込こんでるし（笑）。

ＧＭ：「ご、ごほん！　大だい首しゆ領りようからの指令が届とどいています。静せい粛しゆくに聞くように！」ファウスタ教授が声を張はり上あげると鷲の像ぞうの目がびかーんぴかーんと光り、声が聞こえてくる。『……ハサミカメレオン、ハサミカメレオンよ』




　ちなみに『アリアンロッド２Ｅ　ファンブック　ラヴィアンローズ』では、大首領の声は池田秀一いけだ・しゆういちさんが担当している。その節は大変お世話になりました（ペコリ）。
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ＧＭ：『ハサミカメレオンよ、先の任にん務むではよくやってくれた』

ハヤト：お！　大首領からお褒ほめに与あずかったぞ、ひゃっほー！（笑）

ＧＭ：『だが、どうやら事じ態たいは悪い方向へと進んでいるようだ。〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟を狙ねらっている者たちが、神殿以外にも存そん在ざいすることが明らかになったのだ』

ハヤト：神殿以外に？

ＧＭ：『そのとおり。其そ奴やつらの名は〝ゾハール教きよう団だん〟』

一同：ゾハール教団っ!?

ＧＭ：『うむ。〝神しん竜りゆう〟ゾハールを崇あがめ奉たてまつり、世界の破は滅めつを狙ねらう連中だ』

ジェイス：そこまで調べ上げているとは……。ネオ・ダイナストカバル、恐おそるべし（笑）。

ハヤト：大首領、いったいどこでそんな情じよう報ほうを手に入れたんすか？

ＧＭ：『ふふふ。我わが組そ織しきの情じよう報ほう網もうをなめてもらっては困こまる。我われ々われはただ町で焼きそばを売っているだけではない。その客からさまざまな情報を仕入れているのだよ。これにより、組織の資し金きんだけでなく、情報も手に入れる』

ハヤト：まさに一石二鳥！　さすがです！　大首領！（一同笑）

ＧＭ：『うむ。そこでだ。ネオ・ダイナストカバルは神殿と休戦し、この事態に対してお互たがいに協力することとなった』

ハヤト：神殿と協力？　そんなことできるんですか？

ＧＭ：『あくまでも一時的なものだ。すでに神殿もヴェンガルド峡きよう谷こく近くの村より、〝薔薇の武具〟のひとつ魔ま剣けんカラドボルグの回かい収しゆうに成功している。もっとも、ゾハール教団に襲おそわれ、神しん聖せい騎き士しのひとりが重じゆう傷しようを負ったそうだが』




　この事件は、菊きく池ちたけし著ちよの『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』と『アリアンロッド２Ｅ　ファンブック』収しゆう録ろくのリプレイ「ゼロと琥こ珀はくの一いつ角かく獣じゆう」で語られている。くわしく知りたい方は、そちらをお読みいただきたい。




プリム：魔剣っ!?　あたしも強い魔剣が欲ほしいです！（一同笑）

キュリア：今は鎧よろいだけですからね～。

ハヤト：でも、プリムが着ているウィガールも結けつ構こう役に立つよ（笑）。

プリム：ホントですか？

ジェイス：うん、その鎧は破は格かくに強い。

プリム：でも、やっぱり魔剣が欲しいです。さっそく、取りに行きましょうっ!!

一同：えぇ──────っ!?

ジェイス：ちょ、ちょっと待て、待て！

キュリア：そ、そうですよ！

プリム：え？　でも、やっぱり魔剣ですよ、魔剣！

ハヤト：うぉー、誰もプリム姉ちゃんを止められねぇ[image: ][image: ]（笑）。

ジェイス：だ、大だい丈じよう夫ぶ。性せい能のうだけでいったら、カラドボルグより強い武器もあるから。

プリム：あ、そうなんですか……。分かりました。（敬礼しながら）しゃきーんっ！

ＧＭ：「しゃきーんっ！」じゃない！（一同笑）

キュリア：な、なんかプリムちゃんの性せい格かくが変わってます！

ハヤト：き、きっと、オレの脳のう内ないのプリム姉ちゃんなんだよ。ＰＣのプリム姉ちゃんは妹のセシリーを心配しているが、脳内のプリム姉ちゃんは強い魔剣を欲ほしがっているのだ。

プリム：そ、そうです！　ハヤトくんの脳内のあたしですっ！




　　とゆーことになったらしい。




ハヤト：（なにかを思い出した）そうそう、大首領！

ＧＭ：『なんだ』

ハヤト：実は、プリム姉ちゃんからガントレットをお下がりにもらったんですよ！　きっと、これにはハリネズミのイラストが描かいてあるに違いない（笑）。

プリム：か、かわいい（笑）。

ハヤト：そして、ハットにもハリネズミが描かれている。これもプリム姉ちゃんからのお下がりだ（笑）。

プリム：そうですね！　そうしましょう！

ハヤト：大首領。というわけで、ガントレットとハットにハリネズミの絵がつきました！

ＧＭ：『そ、それはよかったな』

ハヤト：よし！　大首領にも報ほう告こくしたぞ（一同笑）。

ＧＭ：『……ま、まぁいい。（気を取り直して）ハサミカメレオンは引き続き〝薔薇の武具〟の情報を集めるのだ。ただし、神殿との協力については互たがいの上じよう層そう部ぶしか知らぬこと。むやみに話さないように気をつけてくれ。それにできれば……あとは言わなくても分かるな』

ハヤト：もちろんです、大首領！

ＧＭ：「では、ゆけい、ハサミカメレオンよ！」指揮棒をびしっと指すファウスタ教授。

ハヤト：はっ！　ネオ・ダイナストカバル万ばん歳ざい！　（困ったように）う～ん、あとは分かるなって言われてもなぁ。それって協力しつつ、〝薔薇の武具〟を神殿に渡すなってことだろ。まったく、大首領も無茶言うよな。




　ハヤトは大きなため息をつきつつ、人間の姿へと変わり、グランフェルデン支部を出て行くのであった。







◆Opening02◆ギルドハウスに宿る面おも影かげ




　その場所には、それほど深い思い出はない。

　だが、キュリア・ルピレイの足は自然と昔のギルドハウスへと向かっていた。そこには亡なくなった仲間たちの魂たましいが彷徨さまよっている──そんな気がしたからだ。

　アメリアの無事を知らせれば、きっと彼らも喜んでくれるはず。それはひとりだけ生き残った、彼かの女じよなりの償つぐないなのかもしれない。




ＧＭ：では、次はキュリアのシーン。場所はグランフェルデンの住宅街にある、旧きゆうヘッジホッグが使っていたギルドハウスだ。現げん在ざいのヘッジホッグは使うことができず、今は神殿預かりということになっている。

キュリア：ギルドハウスまで来ると、やっぱり感かん慨がい深ぶかいものがありますよね。

ＧＭ：そうだね。キュリアも何回かは来たことがあるだろうし。

キュリア：踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん、在ありし日にみんなで和わ気き藹あい々あいとしていたヴィジョンがパッと浮うかんでくるんですね……。




　ギルドメンバーが集まり、語らいの場となったギルドハウス。

　町の大きな酒場ほどの広さのフロアには、いくつものラウンドテーブルとイスが置かれている。かつては、ここでギルドメンバーたちが酒を酌くみ交かわし、冒ぼう険けんの相談や雑ざつ談だんを楽しんでいたのだろう。

　だが、今はもう訪おとずれる者はいない。うっすらと積もる埃ほこりがそのことを静かに示しめしていた。




プリム：さびしいなぁ～。

キュリア：でも、アメリアさんの無事が分かっただけでもよかったですよ。きっと、みんなもあの世で喜んでくれると思います。

ＧＭ：と、そんなところで、キュリアは一巻かんのオープニングで演えん出しゆつされた冒険のことを思い出す。あの、襲しゆう撃げきを受ける前のことだ──。




＊　　　＊　　　＊




キュリア：ぽわんぽわーん（思い出す音）。

ＧＭ：そう、あれはキュリアの最初の冒険──妖よう魔まの巣くう洞どう窟くつに乗のり込こんだ時のこと。それほど難むずかしい仕事ではないということで、キュリアも冒険に参加していた。

キュリア：でもきっとわたしは、他のみなさんの活かつ躍やくを見ているのが精せい一いつ杯ぱいだと思います。

ＧＭ：了りよう解かい。では、そんな様子を見たアメリアが、キュリアにこう助言する。「それでいい。まずは冒険になれることだ。そうすることで、周りの状じよう況きようも把は握あくすることができ、生き残る確かく率りつは高くなる。たとえ、お宝たからを手に入れても死んでしまっては意味ないからな」

キュリア：なるほど～。教えていただいて、ありがとうございます。

ＧＭ：「礼には及およばん。私も仲間が死ぬところは見たくないからな」

プリム：お姉ちゃん、すっごくいい人です。早く会いたいよぉ～。

キュリア：大丈夫。きっと会えますって（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんな会話をしながら、アメリアたちは洞窟を奥おくへ奥へと進んでいく。そして、ついに一番奥の広間で待ちかまえていた妖魔のボス──巨きよ大だいな両手剣をかついだフォモールの戦士と遭そう遇ぐうする。「よくぞ、ここまで辿たどり着ついたな。人間どもよ！」

ジェイス：（ヘッジホッグのメンバーになって）ふっ、人間をなめてもらっては困るな。

ハヤト：（同じくメンバーになって）これでもうお前も終わりだ。観念しろ！

プリム：（同じくメンバーらしい）そうだ、そうだっ！（一同笑）

ＧＭ：「人間の分ぶん際ざいで、ほざくなーっ！」フォモールは大きく振ふりかぶった両手剣を、アメリアへ向けて振ふり下おろす！

キュリア：ア、アメリアさんっ！

ＧＭ：だが、その攻こう撃げきはアメリアには当たらない。華か麗れいなステップで剣を紙一重で回かい避ひしたアメリアはそのままフォモールの真横へと回まわり込こむ。そして右みぎ拳こぶしを妖魔の腹はらへとあてがった瞬間、フォモールは崩くずれ落おちるように倒たおれる！

ハヤト：《ペネトレイトブロウ》か（笑）。

ＧＭ：と、そのフォモールの懐ふところからひとつの鍵かぎがこぼれ落ちる。白い薔薇のレリーフが刻きざまれた鍵だ。

キュリア：その鍵……。わたしがアメリアさんから預あずかった鍵ですね。

ＧＭ：そのとおり。そしてこの時、キュリアはアメリアのつぶやきを聞く──。「これでようやく、ふたつ目を手に入れることができる」




＊　　　＊　　　＊




キュリア：──ということを、思い出したんですね。

ＧＭ：です。本来ならばこの鍵を手に入れたアメリアが、〝廃都〟ヴァリアスの神殿でウィガールを手に入れるはずだったわけだが……。

ジェイス：何者かに襲撃を受けてしまった、というわけだな。

キュリア：でも、ウィガールがふたつ目ってことは、アメリアさんはすでにひとつ目を手に入れている、ということですね。

プリム：ああっ！　そっか!!　さすがです、先せん輩ぱい！

キュリア：でも、なんでアメリアさんは〝薔薇の武具〟を集めようとしていたんでしょう？

ＧＭ：などと、キュリアが考えていると──（大声で）「そこにいるのは誰だれじゃあぁぁぁっ！」

キュリア：（びくっとして）ふわっ！　び、びっくりさせないでくださいっ!!

ＧＭ：驚おどろいたキュリアが振ふり返かえると、そこにはいかにも頑がん固こそうな雰ふん囲い気きを持つ痩やせぎすの老人がいた。

キュリア：知ってる人ですか？

ＧＭ：いや、見たことがないね。足が悪いのか杖つえをつき、キュリアをじっとにらんでいる。

キュリア：え、えーっと……。わたしはキュリア・ルピレイといいます。ヘッジホッグに所しよ属ぞくしている冒ぼう険けん者しやです。

ＧＭ：「ヘッジホッグじゃと？　ふむ、そういえばソーンダイクが言っとったな。妹が跡を継ついだと……」

キュリア：神官長とお知り合いなんですか？

ＧＭ：「……まぁな。そんなことよりも、ここでなにをしとる。ここは神殿預かりとなっとるはずじゃが」老人は探さぐるように目を細めて言う。

キュリア：す、すみません。

ＧＭ：「ふん！　用がないなら、さっさと出て行け。ここにはなにもないぞ」

ジェイス：なにもないとか言うなよ。あからさまに怪しいじゃねーか！（笑）

キュリア：じゃあ、頭の上にいるターチュが「あいつ、絶ぜつ対たいウソついてるぜ、ちゅー」って顔をします。




　どんな顔だ。




キュリア：う～ん、本当になにもないんですか？

ＧＭ：「ない。ここにはなにもない！」

ジェイス：こりゃ、ダメだな。とりつく島もない。

キュリア：じゃあ、おじいさんの名前だけでも教えていただけますか？

ＧＭ：「わしか？　わしの名はアンジーじゃ。ほら、名前を教えたんじゃ、さっさと出て行った、出て行った！」

ジェイス：ここでターチュが言う。「あいつ、なにか知ってるツラだぜ？」

キュリア：ターチュもそう思う？　でも、今は手て掛がかりはないですよね。

ジェイス：（ターチュになって）キュリア、ここは一いつ旦たん引き下がった方がよさそうだ。

ＧＭ：なんかキュリアとターチュが普通に会話してるんだが（笑）。

プリム：いつも頭の上に乗っているから、お互たがいの考えが分かるんじゃないですか？

ジェイス：なるほど、神しん経けいが直ちよく接せつ繋がってるのか。

キュリア：こ、怖っ!?　それはとっても怖こわいですよっ！（一同爆ばく笑しよう）

プリム：そのうち、キュリアさんがターチュに乗っ取られちゃいそうですね。

キュリア：えぇ──────っ!?

ハヤト：キュリア姉ちゃん、きれいなお姉さんなのになぁ。だんだんと変になっていく（笑）。

キュリア：へ、変じゃないです！　まだ乗っ取られてませんから！




　いずれ乗っ取られるらしい。




キュリア：これ以上はなにも聞けそうになさそうですか？

ハヤト：たぶん無理じゃないかな。まだフラグが立ってないみたいだし（笑）。

キュリア：じゃあ、仕方ありませんね。今日のところは帰ります。でも、アンジーさんのことは手掛かりになりそうなので覚えておきますよ。




　後うしろ髪がみを引かれる思いで、ギルドハウスをあとにするキュリア。しかし、アンジーと名乗った老人のことが気になるのか、何度も立ち止まってはうしろを振り返る。

　そんな彼女の様子を、アンジーは窓まど越ごしにじっと見つめていた。







◆Opening03◆胡う散さん臭くさいふたり




　グランフェルデン大だい神しん殿でんに仕える神官ジェイス・ロウは、〝聖せい都と〟ディアスロンドから派は遣けんされた神官ギルバートの部屋へと向かっていた。

〝薔薇の武具〟について調ちよう査さを行なっている彼のことだ。おそらく、〝薔薇の武具〟について新たな情報が入ったとでも言うのだろう。




ＧＭ：次はジェイスのシーン。場所はグランフェルデン大神殿の一室。部屋を訪おとずれたジェイスを、にこやかな笑顔を浮うかべた二〇歳はたち過ぎのヒューリンの神官が出で迎むかえる。〝聖都〟ディアスロンドから派遣されたギルバートだ。「どうも、お呼びだてして申しわけありません」

ジェイス：わざわざ私を呼よび出だすとは、〝薔薇の武具〟の新しい情報でも手に入ったのか？

ＧＭ：「そのとおりです。さすがはジェイスさん！」

ジェイス：ふっ、たいしたことではない。シナリオハンドアウトに書いてあったからな。

ハヤト：出た！　メタ発言！（笑）

ＧＭ：「まぁまぁ、立ち話もなんですから、まぁお座すわりください」ギルバートは応おう接せつ用ようのイスを勧すすめると、自分も向かい側のイスに腰こし掛かける。

ジェイス：では、遠えん慮りよなく座すわらせてもらおう。しかし、なぜ神殿はいまさら〝薔薇の武具〟について調べているんだ？　そろそろ教えてくれないか？

ＧＭ：「あ、それについてはまた機会を改めてということで……」ギルバートは愛想笑いでジェイスの質しつ問もんをかわそうとする。

ジェイス：なるほど……じゃあ、今日のところはこれで（一同笑）。

キュリア：は、早っ！

ＧＭ：「えっ────!?　いやいやいやいやっ!!」

プリム：ギルバートさんが慌あわててます（笑）。

ジェイス：なにを考えているのか分からんことに、私も協力はできん。

ＧＭ：しばしの間、唸うなり声ごえを上げながら考かんがえ込こむギルバート（むぅ、さてどうするか……）。

ジェイス：キミの依い頼らいを受けなければならない理由はないからな。まぁ、どうするかはキミに任まかせるぞ。

ハヤト：さすがオレたちの先輩！　頼りになるぜ（笑）。

ＧＭ：「…………わ、分かりました。グランフェルデンの英えい雄ゆうたるジェイスさんの頼たのみですからね。特別にお話しいたしましょう。〝聖都〟ディアスロンドの目的。それは……」

ジェイス：それは？

ＧＭ：と、ここでギルバートの雰囲気ががらっと変わる。

ジェイス：変わる？

ＧＭ：そう。張はりついたような笑顔こそ変わらないものの、オーラというか威い圧あつ感が格かく段だんに違ちがう。まるで猛もう獣じゆうの檻おりの中にいるかのような感じだ。

ジェイス：な、なんだ？　その意味ありげな演出は？　だが、この私はそんなことでは負けんぞ！　逆ぎやくににらみ返してやる。退ひかぬ、媚こびぬ、省みぬ─────っ！




　省みろ。




ＧＭ：しばしの間、沈ちん黙もくが続いたあと、ふっとギルバートが先に力を抜ぬく。それと同時に今までジェイスが感じていたプレッシャーも消える。

ジェイス：な、なんなんだ今の演出は？

ＧＭ：それはまだ秘ひ密みつだ（笑）。

ジェイス：秘密ならしょうがない。で、目的は？

ＧＭ：「〝薔薇の武具〟を守ることです」今度はあっさりと答えてくれる。

ジェイス：守る？　どういうことだ？

ＧＭ：「実は〝薔薇の武具〟を狙っている者たちがいることが分かりまして」

ジェイス：〝薔薇の武具〟を狙っている連中？　あぁ、ハヤトのシーンで名前が出たゾハール教団だな。とはいえ、そのことをまだジェイスは知らないんだよな。神殿の上層部とネオ・ダイナストカバルが手打ちをしたって言っていたが、ギルバートはそれも知っているのか？

ＧＭ：それはここでの会話だけじゃ分からないね。あと、彼は次のことも教えてくれる。「ここだけの話ですが、ディアスロンドの神聖騎士が、とある村でカラドボルグという〝薔薇の武具〟のひとつを発見したのですが……謎なぞの集しゆう団だんに襲われてしまいまして」

ジェイス：ほほぅ！　知っていますよ、よーく知っています（笑）。

ＧＭ：知ってるのはジェイスじゃねーだろっ!!

ジェイス：うむ、プレイヤーが知っていることだな（一同笑）。

プリム：ジェイスさん、物知りですね！

ハヤト：ちょっとジェイスさーん、世界のこと知りすぎっすよー。

ＧＭ：しかも、ＰＣが絶対知りようがない事実だからな（笑）。

プリム：そんな事件があったんですね。

ジェイス：うむ、『シュヴァルツ』と『ファンブック』の方でな。

ＧＭ：「その襲撃で近きん隣りんの村は、かなりひどいことになってしまったようです」

ジェイス：だろうな。かわいそうなことだ。




　誰のせいだ。




ＧＭ：「もともと〝薔薇の武具〟を狙う連中がいるという噂うわさはあったのですが、アメリアさんのことやカラドボルグのことから考えてこれは間ま違ちがいないと。そこでまずは〝薔薇の武具〟のありかを調べ、回収することになったのです」

ジェイス：なるほど。とりあえず理り屈くつは通っているか。だが、回収が目的ならば、なぜプリミラくんからウィガールを取り上げないのだ？

ＧＭ：「プリミラさんが〝薔薇の巫女みこ〟だからじゃないですか？　くわしいことは私にも分かりません」肩かたをすくめながらギルバートは言う。

ジェイス：まぁ、いい。で、〝薔薇の武具〟の情報というのは？

ＧＭ：「我々がアメリアさんに〝薔薇の武具〟の捜そう索さくをお願いしていたことは、前にも言ったと思いますが……」

ジェイス：アメリア……プリミラくんのお姉さんだったな。そのギルド〝ヘッジホッグ〟は全ぜん滅めつしてしまったわけだが。

ＧＭ：「ええ。しかし、全滅する前にどうやら〝薔薇の武具〟をひとつ発見していたらしいのですよ」

ジェイス：ほぅ、それは興きよう味み深ぶかい。

ＧＭ：「ええ、そのとおりです！　さすがはジェイスさん（にやり）」

ジェイス：その胡う散さん臭くさい笑顔、やめてくれないか？

ＧＭ：「あなたに言われるのは心外なんですけど……」

ジェイス：うるさい（笑）。で、心当たりはもう探さがしたんだろう？

ＧＭ：「はい。まずはアメリアさんの自じ宅たくを……」

プリム：ちょ、ちょっと待って～！　いつ来たの～!?

ジェイス：すでにプリミラくんの家も捜索済ずみか。

プリム：い、いつの間にっ!?（一同笑）

ＧＭ：「しかし発見できませんでした」

ジェイス：確たしか、旧きゆう〝ヘッジホッグ〟は、ギルドハウスを持っていたはずだな（笑）。

キュリア：ジェイスさん、なぜそれを！　わたしもついさっき知ったのに！

ジェイス：ふっ、私に知らぬことなどないのだよ（一同笑）。

ＧＭ：「ええ。今は引いん退たいした旧きゆうメンバーのひとりが、神殿から依頼されてその屋や敷しきを管理しているそうです」

ハヤト：あっ、アンジーさん！

ジェイス：なるほど。こう話が繋つながるわけだな。で、その管理人とは話をしたのかね？

ＧＭ：「いやー、それがどうにもこうにも彼は口が堅かたくて……」

ジェイス：なら、割わらせればいいではないか。

ＧＭ：「いや～、神殿としてはそんな手て荒あらなまねは……」

プリム：あ、あたしの家は勝手に家や探さがししてるじゃないですかっ!!（一同笑）

ジェイス：それはそれ、これはこれだ。（ギルバートに）つまり依頼は、アメリアくんが隠しているであろう〝薔薇の武具〟を見つけ出せっていうことでいいんだな？

ＧＭ：「そのとおりです」

ジェイス：う～ん、これ以上話していてもゾハール教団やネオ・ダイナストカバルのことは聞けそうもないな。となるとあとは──。

一同：あとは？

ジェイス：報ほう酬しゆうの相談だっ！

一同：やっぱり───っ！（笑）

ジェイス：で、もちろん私をタダで動かすつもりないだろうね？

ＧＭ：「もちろんです。報酬はもちろんお支し払はらいしますよ」

ジェイス：おお、そこだよ!!　そこが一番大事だよ！

ハヤト：そこなんだ（笑）。

キュリア：ジェイスさん、お金大事な人ですもんね。

ジェイス：ああ、お金大好きだ！（一同笑）

ハヤト：いい人になったんじゃなかったの？

ジェイス：まあ、もらえるもんはもらっておくのが私の流りゆう儀ぎだ（笑）。

プリム：でも、お金は大事ですよ。あたしも家のリフォームしたいなぁ～。




　なぜ、リフォーム。




ハヤト：オレの脳内のプリム姉ちゃんは剣を欲しがっていたけど、ジェイスさんの脳内のプリム姉ちゃんはリフォームしたがっているようだ（一同笑）。

ジェイス：なるほど。おぉ、そういえば我々に協力してくれているプリミラくんが、家のリフォームしたいと言っていたな。ぜひ、報酬をはずんでくれたまえ（一同笑）。

ＧＭ：「じゃあ、とりあえず成功報酬で四〇〇〇Ｇでどうでしょう」

ジェイス：それでは、プリミラくんのリフォーム代の頭金にもならんな。ひとり頭一五〇〇Ｇ。合計で六〇〇〇Ｇは出してもらはないと。

ＧＭ：「そ、それはいくらなんでも高すぎるかと」

ジェイス：だって、私ももう７レベルだよ！　７レベルには７レベルの装そう備びというものがあるだろう。だいたい四〇〇〇Ｇでなにか買えると思って────。




　──と、そんな熾し烈れつな交こう渉しようの結果。

　ギルバートから支し払はらわれる報酬は、全部で五〇〇〇Ｇとなったのであった。
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◆Opening04◆大切な妹のために




　プリムの左手に浮うかび上あがった白い薔薇の形をした痣あざ。それは〝薔薇の巫女〟の証あかしである〝薔薇の刻こく印いん〟。

　その刻印が妹のセシリーの左手の甲こうにも現あらわれたのは数日前のこと。それ以来、セシリーは昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいり、いまだ回かい復ふくする気配はない──。




ＧＭ：お待たせいたしました。オープニングフェイズ最後のシーンはプリムだ！

プリム：はいっ！

ＧＭ：場所はグランフェルデン大神殿の一室。一巻で倒たおれたプリムの妹セシリーは、結局神殿で診みてもらうことになり、プリムも泊とまり込こみで神殿に詰つめている──そんな状況だ。

ハヤト：なんか、みっしょん１のエンディングよりもひどいことになってるな。

プリム：セ、セシリ[image: ][image: ][image: ]！

ＧＭ：目の前にはベッドに横たわっているセシリーの姿すがた。刻印が現あらわれて倒たおれたあと、そのまま意い識しきは戻もどっていない。医者ではまったく原げん因いんが分からず、冒険者という特とつ権けんで神殿を頼たよったというところだ。

ジェイス：うむ。きっと私が取りはからったに違いない。

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。しかし、今のところ神殿でもすぐに原因は分からずじまいだ。もともと病弱だったが、今はその顔がいっそう青白く見える。

プリム：うぅ、お姉ちゃんは心配だよぉ[image: ][image: ]。

ジェイス：神殿でもどうにもできんわけか。

プリム：どうしよう……。とりあえず、頭を整理しなくちゃ。……薔薇、薔薇が出た。薔薇が出て、薔薇が、薔薇が……。




　まったく整理されていないようである。




ジェイス：薔薇が咲さいた～、血のように～真っ赤な薔薇が～♪

ＧＭ：歌うな！（笑）

プリム：あぁ～、ひとりでいるはずなのに変な歌が聞こえてくるよぉ～！

ジェイス：変な歌とは失礼だな。

プリム：うぅ～。ねぇ、セシリー。お姉ちゃん、どうしたらいいの……。

ＧＭ：か細い声でベッドに横たわるセシリーに語りかけるプリム。と、その声に反はん応のうしたのか、それまで死んだように眠ねむっていたセシリーの口から呻うめき声ごえが漏もれる。

プリム：セ、セシリー!?　目を覚ましたのっ!!

ＧＭ：二度三度とまつげが揺ゆれると、セシリーはゆっくりとまぶたを開ける。そして、小さく開いた口からからかすかに聞こえる声。「プリムお姉ちゃん……」

プリム：（うれしそうに）セ、セシリーっ!!　…………げ、元気？

ジェイス：元気なわけないだろっ！（一同爆笑）

ハヤト：元気って……。その反応はどうなんだ？

キュリア：ど、どう見ても元気じゃないですよ。

プリム：ちっ、違うっ！　違うのよぉーっ!?　えっと、えっと……ど、どうしようっ!?

ジェイス：あまりのことに、動転してるみたいだ（笑）。

キュリア：その場合は「大丈夫？」って聞くんじゃない？

プリム：そうそう、それですそれです!!　そっちに変えてください！（一同笑）

ハヤト：これは〝慌てているプリムであった〟って書かれるな。




　慌てているプリムであった（笑）。




プリム：（気を取り直して）セシリー、大丈夫？

ＧＭ：「……こ、ここは？」首だけを動かして周囲を見み渡わたすセシリー。

プリム：ここ？　ここはね、グランフェルデン大神殿だよ。

ＧＭ：「大神殿？　……わたし、どうしちゃったの？」セシリーはまだ状況が分かっていないようだが、自分が寝ねかされていることは理り解かいしたようだ。

プリム：お姉ちゃんも分かんない。セシリーの手に〝薔薇の刻印〟が浮かんだと思ったら、そのまま倒れちゃったから……。

ＧＭ：プリムの言葉に、セシリーは自分の手の甲を見るとこう言う。「この模も様よう、夢ゆめの中で見たかも……」

プリム：夢の中で？

ＧＭ：「うん。暗くら闇やみの中に巨大な竜りゆうがいて、そのうしろにこの薔薇みたいな模様が浮かんでいたような気がするの」




　そう言うとセシリーは、プリムに自分が見た夢のことを語り始めた。

　彼女の前に現あらわれたのは、威い厳げんと高こう貴きさを感じさせる光ひかり輝かがやく白銀の竜。

　だが、彼女が感じたのは神々しさではなく、恐きよう怖ふだった。

　恐おそろしさを感じたセシリーはその場から逃にげ出だそうするが、いくら走ってもその竜からは逃のがれることはできない。

　走り疲つかれて倒れたセシリーの背はい後ごでその竜は光となる。そしてその光は、セシリーの左手の甲へと吸すい込こまれた──。




プリム：そっか、竜かぁ……。でも、お姉ちゃん、竜のことなんてなにも知らないよ。

ハヤト：前回のセッションでちょこっとだけその話が出てるよ。

プリム：え？

ジェイス：みっしょん１のオープニングの講こう義ぎのシーンだな。

キュリア：あっ、あの授じゆ業ぎようで！

プリム：そういえばそんなこと言ってたかも……。う[image: ][image: ][image: ][image: ]、こんなことになるなら、もっとちゃんと聞いておけばっ！

ＧＭ：まぁ、あのシーンでは本当にちょこっとだけしか話が出てきてないんで、知らなくても全然問題はない。と、プリムがそんなことを思い出していると、プリムの刻印とセシリーの刻印の両方がほのかに輝かがやき始める。

プリム：え？

ＧＭ：それと共にセシリーから苦く痛つうに耐たえる呻き声が聞こえてくる。それは、最初に刻印がセシリーに現われた時とまったく同じだ。

プリム：えぇ──────っ！　せっかく目を覚ましたのに！　も、もしかしてこの〝薔薇の刻印〟のせいですか？

ハヤト：剥はがしてみたら？

プリム：そっか！　ぺりぺりっとね！

ジェイス：シールかよっ!?（一同笑）

プリム：そ、そんなこと言ってる場合じゃないです！　ど、どうしよう。ナースコールとかないですよね？（一同笑）

ＧＭ：ないです。

プリム：じゃ、じゃあ携けい帯たいは……。

一同：け、携帯っ!?（爆笑）

プリム：やっぱり、ないですよね。

ハヤト：携帯大首領ならあるけどな（笑）。

プリム：と、とりあえず誰だれかに知らせに行きます！　セシリー、今神殿の人を呼んでくるから、ちょっと待っててね。すぐ戻もどるから……がんばって！




　左手を押おさえ、苦しみの声を上げるセシリーに声を掛かけるやいなや、駆かけ足あしでプリムは部屋を飛び出していく。

　これからの出来事を暗あん示じするかのように、セシリーに刻まれた〝薔薇の刻印〟が静かに、ゆっくりと明めい滅めつしていた。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆セシリーのために




　一分一秒が惜おしいとばかりに、神しん殿でんの廊ろう下かを走るプリム。

　思わずぶつかりそうになった神官の文もん句くを背せに受けながら、プリムは神官長ソーンダイクの部屋へと急いだ。

[image: ]




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズとなる。前のシーンの続きで、プリムがセシリーのことを知らせに、ソーンダイクの執しつ務む室しつに来たところだ。

プリム：はい！　大変です、大変ですっ!!　みたいな感じですね？

ＧＭ：そうそう。なので、シーンプレイヤーはプリム。それ以外のＰＣは登場判はん定ていに成功すれば登場できる。難なん易い度どは通つう常じようどおり10ね。

ハヤト：とりあえず様子見かな。

ジェイス：そうだな。

キュリア：わたしももう少し待ちます。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ、シーンに登場しているのはプリムだけだ。

プリム：はい！　じゃあ、ソーンダイクさんの部屋の扉を叩きますっ！　ソーンダイクさーん！　どんどんどんどん!!　どんどんどんどん!!（一同笑）

キュリア：ひ、必死です！

ＧＭ：扉とびらを叩たたく音のあまりの凄すさまじさに、ソーンダイクは苦笑いをしながら出で迎むかえてくれる。「おや、プリミラさん。どうしました？」

プリム：セシリーが、目を覚ましたんですっ！

ＧＭ：「ああ、そうですか。それはよかった。これで一安心ですね」

ジェイス：まぁ、そういう反応になるわな（笑）。

プリム：違ちがうんですっ！

ＧＭ：「違う？　目を覚ましたんじゃないんですか？」

プリム：違うのっ！　いいから聞いてっ!!（一同爆ばく笑しよう）

ハヤト：いきなりため口になったぞ（笑）。

ＧＭ：「は、はぁ……」今までとはあまりに違うプリムの様子に圧あつ倒とうされるソーンダイク。

ハヤト：プリム姉ちゃんは妹のこととなると、周りが見えなくなるタイプだったんだね（笑）。

ＧＭ：「で、セシリーさんがどうかしましたか？」

プリム：一度、目は覚ましたんです！　で、でも、また急に苦しみ出してっ!!

ＧＭ：その言葉にソーンダイクはしばし考かんがえ込こみ、プリムに尋たずねる。「……その間に、なにかありましたか？」

プリム：（即座に）いえ、なにもっ！

一同：あっただろうがっ！（爆笑）

プリム：……え？

ジェイス：ほら、夢ゆめの話、夢の話。

プリム：……あっ！　そ、そうだそうだ!!

ＧＭ：「プリミラさん、まずは落ち着いて話をしましょう。大きく深しん呼こ吸きゆうして……」

プリム：はっ、はいっ、し、深呼吸します！　（胸むねを広げながら）すーはー、すーはーっ。

ＧＭ：「落ち着きましたか？」

プリム：あ、はい。え、えっとですね……思い出しますっ。ぽわわわーん。「お姉ちゃん、あたし、夢を見たの！」

ジェイス：そこからかい（一同笑）。

ハヤト：セシリーは語った。「その夜、ベッドの横に灰色の小さな人たちが現われ、宇宙船に連れていかれた」と──。

ジェイス：ちげえよ!!（一同爆笑）

ＧＭ：なんでアブダクトされてるんだよっ!?

プリム：あああああ～、セシリーが！　セシリーが宇宙人に～!?

キュリア：だ、大丈夫だから！　今のは違う夢だから！

プリム：そうでした、落ち着きます。すーはー、すーはー（←深呼吸）。

ＧＭ：では、改めてどうぞ。

プリム：……はい。セシリーが夢を見たって言ってました。なんか黄金に輝かがやく竜が──。

ジェイス：白銀、白銀！（一同笑）。

プリム：ああっ、そ、そうでした！　頭の中からセシリーが「お姉ちゃん、白銀だよ」ってツッコミを入れてきた！　そうだった、お姉ちゃん間ま違ちがってた！（一同爆笑）

ハヤト：間ま違ちがいすぎだ。色が全然違う（笑）。

プリム：だって、セシリーが宇宙人にさらわれたと思っちゃったから！

ハヤト：ご、ごめん（笑）。

キュリア：プリムちゃん！　落ち着いて、落ち着いて！（笑）

プリム：は、はい！　黄金じゃなくて白銀の竜です。間違いありません！

ＧＭ：「白銀の竜ですか……。プリミラさんとセシリーに刻きざまれた〝薔薇の刻印〟、そして白銀の竜とくればもはや迷まようことはありません。セシリーさんの夢に出てきた白銀の竜は、間ま違ちがいなく〝神竜〟ゾハール！」

プリム：や、やっぱり！

ＧＭ：「まずはセシリーさんの容よう態だいを確たしかめましょう。ゾハールの影えい響きようだとすると、これは由々しきことです」

プリム：どういうことですか？

ＧＭ：「それはセシリーさんを診みてからお話しします。とにかく急ぎましょう！」

プリム：は、はい！

ＧＭ：ふたりが部屋に戻もどると、セシリーはベッドに横たわっていた。彼女の〝薔薇の刻印〟も、今は光が消えている。その後、数人の神官が部屋にやってきて、それぞれがセシリーの容態を確かく認にんする。

プリム：セシリーの様子はどうなんですか？

ＧＭ：「……そうですね」ソーンダイクは神官たちが部屋を出て行くのを待ってから、話を切り出し始める。「どうやら、〝薔薇の刻印〟から膨ぼう大だいな力──〝神竜〟ゾハールからの力が流ながれ込こんでいるようです。もともと身体の弱かったセシリーさんは、その力に耐たえ切れなかったのでしょう」

プリム：あたしは平気なんですか？

ＧＭ：「プリミラさんは、もともと巫女としての素質があったのでしょう。しかし、セシリーさんは……」そう言いながら、ソーンダイクはすまなそうに視線を下げる。

プリム：ど、どうすればセシリーは助かるんですか？

ＧＭ：「ふたつの方法が考えられます。ひとつはゾハールの力の源みなもとを断たつこと。ゾハールはすでに倒たおされていますから、おそらくその残ざん滓しともいうべきものが残っているのでしょう。それを破は壊かいするなりすれば、セシリーさんに力が流ながれ込こむことはなくなるはずです。ただ、その残滓がなんなのかは今のところ分かりませんが……」ソーンダイクは、申しわけなさそうに告げる。

プリム：でも、もうひとつの方法があるんですよね？

ＧＭ：「それは──」

ジェイス：ちょっと待った！　ここで私わたしが登場だな。（ダイスを振ふる）登場判定は成功だ。「すべての〝薔薇の武ぶ具ぐ〟を集めること。そうですね、ソーンダイク神官長」

プリム：ジェイスさんっ！

ハヤト：かっこいいとこ持ってくなぁ～。さすが、ジェイスさん（笑）。

プリム：ジェイスさん、なにか知っているんですか？

ジェイス：……うむ。〝薔薇の武具〟は〝神竜〟ゾハールを倒たおすために作り出された武具だと言われている。確たしかにセシリーくんを蝕むしばんでいるものが、ゾハールの力に起き因いんするものならば、〝薔薇の武具〟でそれを断たち切きることが可か能のうやもしれん。

プリム：ほ、本当ですか？　それでセシリーが助かるんですかっ!?

ジェイス：少なくとも四年前の〝薔薇の災さい厄やく〟の際さいには、無む敵てきともいえるゾハールを倒たおしたと聞きき及およんでいる。だが、〝薔薇の武具〟が真なる力を発はつ揮きするためには、五つの〝薔薇の武具〟と〝薔薇の巫女みこ〟をそろえる必要があるとのことだ。

プリム：なるほどです。それじゃあ、他の四つの武具はどこにあるんですか？

ジェイス：ギルバートの話によれば、ひとつは〝聖せい都と〟ディアスロンドにあるそうだ。

プリム：それって、借りたりできるのかなぁ？

ＧＭ：「そうですね。正式な手続きを踏めば借りることができるかもしれませんが、私からはなんとも……」

ジェイス：直接、ディアスロンドで訊きけってことだな。

ＧＭ：「しかし、ジェイスさん。なぜ、ギルバートさんからそのことを？」訝いぶかしむように、ソーンダイクはジェイスに尋ねるが……。

ジェイス：さあな。ディアスロンドにはディアスロンドの思惑があるんだろう。まぁ、それはどうでもいい。むしろ、ジェイスが〝薔薇の巫女〟や〝薔薇の武具〟について知っていることの方が重要なんだよ。プレイヤーとＰＣの情報格差がなくなる。

ＧＭ：そっちかい！（一同笑）

ジェイス：ということで、〝薔薇の武具〟を集めれば、セシリーくんを助けることができるかもしれないぞ。

プリム：分かりました。そういうことなら、〝薔薇の武具〟を探さがしましょう！
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ハヤト：おっ、今回はためらわないんだ。

キュリア：プリムちゃんが前向きになってる！（笑）

プリム：それは大切な妹のためですから！　うしろ向きだったのが、ちょっとだけ前向きになりました（笑）。

キュリア：じゃあ、横向きってことですね。

ＧＭ：意味分かんないから、それ（笑）。

ジェイス：なんにせよ、やる気があるのはいいことだ。さて、そうと決まればキュリアくんとハヤトくんにも声を掛かけなければな。実は〝薔薇の武具〟の心当たりがひとつあるのだよ。




　そう前置きしたあと、ジェイスはギルバートから聞いたことをプリムに話し始める。

　真剣な眼差しで話を聞くプリムの姿を見たジェイスは、彼女が少しずつ成長していることを感じていた。







◆Middle02◆集まる仲間たち




　旧きゆうヘッジホッグのギルドハウスを出たあと、キュリアはグランフェルデン大だい神しん殿でんへと向かう。神殿を一日に一回は訪おとずれる。それが、ここ数日のキュリアの日課となっていた。

　それは、セシリーの看かん病びようのために神殿に詰つめているプリムを休ませようという、彼かの女じよなりの気き遣づかいだった。




ＧＭ：それでは次のシーン。シーンプレイヤーはキュリア。

キュリア：はーい。

ＧＭ：セシリーの見み舞まいのために大神殿に来たら、ちょうどセシリーが寝ている部屋からプリムとジェイスが出てきたことにしよう。なので、プリムとジェイスもシーンに登場となる。

ハヤト：じゃあ、オレもちょうどそこに登場したことにしよう。登場判定は……（ダイスを振る）成功！

キュリア：あ、ハヤトくん！　ハヤトくんもセシリーちゃんのお見舞い？

ハヤト：うん。プリム姉ちゃんの妹だしね。それに、この間、プリム姉ちゃんの家でご馳ち走そうになったろ。だから、せめてお見舞いくらいはしないと悪いだろう？

キュリア：……そうですか。早く、セシリーちゃんの具合がよくなるといいですね。

ハヤト：あぁ。またご飯をご馳走になりたいしな（笑）。

ＧＭ：と、いう感じでふたりが部屋の前で話していると、プリムとジェイスが扉を開けて出てくる。とゆーことで、全員が合流した。

キュリア：あ、プリムちゃん！　セシリーちゃんの具合はどうですか？

プリム：そ、それが……。

キュリア：あまり容態はよくなさそうですね。

プリム：……うぅ、そうなんです。

ジェイス：だが、安心したまえ。セシリーくんを回かい復ふくさせる方法が見つかったぞ。

プリム：はい！　〝薔薇の武具〟をすべて集めれば、セシリーを治すことができるそうです。

キュリア：よかったね、プリムちゃん！

プリム：はい！

キュリア：それに〝薔薇の武具〟を探していれば、お姉さんのアメリアさんとも会えるかもしれませんからね。

プリム：そ、そうですね！　ぜひ、〝薔薇の武具〟を集めましょう！

ハヤト：じゃあ〝薔薇の武具〟を探しに行くことになるんだね。チャーンス！

ジェイス：ん？　なにがチャンスなんだね？

ハヤト：あれぇ？　ジェイスさん、知らないのかな？　そういえば、大だい首しゆ領りようが秘密にしておけって言ってたな。うん、なんでもないよ！（笑）

ジェイス：気のせいか？　大首領という言葉が聞こえた気がしたんだが……。

ハヤト：うん、気のせいだよ（一同笑）。

ジェイス：気のせいじゃ仕方ないな。ごほん！　〝薔薇の武具〟は全部で五つ。プリミラくんが装そう備びしているウィガールの他に、カラドボルグ、アガートラーム、カフヴァール、マビノギオンだ。

ハヤト：で、カラドボルグはディアスロンドにあるんだよね。

キュリア：カラドボルグって、剣けんの〝薔薇の武具〟ですよね？

ハヤト：そうそう。

キュリア：でも、どうしてハヤトくんがそのことをご存ぞんじなんですか？

ハヤト：そりゃあ、オレにも情報網はあるさ。シーフだからな（笑）。

ジェイス：ほう、さすがはシーフだ。一いつ瞬しゆん、ネオ・ダイナストカバルのような組そ織しきにでもいたのかと思ったぞ（笑）。

ハヤト：ぎく（笑）。……だ、だから情報網があるっていってるじゃないか。

プリム：ジェイスさんだけじゃなくて、ハヤトくんもすごいです！

ハヤト：へへへ。

ジェイス：ちなみにカラドボルグは、相手の防ぼう御ぎよ力りよくを無む効こう化かするすばらしい剣だ。

プリム：それは欲ほしいです！　あとで「欲しい」って言えばくれるのかな？

ジェイス：そんなわけないだろう（笑）。

プリム：貸かしてくれるように神殿にお願いして、そのまま持っていっちゃうのがいいのかな。

ジェイス：それは人として問題があるだろっ！（一同笑）

プリム：ん[image: ][image: ]、ジェイスさんに言われちゃいました……（一同笑）。

ジェイス：（問とい詰つめる感じで）それはどういう意味かな、プリミラくん。

プリム：あ、あはは（笑）。

ジェイス：笑ってごまかされた（笑）。まあぁ、いい。でだ、そのうちのひとつを、どうやらアメリアくんが持っていたらしい。

プリム：お姉ちゃんが？

ジェイス：私が考えるに、旧ヘッジホッグが使っていたギルドハウスが怪あやしい（笑）。

キュリア：では、ここでさっきギルドハウスに行ってきたことと、アンジーっていうおじいさんに会ったことを話します。

ハヤト：それだ───っ！

キュリア：プリムちゃんのお母様がヘッジホッグのギルドマスターを務つとめていた頃ころのギルドメンバーの方だそうです。もしかしたら、なにか知ってるかもしれませんよ。

プリム：アンジーさんのこと、あたしも知ってますか？

ＧＭ：（確かにプリムなら知っていてもおかしくないか）そうだな、名前くらいは聞いたことがあることにしよう。

プリム：じゃあ、お母さんの昔の写真を見た時に教えてもらったことにします！

ＧＭ：了解。

プリム：あ、ところで写真ってあるんですか？

ＧＭ：大丈夫。錬金術のアイテムとして、リプレイに何度か登場しているんで問題ない（笑）。

ハヤト：写真か……。分かった！　きっと、その写真立ての裏うらに〝薔薇の武具〟のありかが記されたマイクロチップとかが隠かくされてるんだ！（一同爆笑）

キュリア：こ、細かい！　しかもハイテク！

ハヤト：あとはギルドハウスに残ってるハードディスクを探さぐるとかだな。

プリム：パ、パソコンがある！　携けい帯たいはないのにっ！（一同笑）

ＧＭ：そんなもんないって！

ハヤト：だよね。そしてハヤトは思い出すのであった。これはファンタジーであると（一同笑）。まっ、ファンタジーっぽくすると、床ゆか下したや屋や根ね裏うらに隠してあるとかかな。

プリム：よし！　じゃあ、ギルドハウスに行ってみましょう！

キュリア：では、わたしが案内しましょう。こちらです。

ＧＭ：では、そのギルドハウスへと向かうというところで、シーンを切ることにしよう。







◆Middle03◆ギルドハウスの老人




　グランフェルデンの住じゆう宅たく街がい。町の中にそのままの自然を残した〝憩いこいの公園〟と呼よばれる場所のすぐ近くに、旧ヘッジホッグのギルドハウスがあった。

　プリムの自じ宅たくからもそう遠いわけではなく、まだ幼おさない頃に姉と一緒に訪おとずれたことをプリムは思い出していた。




ＧＭ：さて、次のシーンはもちろんギルドハウスとなる。

プリム：そういえば、あたしってここに来たことがあるんでしょうか？

ＧＭ：う～ん、あるんじゃないかな。たぶん、冒ぼう険けん者しやになるための訓練を受けていた時のことだと思うけど。

プリム：ん～、じゃあ大おお怪け我がしてからは来てないかな。ここに来るのも、ひさしぶりだなぁ～って感じです。

ＧＭ：了解。では、そんな感かん慨がい深ぶかげな思いを胸に秘ひめながら、プリムは扉の前に立つ。

プリム：じゃあ、扉を開けて中に入ってみます。失礼しまーす。

ＧＭ：「やはり来たか……」テーブルに立てかけてあった杖を手に取り、ゆっくりとイスから立ち上がりながら、振ふり返かえる老人。この屋や敷しきの管理人であり、旧ヘッジホッグに所しよ属ぞくしていた冒ぼう険けん者しやアンジーだ。

プリム：お、おひさしぶりです。

ＧＭ：「お主がプリミラか？　前に会った時はまだほんの幼おさな子ごだったが……ずいぶん大きくなったものだ」と、昔を懐なつかしむように言うアンジー。

プリム：実はお願いがありまして──。

ＧＭ：「〝薔薇の武具〟……のことじゃな」

プリム：は、はい！

ジェイス：どうやらご老体は事情をお知りのようだ。（偉そうに）さあ、話してもらおう。

ＧＭ：「（大声で）かあぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　小こ童わつぱは黙だまっておれっ!!」

ジェイス：（びくっとして）ひ、ひぃ───────っ!!（一同爆笑）
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プリム：ジ、ジェイスさんが……。

キュリア：そういえば……それ、わたしも最初にやられました（笑）。

ジェイス：……くそ、すっかり忘わすれてた（一同笑）。

ＧＭ：「で、プリミラ。〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターを継ついだらしいな」

プリム：はいっ！

ＧＭ：「アメリアからなにか聞いているか？」

プリム：いえ、なにも聞いていません……。

ジェイス：（小声で）そこは「すべて聞きました」と答えて情報を聞き出すのだ（笑）。

プリム：あっ、そっかぁ。すべて聞いています。ど、どきどき……。

ＧＭ：「そうか、すべてを聞いているか……。ならばなにも教えることはないな」

プリム：あわわわ～！　ご、ごめんなさぁ～い!!（一同爆笑）

キュリア：すべて知ってません！　すべて知っていませんよ！（笑）




　どっちだ。




ＧＭ：「まぁ、よい。どうやら、そこの神官にそそのかされたようじゃからな」

ジェイス：失礼な。人聞きの悪いことを言わないでいただきたい。




　事実だ。




ＧＭ：「それに今はまだ知らぬ方がよいじゃろう。あまりにも苛か酷こくな運命じゃからな」

プリム：苛酷な運命って……。

ＧＭ：その質問には答えず、アンジーはプリムにまた質問をする。「〝薔薇の武具〟を探しているということは、お前に〝薔薇の刻印〟が現あらわれたということじゃろ？」

プリム：（左手の甲こうを見せながら）これですね？

ＧＭ：アンジーはその言葉に大きくうなずく。「うむ。それとその刻印は、人にあまり見せん方がいい。常つねに手て袋ぶくろかなにかで隠しておくんじゃ」

ハヤト：どうやら、いろいろと事情がありそうだね。

ＧＭ：だがアンジーは、どこか悲しげな表ひよう情じようを浮うかべるだけでなにも答えない。「さて、〝薔薇の武具〟じゃったな。確かに、わしは〝薔薇の武具〟のありかを知っておる」

ジェイス：やはりな。

プリム：（うれしそうに）本当ですか？　アンジーさんっ！

キュリア：そうだったんですか？　ターチュもびっくりですよ（笑）。

ハヤト：やったぁ！　これでふたつ目をゲットだぜ！

ＧＭ：「……だが、ここにはない」

プリム：……えっ？

キュリア：では、どこに？

ＧＭ：「実は、とある場所にアメリアが保ほ管かんしておってな。わしはその場所を知っているだけなんじゃよ」

一同：……。

ジェイス：……ま、まあ、誰も手の届とどかない場所に保管する必要はあるだろうしな。

プリム：そこに行けば〝薔薇の武具〟が手に入るんですね？

ＧＭ：「そうだ。じゃが〝薔薇の武具〟を手に入れるということは、とても大変なことだというのは分かっているか？　そこは単なる倉庫ではない。言うなれば……死の倉庫！」

一同：死の倉庫っ!?

ジェイス：すごいのか、すごくないのかよく分からんな。

ＧＭ：「……それでも行くのか？」

プリム：行きます！　あたしは〝薔薇の武具〟を探さがすことにしたんです！

ＧＭ：「そうか。どうやら決心は固いようじゃな。ならば、お前にその力があるどうかを示しめしてもらおう」

ジェイス：……まさか、なにか試練を受けろとか言うんじゃないだろうな。

プリム：し、試練……!?

ハヤト：試練と聞くと嫌いやな予感しかしないんだけど（笑）。

ＧＭ：「この試練をクリアできない程度では、倉庫の場所を教えることはできん。お前たちをみすみす死地に追いやるようなものだからな」

プリム：……しち？

キュリア：ええと、質しち屋やさん？

ＧＭ：〝死地〟じゃ！　質屋さんではない！（一同爆笑）

プリム：な、なるほど。なにかを質しち入いれするまで追おい込こまれるのかと思っちゃいました（笑）。

ジェイス：そんなわけあるかっ！（一同笑）

ハヤト：それで、どんな試練なんだい？

ＧＭ：「今、〝水の街〟クラン＝ベルで冒険者の競きよう技ぎ大会が開催されておる。それに出場し、お前たちの実力を見せてもらいたい」

一同：競技大会っ!?

プリム：ど、どういうことですか、アンジーさんっ!?

ジェイス：「その競技大会で優ゆう勝しよう、あるいはそれに等しい成せい績せきを収おさめることができれば、〝薔薇の武具〟のありかを教えてやろう」

キュリア：試練の前の試練、みたいなもの？

ＧＭ：「うむ。その程てい度どの実力がなければ、死の倉庫の中に屍しかばねをさらすことになろう。さて、どうするかな？」

プリム：分かりました。出ます！　あたし、競技大会に出ますっ!!

ＧＭ：「……そうか。では、こちらへ来なさい」アンジーはキミたちを隣となりの部屋へと案内してくれる。そこは四、五メートル四方の広さの部屋で、その奥おくの床ゆかには文字と図形が複ふく雑ざつに組み合わさった模も様ようが描えがかれている。

プリム：アンジーさん、これは？

ＧＭ：「ヘッジホッグは、いくつかの町にセーフハウス（隠かくれ家がのこと）を持っていたんじゃ。これは、そのセーフハウスへと転送してくれる魔ま法ほう陣じんじゃ」

ジェイス：便利だなぁ、おい（笑）。

ＧＭ：ちなみに《ＧＨ：ギルドキャラバン》（＊）の演えん出しゆつね。

プリム：え、えっ!?　も、も、もう始ま、はじ……始まるんですか!?（一同爆笑）

ジェイス：早くも動どう揺ようしているぞ（笑）。

ＧＭ：「いや、クラン＝ベルまで送ってやるだけだ」

プリム：あ、あぁ～、そうだったんですか。び、びっくりしましたよ（笑）。

ＧＭ：「ともかく、わしに続いて乗るがいい」アンジーが魔法陣に乗ると、その姿すがたが一瞬で消える。

ハヤト：おおーっ!?　き、消えたーっ!?　オレは片かた足あしずつ……ぴっ、ぴっ……うりゃ！　うおぉお───っ!?（転送されていったらしい）

プリム：あたしも魔法陣に乗って、うひゃあぁ!?　ってなります（笑）。

ジェイス：まったく騒さわがしい連中だ。そう言って、魔法陣に乗る。

キュリア：あ、待ってください！　わたしも行きますっ!!

ＧＭ：はい、全員をクラン＝ベルにご案内となるんだが、ここで演出をひとつ挟はさむ。ちょうど、キミたちが魔法陣に乗った時、ギルドハウスの外から様子をうかがっていた者がいる。

プリム：……えっ!?




「……どうやら行ったようだな」




　予定どおりといった口調でその人物はつぶやく。黒いローブで全身を覆おおい、顔もよく見えないが、声からするとどうやら男だん性せいのようだ。




「目的地はクラン＝ベルか……」




　どのような方法か、男にはプリムたちの行き先が分かるようだ。クラン＝ベルのある南西の方へと視し線せんを送りながら、男は腕うでにはめられていた銀の腕うで輪わを意味ありげに撫なでる。

　その腕輪には、翼つばさを大きく広げた竜の紋もん様ようが刻まれていた──。





（＊）《ＧＨ：ギルドキャラバン》　ギルドサポートのひとつ。１シナリオに１回、ギルドメンバー全員を好きな場所に転送する。ここでは演出に利用しているだけで、実際に《ＧＨ：ギルドキャラバン》を使用しているわけではない。









◆Middle04◆コロシアムへ




〝水の街〟クラン＝ベル。

　大だい精せい霊れいウンディーネの加か護ごを受けた、美しき運うん河がの町。

　だが、この町の名を知らしめているのは、町の中を縦じゆう横おう無む尽じんに走る運河でもなければ、この町から巣立っていった音楽家や詩人らでもない。

　町の北東に建つ円形の建けん築ちく物ぶつ。傭よう兵へいや冒険者が命と名めい誉よを賭かけて戦う闘とう技ぎ場じよう──モンスターコロシアムだ。




ＧＭ：それでは、次のシーン。舞ぶ台たいは一気に〝水の街〟クラン＝ベルへと移うつる。〝水の街〟という名で呼ばれているとおり、運河が巡めぐらされていて、水運を利用した商業も活発だ。ゴンドラが運河を通り、町のいたるところに橋がかかっている。

プリム：わっ！　すごーいっ！

ハヤト：ついに来たぜ、クラン＝ベル！　憧あこがれの町！
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ジェイス：この町の名物は、なんといってもモンスターコロシアムだな。

ＧＭ：そのとおり。そこでの猛もう獣じゆうや魔獣との戦い、あるいは冒険者同士の戦せん闘とうを観戦したり、その勝敗を賭けたりする娯ご楽らくが有名だ。

プリム：あたしたちも、そこで戦うことになるんですね。

ＧＭ：そんな緊きん張ちよう感を抱いだきながら、アンジーの案内で旧ヘッジホッグのセーフハウスのある住じゆう宅たく区を北東へと向かっていくと、次第にそのモンスターコロシアムが見えてくる。冒険者競技大会が開かい催さいされるとあって、その周囲には出店が立たち並ならび、それを見ようと押おし寄よせる人の波で賑にぎわっている。

プリム：そ、そんな中でやるの!?　はぁ～……。

ハヤト：オレ、わたあめを買ったりしてる（笑）。

プリム：ハヤトくんはすごいなぁ。あたし、なんか緊張しちゃってなにも食べられないかも（一同笑）。

ジェイス：だが、多少は食べないと身体がもたないぞ（笑）。

キュリア：ちなみに、ターチュはじーっとたこ焼き屋を見ています（一同笑）。

ＧＭ：「なにをしておる、こっちじゃ。そろそろ受付時間が終了するぞ」とゆーことで、キミたちはコロシアムの前に到とう着ちやくする。そこには〝冒険者競きよう技ぎ大たい会かい受付〟と看かん板ばんの出ているテントが見える。

ジェイス：よし。とっとと受付をすませてしまおう。四人分、登録したいんだが。

ＧＭ：「競技大会への参加者ですね？」テントに座すわっている受うけ付つけ嬢じようが応おう対たいしてくれる。

ジェイス：もちろんだ。

ＧＭ：「ではこちらの用紙にご記入ください。あ、ギルドで参加される場合は、ギルドネームをお願いします」受付嬢が参加申込書をキミたちの前に出してくる。

ハヤト：おう！　ヘッジホッグっと。

ＧＭ：「ありがとうございます。それでは、競技に参加される方のお名前とキャラクターレベルをご記入ください」

プリム：じゃ、じゃあ、一番上に書きます。若じやつ干かん震ふるえた文字で──プリミラ・ヘッジホッグ、４レベル。

キュリア：キュリア・ルピレイ、４レベル。

ハヤト：ハサ……じゃない、ハヤト・シザース、４レベル！（一同笑）

ジェイス：ジェイス・ロウ、７レベル。

ＧＭ：「はい、ありがとうございます。プリミラ・ヘッジホッグさん以下四名ですね」

プリム：は、はいっ！

ＧＭ：「では、書類を確認いたしますので少々お待ちください」書かき漏もらしがないか、ひとつずつ指さししながら確認していく受付嬢。が、途と中ちゆうでその指が止まる。「ジェイス・ロウさん？」

ジェイス：ん？　なんだね？

ＧＭ：「申もうしわけございませんが、ジェイスさんは一緒に参加することはできませんね」

一同：ええ────っ!?

ジェイス：どういうことだっ!!

ハヤト：ジェイスさん、まさか試合に出られないような悪いことしていたとか？

ジェイス：そんなはずはない。むしろ、私はいい人だよ（一同笑）。




　自分で言うか。




キュリア：もしかして、キャラクターレベルですか？

ＧＭ：「はい、５レベルまではノービスクラスの出場となるのですが、ジェイスさんは７レベルなのでアドバンストクラスになります」

ジェイス：な、なんだってっ！　まぁまぁ、待ちたまえ。落ち着くのだ。

プリム：来た来た、ジェイスさんお得意の交こう渉しようですよ！（笑）

ＧＭ：「なんでしょう？」

ジェイス：全員のレベルを足して、４で割わるというわけにはいかないのか？　そうすれば四し捨しや五ご入にゆうで５レベルになるぞ。

ＧＭ：「申しわけございませんが、そういう規き定ていにはなっておりません」

キュリア：規き則そくは破やぶるためにあると思いますよ。

プリム：さすがキュリアさん！　そ、そうです！　規則は破るためにあるんです！

ＧＭ：「いえ、規則は守るためにあります」

キュリア：……そうですね。

一同：逆ぎやくに説得されたっ！（笑）

ＧＭ：「あ、でもこういうことは可能ですよ」

ジェイス：ほう、聞かせてもらおう。

ＧＭ：「プリミラさん、キュリアさん、ハヤトさんの三人でノービスクラスに参加していただき、ジェイスさんだけがその上のアドバンストクラスに出ていただくんです」

ジェイス：アコライトがひとりで出てどうするんだよっ!?（一同笑）

ＧＭ：「そ、そう言われましても……」

ジェイス：……分かった。まあ、少し待っていろ。十分ほどで帰ってくる。




　と、ジェイスはしばらくその場から離はなれていたのだが……。




ジェイス：ただいま～。

プリム：どこへ行ってたんですか？

ジェイス：いや、ちょっとな。と、手にはポップコーンがどっさり。

キュリア：なんですか、それ？

ジェイス：いや、ポップコーンといえば、観戦のお供ともだろう。

プリム：ジ、ジェイスさぁぁぁぁんっ!?

ジェイス：ん？　なんだ？

プリム：観戦する気満々じゃないですかっ!?（一同爆笑）

ジェイス：そんなこと言ったって、参加できないというなら観てるしかないだろう？

ハヤト：……アコライトなしで競技大会に出るのか（笑）。

プリム＆キュリア：そ、そんなぁ～っ!?

ＧＭ：「まぁ、アコライトがいなくても、なんとかなると思いますよ。……厳きびしいかとは思いますが」

ジェイス：ほうほう、そうか。ならば安心だ。

プリム：な、なにが安心なんですか!?

ジェイス：大丈夫！　私の見み込こんだヘッジホッグなら、きっとなんとかなるはずだ。ばりぼりばりぼり。

プリム：ジェイスさぁ～んっ!?

ハヤト：もう、ポップコーン食べ始めてるし（笑）。

プリム：ど、どどど、どうすればいいんだろう……っ？

ＧＭ：「うむ、仕方がないのう。まさかそこの神官が７レベルだとは思わなかったのでな」うんうんと、アンジーがうなずきながら言う。

プリム：そ、そんな無む責せき任にんな……。

ＧＭ：「だが、冒険には常に不ふ慮りよの事じ態たいが起こるものじゃ。それを乗のり越こえてこそ、一人前の冒険者といえる。そうじゃろう？」

プリム：そ、そうかもしれませんけど……。

ジェイス：そうそう。ぽりぽり（一同笑）。

キュリア：プリムちゃん、規則なら仕方がありません。一緒にがんばりましょう。

プリム：は、はい。が、がんばり……ます。

ＧＭ：「では、三名様のご参加ということでよろしいでしょうか？」

ジェイス：いや、待て。受付のお嬢じようさん！




　プリムたち三人を控ひかえ室しつに案内しようとした受付嬢を制せい止しすると、ジェイスはぐぐっと身を乗り出すと、胸を張はって言った。




「では、私の席に案内してもらおう。もちろんＳ席だ！」







◆Middle05◆ヘッジホッグとライバルたち




　ノービスクラスの控ひかえ室しつには、すでに二組の冒ぼう険けん者しやたちがいた。

　部屋に入ってきたプリムたちを値ね踏ぶみするかのように一いつ瞬しゆん見つめたあと、彼かれらは再ふたたび競きよう技ぎに参加するための準じゆん備びに戻もどった。




ＧＭ：次のシーンは控え室となる。観客席にいるジェイス以外が登場だ。

ジェイス：まぁ、仕方ないな。

ＧＭ：控え室の中にはすでに10人ほどの冒険者がいる。自分の武ぶ器きを手入れしている者、瞑めい想そうしている者、魔ま術じゆつ書を読んでいる者など、思い思いの方法で競きよう技ぎ会かいまでの時間を過すごしているようだ。

ハヤト：なら、さっそくそいつらに牽けん制せいとばかりにガン飛ばすぜ！　あぁん!?（笑）

プリム：ハヤトくんっ！　ダメですよっ！

ハヤト：おめーらには負けねーからな！（聞いてない）

プリム：ど、どうしよう、これで目をつけられちゃったら～っ!?　あ、あわわわ!?（笑）

ＧＭ：すると、ハヤトの視し線せんを不ふ快かいに思ったのか、二五、六歳さいの男だん性せい神官が声を掛かけてくる。「ボクたちになにか用ですか？」

ハヤト：おぉ？

ＧＭ：服ふく装そうは神官服のようだが、腰こしにはマジックアイテムらしきロングソードを下げている。どうやらアコライト／ウォーリア、もしくはウォーリア／アコライトのようだ。

ハヤト：そんなことは関係ねぇ！　オレたちゃあ、グランフェルデンから来たヘッジホッグだぁ！　なんか文もん句くあっか、あぁーん？（一同笑）

キュリア：じゃあ、ターチュも一いつ緒しよになってにらみましょう（笑）。

プリム：（慌あわてた様子で）あ、あわわ[image: ][image: ]。

ＧＭ：「ほぅ、グランフェルデンから……。また、ずいぶんと田舎いなかからいらしたものですね」口調は丁てい寧ねいだが、明らかに馬ば鹿かにしたような様子だ。

プリム：い、いいいい田舎っ!?（笑）

ＧＭ：「所しよ詮せん、かつての栄光にすがっている北の国。そんなところからわざわざいらっしゃるとは──。ご苦労なことです」

ハヤト：国は関係ねぇだろぉ!?

ＧＭ：と、その神官の隣となりにいた一七、八歳くらいのヒューリンの女じよ性せいがたしなめるように言う。「よしなよ、アンドリュー」

ハヤト：アンドリュー？　それがあんたの名前か？

ＧＭ：で、さらに同じくらいの歳としの弓を持った猫ねこ耳みみの女の子が、人ひと懐なつっこそうな笑顔で声を掛けてくる。「そうそう、せめて競技が始まるまでは仲よくやろうぜ。アタイらは、このクラン＝ベルを拠きよ点てんとしている冒険者さ。ギルドネームは〝銀の山脈〟」

一同：〝銀の山脈〟っ!!

キュリア：かっこいいギルド名ですね。

ＧＭ：「ありがと。ライバルとして、お互たがいにがんばろうぜ！」

プリム：よ、よろしくお願いしますっ。

ＧＭ：と、ローブを着た四人組の冒険者たちもやってくる。「それじゃあ、僕ぼくたちも挨あい拶さつしなくちゃいけないね」全員、年ねん齢れいは二○歳前後で品のよさそうな雰ふん囲い気きだ。

プリム：みなさんは？

ＧＭ：「僕たちのギルドネームは〝エレメンタラーズ[image: ]〟。よろしく」

プリム：えれめんたらーず・じゅにあ？

ジェイス：エレメンタラーズ[image: ]だと？　むっ！　あの〝エレメンタラーズ〟の弟子たちも参加しているのか？　気をつけろよ、プリミラくん。

ＧＭ：なんで普ふ通つうに会話してるんだ？（笑）

ジェイス：いやいや、観客席でパンフレットを読んでるんだよ。

キュリア：で、エレメンタラーズって？

ジェイス：『ルージュ』シリーズに出てきたギルドだ。




エレメンタラーズ

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ②　ノエルと翡ひ翠すいの刻こく印いん』に登場した四人組のギルド。全員がメイジで、それぞれが〈地〉〈水〉〈火〉〈風〉の魔術を使用し、ローブの色もその属ぞく性せいに合わせている。ただし、全員が杖つえをついた老人である。




キュリア：じゃあ、エレメンタラーズ[image: ]のみなさんも、ローブの色が違ちがうんですか？

ＧＭ：違う。赤、緑、青、黄ととてもカラフルだ。

ハヤト：どの魔術使うかバレバレじゃん（一同笑）。

ＧＭ：「僕たちは、お師し匠しようさんに大会に参加しろって言われて参加することになったんだよ」と、ちょっと嫌いやそうに言う。どうやらあんまり参加したくなさそうな雰囲気だ。「お手て柔やわらかに頼たのみますね」

キュリア：はい。こちらこそ、よろしくお願いいたします！

ジェイス：しかし、エレメンタラーズは全員七〇代のジジイだったはずだが、あいつらにこんな若わかい弟子たちがいたのか（笑）。

ＧＭ：ともあれ、そんな感じで和わ気き藹あい々あいと話をしていると、扉とびらががちゃりと音を立てて開く。

ハヤト：おっ、新しい奴が来たぞ。

プリム：どきどき……。

ＧＭ：現あらわれたのは、二五、六歳くらいの男性だ。鎧よろいは動きやすさを優ゆう先せんしているのか革かわ鎧にマントで、腰には魔導銃が二丁ぶら下がっている。

ハヤト：ガンスリンガーか……。

キュリア：あれ？　ひとりだけですか？

ＧＭ：ひとりだけだね。で、その男はキミたちや銀の山脈、そしてエレメンタラーズ[image: ]をざっと見み渡わたすと──「フッ」と鼻で笑い、イスにがたりと腰をかける。

ハヤト：なんかイヤ～な感じの奴やつだな（笑）。

キュリア：ハヤトくんも、さっきはそんな感じだったけど……。

ハヤト：そんな昔のことは、もう忘わすれた（一同笑）。

プリム：ん～、挨拶とかした方がいいのかな？　あ、あのぅ～……。

ＧＭ：そうすると、プリムをギロッ!!　とにらむ。

プリム：ひっ、ひいぃい～っ!?　こっ、怖こわいよぉ～っ!?

キュリア：ターチュもびくっ！（笑）。

プリム：はっ、ハヤトくんっ……！（背せ中なかに隠かくれる）

ハヤト：こういう時は愛あい想そよくすればいいんだよ。よう、こんにちは～。

ＧＭ：やっぱりギロッとハヤトをにらみ──「……なにか用か」

ハヤト：グランフェルデンのヘッジホッグでーすっ！　よろしくぅ！

ＧＭ：「……オルタネイトだ」そう名乗ったきり、男は口をつぐむ。

プリム：あ、え……よ、よろしく、お願いします……。

ＧＭ：横からアンドリューが──「キミ、それは失礼だろう。相手が挨拶をしているのだから、キミもきちんと答えるべきじゃないか？」

キュリア：あららっ？（笑）

プリム：アンドリューさんって、ハヤトくんがガン飛ばさなかったら実はいい人だったのかも（笑）。

ＧＭ：だが、オルタネイトは「……馴なれ合あうつもりはない」とだけ答え、それっきりなにもしゃべらなくなる。

ＧＭ：そんなちょっとギスギスした雰囲気が漂ただよう中、再び扉が開くと受うけ付つけ嬢じようと同じ服を着た女性が顔を出す。「出場者のみなさま。そろそろ競技大会が始まりますので、コロシアムまでお越こしください」

ハヤト：おっ！　始まった始まった！

キュリア：プリムちゃん、がんばりましょう！

プリム：はい、がんばりましょうっ!!

ＧＭ：と、ゆーことで次のシーンから競技大会だっ！







◆Middle06◆競技大会開かい幕まく！　──トラップを解かい除じよせよ──




　薄うす暗ぐらい石いし造づくりの通路を抜ぬけた瞬しゆん間かん、雨のような大だい歓かん声せいに包まれた。

　階かい段だん状じようの観客席では、大おお勢ぜいの人々が競技大会が始まるのを今や遅しと待っている。

　コロシアムに出た冒険者たちは、経けい験けんしたのことのない独どく特とくの雰囲気に、ただただ圧あつ倒とうされていた。




ＧＭ：では、冒険者競技大会を始めます！

プリム＆キュリア：わぁ────っ！

ハヤト：よしっ！

ジェイス：おっ、盛もり上あがってるな。ぼりぼり！（笑）

ＧＭ：『レディース＆ジェントルメン！　お待たせいたしました。それでは本年度の冒険者競技大会を開始いたします。まずはノービスクラスとなります！　今年は四組のギルドが参加してくれたぞ！』

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：『まずは〝傭よう兵へいの街〟ダブラルより参加した、エレメンタラーズ[image: ]！』

ジェイス：おぉ、あれが噂うわさのエレメンタラーズ！

ＧＭ：[image: ]だけどね（笑）。全員が礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをして入場する。『続いて〝古き都〟グランフェルデンより参加したオルタネイト！』

プリム：あ、同じ町の出身なんですね。

ＧＭ：どうやらそのようだ。オルタネイトは紹しよう介かいされても我われ関せずといった雰囲気で、挨拶をするわけでも、派は手でなパフォーマンスをするわけでもない。

キュリア：クールな人なんですねぇ。

ＧＭ：『グランフェルデンからもう一組の参加だ。ヘッジホッグ！』

プリム：あ、え、えっと……（手を振ふりながら）どうもぉ～。

ハヤト：ちなみに、オレはかちんこちんだ。大歓かん声せいを浴びて、右手と右足が一緒に前に出たりしているぞ（一同笑）。

キュリア：ハヤトくんが緊きん張ちようしている（笑）。

プリム：ハヤトくん、大だい丈じよう夫ぶですか？

ハヤト：お、おう。

プリム：そっか、ハヤトくんも緊張するんだ。自分だけが緊張しているわけじゃないのを知って、なんだかほっとします（笑）。

ジェイス：わ～、がんばれ～。ぼりぼりぼりぼり（笑）。

ＧＭ：『そして、最後に入場するのは我わがクラン＝ベルより参加した新星！　銀の山脈だぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]！』アナウンサーの声と共に、ものすごい歓声が上がる！

キュリア：すごい人気ですね。

ハヤト：ま、地元だからね。

ＧＭ：銀の山脈のメンバーが手を挙げて応こたえると、歓声もより一いつ層そう大きくなる。

プリム：うぅ、アウェーはつらいです（笑）。

[image: ]

ＧＭ：とまぁ、そんな感じで入場が終わる。さて、それでは競技の説明をしよう。

一同：はーい。

ＧＭ：競技は全部で三つ。キミたちにはさまざまな判はん定ていをしてもらうことになるが、この判定は誰だれがやってもかまわない。競技はシーンごとに行なわれるので、《ダンシングヒーロー》のようなシーンに一回使用できるスキルは、すべての競技に使用可か能のうだ。

プリム：は、はい！

ジェイス：おっ！　これはプリミラくん、大だい活かつ躍やくの予感（笑）。

ＧＭ：なお、ジェイスは観客席にいるので判定はできないし、もちろん支し援えんもできない。なので、観客としてそこで応おう援えんしていてください（笑）。

ジェイス：うむ。

ＧＭ：そして、三つの競技が終わったあとに、一位と二位のギルド同士での決勝戦が待っている。これは普通に戦せん闘とうを行なう予定だ。ちなみに、ＨＰ、ＭＰは三つの競技が終しゆう了りようしたのち、フェイトは競技大会が終了したのちに全ぜん回かい復ふくする。

プリム：どきどき……がんばるぞ！

ジェイス：がんばれ～、がんばれ～♪

ＧＭ：『最初の競技は……トラップ部門だっ！』アナウンサーの声と共に、コロシアムの地面がガバっと開き、ゴゴゴゴゴ……という音と共に宝たから箱がそれぞれのギルドの前に迫せり上あがってくる。

プリム：おお～！

ＧＭ：『最初の競技は冒険者に必ひつ須すの技ぎ能のうとも言える、トラップの解除！』

ハヤト：おお、ならオレの出番か！

ＧＭ：『ただし！　もちろん普通のトラップ解除ではない！　果たして、今年はどんなトラブルが襲おそいかかってくるのかっ！』

ハヤト：な、なんだってー!?

キュリア：トラブルってどういうことなんでしょう？

プリム：わ、分かんないですけど……とにかく、やってみないと分かりません！

ＧＭ：『それでは……競技、開始っ!!』

プリム：ええっ!?　も、もう!?　もう始まったんですか!?

ＧＭ：ちなみに、キミたちは宝箱とエンゲージしている状じよう態たいでスタートする。

ハヤト：それはいいな。じゃあ、さっそく宝箱に取りかかるぜ！

ＧＭ：そして、開始の号令がかかったと同時に、「ひゅっ」という風切り音がして、それぞれのギルド目め掛がけて矢が雨あられと飛んでくる！

プリム：ええぇぇぇぇ─────っ!?

ハヤト：トラブルってそういうことかよっ!?

ＧＭ：『な、なんと！　今年のトラブルは、襲いかかってくる矢の雨を回かい避ひしながらのトラップ解除だぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！』アナウンサーが声を張り上げて叫ぶ！　その間にも、矢が何本も何本も降ってくる。

キュリア：ひぇーっ!?

プリム：きゃーっ!?

ジェイス：いやはや、大変だなあ　７レベルでよかった、よかった（笑）。

キュリア：ああああっ、他人ひとごとだと思ってぇ[image: ][image: ][image: ]!?（一同爆笑）

プリム：ジェイスさん、ずるいっ!?

ＧＭ：とゆーところで、今さらながらこの競技の説明をしよう（笑）。




①この競技はラウンド進行となるので、ひとり一回ずつメインプロセスを行なうことができる。ただし、ＰＣの行動順番は好きにしてよい。

②毎ラウンドのセットアッププロセスに飛んでくる矢を回避することができる。この矢の先せん端たんには爆ばく薬やくが仕し掛かけられており、回避に失敗するとそのラウンドのすべての判定にマイナス１Ｄのペナルティを受ける。矢の命中判定は２Ｄ＋６で、ダメージは〈火〉属性の魔ま法ほうダメージで３Ｄ＋20とする。

③トラップ探たん知ち、トラップ解除は別々のＰＣが行なってもかまわない。トラップ解除に成功したところで宝箱は開けることができる。もちろん、トラップ探知をせずに宝箱を開けてもかまわない。




ハヤト：２Ｄ＋６か……。それは避よけられるかも！

プリム：あたしも回避判定は２Ｄ＋８ですから、なんとかなるかも。

キュリア：それだけあれば大丈夫ですよ！　むしろ、問題なのは、２Ｄ＋１のわたしです！

プリム：キュリアさーん!?

キュリア：わたしのためにも、宝箱は早く開けてくださいね？

プリム：はっ、はい！

ハヤト：キュリア姉ちゃんは、生き残ることだけを考えて……がんばれ！（笑）

キュリア：生き残ることだけ……つ、つらいです。

ＧＭ：では矢の命中から……（ダイスを振ふる）あ、結けつ構こういい目が（笑）。

ハヤト：おぉぉ───いっ!?

ＧＭ：ダイス目は10なので達成値ちは16だ！

ハヤト：なら、オレは《ドッジムーブ》を使うぞ。これで回避が３Ｄ＋９になる。７が出ればオッケー……（ダイスを振る）よし、出た！　達成値24で問題なく回避成功！

プリム：《ダンシングヒーロー》で、ダイスをひとつ増ふやして３Ｄ＋８にします！　せーのっ……はいっ!!（ダイスを振る）よかった～！　19で避けましたぁ！




　華か麗れいな身のこなしで降ふり注そそぐ矢を避けるプリムとハヤト。

　だが……。




ＧＭ：では最後はキュリア！

キュリア：あのー、フェイトを１点使っても15以上じゃないと回避できないんですけど……。

ハヤト：うん、あきらめるしかないかな。

プリム：でも、クリティカルが出れば避けられます！

キュリア：そうですよね。では、普通に振ふって……（ダイスを振る）やっぱり、出ません！

プリム：ああ～。キュリアさぁ～んっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）キュリアに直ちよく撃げきした矢が爆ばく発はつし……（ダイスを振る）、27点〈火〉属性の魔法ダメージだ。ちゅどーんっ!!　爆風に吹き飛ばされるキュリア。

キュリア：きゃああああ～!?　【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は３ですから、24点のＨＰダメージです。残りのＨＰが14点になってしまいました。

プリム：キュリアさあぁぁぁぁぁんっ!!　大丈夫ですか!?

キュリア：ま、まだなんとか……（笑）。

ハヤト：予想以上にキュリア姉ちゃんがやばい……なんとしても成功させなくちゃ！

キュリア：お、お願いします（笑）

プリム：あたしたちががんばるしかないです、ハヤトくん！

ハヤト：おう！　それじゃあ、トラップ探知だ。

ＧＭ：はい、どうぞー。目もく標ひよう値ちは15です。

キュリア：お願いしまぁ～す（笑）。

ハヤト：ここはフェイトを１点使う。えいっ！　（ダイスを振る）やった、探知成功！

プリム：よかったぁ～！

ＧＭ：仕掛けられているトラップは［スティンクボム］（＊）。解除値は12だが、射しや程ていは至し近きんで対象は範はん囲いとなる。

キュリア：じゃあ、わたしも巻まき込こまれる!?

ＧＭ：ちなみに、スティンクボムが発動すると、対象は難なん易い度ど14の【幸運】判定を行ない、失敗すると３Ｄ＋10点の貫かん通つうダメージ。さらに［放心］［毒２］［スタン］を受ける。

ハヤト：でも、解除値12ならプリム姉ちゃんでもいけるぞ！

プリム：い、いきますっ！　不安だけど……えいっ！（ダイスを振る）達成値は16だから、解除成功ですっ！

ハヤト：よしっ！　１ラウンドで突とつ破ぱだ！

ＧＭ：『おぉっと！　飛んでくる矢をかいくぐり、ハヤト選手が素す早ばやくトラップを見極め、その指し示じにしたがってプリミラ選手がトラップを解除するという見事な連れん携けいで、ヘッジホッグがまずはクリアしたぁ！』

ジェイス：じゃあ、近くにいる観客に話をしよう。見ましたか？　あの最初に成功したパーティ、彼らは私わたしが育てたのだよ（一同笑）。

ＧＭ：その隣でアンジーが「うむ、よくやった」とうなずいている。

キュリア：ひとり、ちりっちりになってますけど……。

プリム：キュリアさーんっ!?　はっ、ターチュが焼けているっ！（笑）

キュリア：ああっ、ターチュ!?　なんか香こうばしい匂においがします（一同笑）。




　上手に焼けたらしい。




ハヤト：で、他のギルドはどうだ？

ＧＭ：（ダイスを振る）エレメンタラーズ[image: ]は全員メイジなので……（ダイスを振る）誰だれひとりとして矢を避けられず……どぅーんっ!!（一同笑）

ジェイス：当たり前だ！

プリム：エレメンタラーズ[image: ]のみなさんがぁ……（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）銀の山脈にはシーフがいるので成功しているね。

プリム：あのひとりで参加した人は？

ＧＭ：（ダイスを振る）オルタネイトは普通に矢を避けて、自分で探知して、自分で解除している。時間は掛かかっているが、なんの問題もなくクリアした。

プリム：ふわぁ、さすがぁ。

キュリア：でも、これでひとつ突破ですね。

プリム：よしっ、次もいけますっ！

ジェイス：がんばれ～。

プリム：あぁ、観客席からジェイスさんの声が聞こえる！　がんばりまーす！（笑）

ＧＭ：では、シーンは変わって次の競技だ！





（＊）スティンクボム　吸い込むと身体に変調をきたすガスを噴出するトラップ。









◆Middle07◆競技大会第二戦！　──古こ文もん書じよを検けん索さくせよ──




　第一の競技で使用された宝箱が撤てつ去きよされたのち、再びコロシアムの地面が割われて、今度は台だい座ざが迫り上がってきた。

　その上に乗せられていたのは、さまざまな大きさの三冊さつの書物だった。




ＧＭ：では次のシーンだ。第二の競技の準備が終わったところで、アナウンサーの声がコロシアムに響ひびく。『それでは次の競技へと移うつります！』

プリム：……キュリアさん、大丈夫ですか？

キュリア：大丈夫、大丈夫ですよぉ～。うふふ……。

プリム：キュリアさんの笑い声がうつろですよっ!?

ハヤト：打ち所が悪かったかな？（一同笑）

ＧＭ：それでは、次の競技に移うつろう。『第二の競技も冒険者には必須の資し質しつ。数ある資し料りようの中から、重要な情じよう報ほうを探さがし出だすというものです！』

ジェイス：おおっと、こいつはキュリアくんの出番だな。

キュリア：……え？　わ、わたしですか？（正気に戻ったらしい）

ＧＭ：『今、みなさんの前には三冊の書物が置かれています！』目の前の台座の上には、確たしかに三冊の本が置かれている。ひとつは、子どもの大きさほどもある巨きよ大だいな本。ページをめくるだけでも大変そうだ。

プリム：おぉ？

ＧＭ：もうひとつは、親指の爪つめほどの大きさのものすごく小さな本。最後のひとつが、百科事典ほどの大きさの本となっている。

ハヤト：ひとつだけは普通のサイズか……。

ＧＭ：ただし、本の背せは二〇センチくらいある。

一同：分厚っ!!

ＧＭ：『この三つの本の中から好きな物を選び、ある質しつ問もんの答えを調べていただきます！』

ハヤト：もしかして、どの本を選ぶかによって判定が変わるってこと？

ＧＭ：そのとおり！　たとえば、大きな本はページをめくるのが大変なので、まずは難易度12の【筋きん力りよく】判定に成功する必要がある。

プリム：ページをめくるのに判定がいるんですかっ!?

ジェイス：どんだけ重いんだよ、その本！

ＧＭ：その代わり、文字が大きくて探さがしやすいので【知力】判定の難易度は15ですむ（笑）。次に小さな本は難易度15の【器用】判定に成功しなければ、ページをめくることができない。ただし、ページ数が少ないのですぐに探したい答えが見つかる。難易度12の【知力】判定に成功すればＯＫだ。

プリム：な、なるほどっ。

ＧＭ：そして最後に分ぶ厚あつい本。これはページをめくるのには判定はいらないが、余よ計けいな情報がたくさん載のっている。したがって、難易度20の【知力】判定に成功しないと答えを見つけることができない。まとめるとこんな感じだ。




[image: ]




プリム：どれも一長一短あるんですね。

キュリア：でも、わたしは【筋力】も【器用】も２しかないですよ。重くても持ち上げられないし、小さくてページがめくれませんね（笑）。

ハヤト：【知力】は？

キュリア：10です。

ハヤト：フェイトを１点使って、分厚い本はほぼ期き待たい値ちか……。結構、つらいなぁ。

キュリア：フェイト２点使います？　決勝戦がちょっと大変かもしれませんけど……。

ハヤト：う～ん、できればそれは避さけたいよね。

キュリア：そうですよね。

プリム：…………。

キュリア：どうしました、プリムちゃん？

プリム：……これ、あたしがページをめくってもいいのかな？

ハヤト：……。

キュリア：……。

プリム：ん？

ハヤト：それだっ!!　この競技って、ふたりで組んでもいいんだよね？

ＧＭ：（気づいたか）ダメとは言ってないね。

プリム：コンビ……ですか？

ハヤト：そうだよ！　プリム姉ちゃんがページを次々とめくって、キュリア姉ちゃんが読めばいいんだよっ！

キュリア：あぁ～、なるほどぉ。

ハヤト：プリム姉ちゃんの【筋力】と【器用】っていくつ？

プリム：両方とも５です！

ハヤト：なら、大きい本だな。プリム姉ちゃんが７以上、キュリア姉ちゃんが５以上で調べることができる！

プリム：分かりました！　じゃあ、それでいきましょうっ!!

ＧＭ：じゃあ、大きい本で調べるということで。『それでは、質問を読み上げます！』

プリム：どきどき……。

ＧＭ：『カブトムシやクワガタムシの仲間にトゲナシトゲトゲという名の虫がいます。さて、この虫にトゲはあるでしょうか？　それともないでしょうか？』

一同：トゲナシトゲトゲっ!?

プリム：な、なんですかそれっ!?

キュリア：知ってます？

ハヤト：知らない（笑）。

プリム：（ハヤトに）トゲナシってことはトゲはないんじゃないのかなぁ？

キュリア：（ハヤトに）トゲトゲだから、トゲがいっぱいあるってことですよね？

ハヤト：オレに聞くなよ！　知らないよ、そんな虫（一同笑）。

ＧＭ：ちなみにプレイヤーが知っていたら、判定しないで答えてもいいよん。もちろん、運に任まかせて答えるのもＯＫだ。

プリム：そんな変な虫のことなんて、知らないですよ（一同笑）。

ハヤト：大だい丈じよう夫ぶだ。オレたちが知らなくても、本を調べる判定に成功すればいいんだよ。

プリム：そ、そうですね！

ＧＭ：では、判定をするということで（笑）。

プリム：はいっ！　じゃあ《ダンシングヒーロー》で、踊おどるように本を持ち上げて、ページをめくりまーす。えい！（ダイスを振る）　わお！　３、３、４で10だから、達成値15で成功ですっ！

ＧＭ：『おーっと！　プリミラ選手、あの重たい本を軽々と持ち上げると、華麗にページをめくっていくぞぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]』

ジェイス：どんなめくり方だよ（一同笑）。

プリム：次、キュリアさん、お願いしますっ！

キュリア：はい、いきますよぉ[image: ][image: ]。えいっ！（ダイスを振る）……よ、４？

ＧＭ：達成値は？

キュリア：10＋４で14ですね。あ、あれ？

ＧＭ：……１足りない（笑）。

一同：えぇ──────っ！

ハヤト：キュリア姉ちゃん、４ってなに、４って!?（笑）

キュリア：フェイトで振り直してもいいですよね!?　いいですか？　いいですよね!?　というか、振り直させてぇ[image: ][image: ][image: ]！（一同爆笑）

ＧＭ：はい、どうぞ、どうぞ（笑）。

キュリア：お願いします、お願いします、お願いします！（ダイスを振る）……５！

一同：あ、危ねぇ───っ!?（一同爆笑）

プリム：１と４、１と４ですよっ！

キュリア：よ、余よ裕ゆうですよ！（笑）

ジェイス：ちっとも余裕じゃないって！

キュリア：きっ、きっと、さっきのダメージのせいです。……そうですよ！　ね、そういうことにしません？（一同笑）

ジェイス：キュリアくんはあとで指し導どうだな（笑）。

ＧＭ：でも、成功は成功だ。とゆーことで、トゲナシトゲトゲについての記き述じゆつを発見する。




トゲナシトゲトゲ

　鞘しよう翅し（甲こう虫ちゆう）目ハムシ科のトゲハムシ亜あ科かに属ぞくする虫。

　トゲハムシというトゲを持つハムシの一種であるが、トゲがないためにトゲナシトゲハムシ、あるいはトゲナシトゲトゲと呼よばれる。ホソヒラタハムシとも。




プリム：つまり、トゲはないってことですね。

ＧＭ：だね（笑）。では、その答えをフリップボードに書くということで。

キュリア：トゲはありません……っと（書き書き）。

ＧＭ：『ヘッジホッグ、正せい解かいです！』

プリム：よかったぁ～。ありがとうございます、キュリアさん！

キュリア：ふぅ～……。

ＧＭ：とゆーわけで、ふたつ目の競技も成功。

プリム：他はどうですか？

ＧＭ：（ダイスを振る）エレメンタラーズ[image: ]は本を調べることなく、余裕で正解。

キュリア：わたしも、あんな風に成功するはずだったのに……（一同笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）銀の山脈のメイジは本を持ち上げることができずに失敗。オルタネイトは分厚い本を手にとって開き、難なんなく記述を見つけることができて成功となった。

ハヤト：おっ！　オルタネイトは頭もいいのか。

プリム：みたいですね～。

ＧＭ：これで、エレメンタラーズ[image: ]と銀の山脈が一勝、ヘッジホッグとオルタネイトが二勝となった。

プリム：この調子ですっ！　キュリアさん、ハヤトくん、次もがんばろうっ！

キュリア＆ハヤト：おぉ─────っ！







◆Middle08◆競技大会第三戦！　──よじ登れ、勝利のために──




　ヘッジホッグとオルタネイトが一歩リードした状態で第二競技を終え、いよいよ最終となる第三競技へ。

　続いてコロシアムに登場したのは、見上げるほどの高さのやぐらだった。




ＧＭ：では、第三の競技の開始となる。先ほども言ったとおり、これが予選の最終戦だ。

一同：はいっ！

ＧＭ：第三競技に出てきたのは、一〇メートルほどの高さのやぐらだ。『それでは第三の競技へと参りましょう！　最後は応おう用よう力りよく！　すべての知ち識しきと技能を使って挑ちよう戦せんしてください！』

プリム：応用力？

ＧＭ：『今、コロシアムに出てきたやぐらのてっぺんには卵たまごがひとつ、吊つり下さげられています。いかなる方法でもかまいません。この卵を割わらずに持ち帰ることができれば、競技はクリアとなります！』

ハヤト：なるほどなー。

ＧＭ：で、よく見るとやぐらの横には、高さ二メートルほどの脚きや立たつ、七メートルほどの木の棒ぼうが置かれている。

キュリア：脚立と……木の棒？

ジェイス：あぁ！　こういう実験なら見たことがあるぞ。チンパンジーの知ち能のうをテストするやつだ。

キュリア：えええ～、わたしたちチンパンジー並なみってこと!?（一同笑）

ハヤト：どんな方法でもかまわないということだけど、実じつ際さいにはどういう判定になるんだ？

ＧＭ：一いち応おう、こちらで思いつく方法はいくつか考えてある。どんな方法で卵を取るかを申告してもらえれば、その方法の判定を教えるよ。

ジェイス：なるほどな。取る方法ごとに判定も用意されているのか。

ＧＭ：なお、脚立を登るには判定はいらないけど、やぐらを登るには登とう攀はんを行なう必要がある。難易度10の【筋力】の判定に成功すると、【移い動どう力】の半分だけ登ることができる。

プリム：【移動力】？　九メートルですね。

ＧＭ：端は数すうは切きり捨すてなので、プリムの場合は四メートルとなる。つまり、判定に三回成功すれば、上まで登ることができるわけだ。ちなみに、プリムは《アスレチック》を取得しているので、登攀の判定に＋１Ｄできる。

ハヤト：難易度10を三回成功させるのは、オレじゃちょっと無理かなー。

プリム：ターチュを投げてもダメかな？（笑）

ＧＭ：ターチュっ!?（……そ、それは考えてなかった）

キュリア：うりゃっ！（ターチュを投げるふりしながら）すば────んっ！（一同笑）

ＧＭ：（えーっと、他のＰＣを投げる判定を応用して）難易度13の【筋力】判定に成功すれば、やぐらの上まで投げることができることにしよう。ただし、そこからターチュが戻ってくるためには、キュリアが指示を出すということで難易度14の【感知】判定が必要となる。

キュリア：【感知】は９だから大丈夫ですけど、【筋力】の難易度13が厳きびしいですね。

ハヤト：あとは、脚立に登って棒で落とす、かな。

ＧＭ：その場合、卵を落とすのに難易度13の【器用】判定。さらに、落ちてくる卵をキャッチするために難易度14の【器用】判定だ。

ハヤト：これは両方とも【器用】か……。




　顔をつきあわせて相談する三人。

　三人で肩かた車ぐるまして卵を取るだの、魔術で卵を落とすだの、いろんなアイデアが出たが、どれもいまいち。

　結局──。




プリム：ん～、あたしが登った方がよさそうですね。

ハヤト：うん。判定する回数は多いけど、その方が確かく実じつな気がする（笑）。

キュリア：プリムちゃん、お願いできる？

プリム：はい、やりますっ！

キュリア：あのプリムちゃんが、こんなにも積極的に……。じーん、と感動してます（笑）。

ＧＭ：それでは、登攀を使う方法でいい？

プリム：……こくりっ！（うなずく）

ハヤト：がんばれ、プリム姉ちゃん！

ＧＭ：では、まずは難易度10の【筋力】判定を三回だ。《アスレチック》があるので、３Ｄ＋５で10以上を出せば成功だ。

プリム：よし！　いける、いけますよっ！ 一回目、えーいっ！（ダイスを振る）ダイス目は９なので成功ですっ!!

ＧＭ：まずは、するするっと四メートル登ることに成功。『ヘッジホッグのプリミラ選手！やぐらを登っていくぞっ！　確実に卵を取りに行くつもりか？』

プリム：まだ四メートルかぁ、高いよぅ～。

ＧＭ：じゃあ、二回目の判定、どうぞ！

プリム：（ダイスを振る）18で成功。も、もう疲つかれたよぉ～。

一同：早っ!?

ＧＭ：『おぉ～っと！　プリミラ選手、途中で息切れか？』（一同笑）

キュリア：あともうちょっとです！　プリムちゃん、がんばってー！

プリム：うう、が、がんばります～。それじゃあ三回目、いきます！

ハヤト：いける、いけるっ！

プリム：えーいっ！（ダイスを振る）おおっ♪　高い！　４、５、６が出ましたっ。合計で15だから……達成値20ですっ！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

プリム：やったーっ♪　ハヤトくーんっ！　キュリアさーんっ！　あたし登れましたよー！

ハヤト：……あっ。

キュリア：ん？　ハヤトくん、どうかしました？

ハヤト：（ぼそりと）オレ、今気づいたんだけど、やぐらに登る前にバックラーを外していけば、判定二回ですんだわ。

プリム：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ハヤト：キュリア姉ちゃん、このことは黙だまっておこう（一同笑）。

キュリア：そ、そうですね、ハヤトくん（笑）。

プリム：それ、あたしに聞こえてます？

ハヤト：聞こえてない、聞こえてない！（一同爆笑）

[image: ]

プリム：じゃあ、あたしはやぐらの上で喜んでます（笑）。ハヤトくーんっ！　キュリアさーんっ！　あたし登れましたよー♪（笑）

キュリア：あぁ、プリムちゃん、満面の笑みですね……。

ハヤト：そう……だね。

プリム：これで卵、ゲットですっ！（一同笑）

ＧＭ：さて、今度はやぐらから降おりるのに、難易度13の【敏びん捷しよう】判定だ。これに成功すれば、やぐらから落ちずに降りることができる。

プリム：分かりましたっ！　《ダンシングヒーロー》も使って……３Ｄ＋７です！　やぁっ！（ダイスを振る）ダイス目は11なので、余裕の18で成功しましたっ!!




『ヘッジホッグ、ゴ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ル！　見事に競技をクリアしたぞっ!!』




キュリア：お帰りなさい、プリムちゃん！

プリム：はぁ～、疲れたぁ～。なーんか、このバックラーがちょっとジャマで、登りにくかったです！

ハヤト：どきっ!?（一同笑）

キュリア：そ、それも試練ですよ、きっと。

ハヤト：うんうん！　プリム姉ちゃんなら大丈夫だと思っていたよ！

プリム：ありがとう、ハヤトくん（じーっと見ている）。

ハヤト：な～んか、プリム姉ちゃんの視線が痛いたいのは気のせい？（一同笑）




　これですべての競技は終了となった。

　第三の競技で失敗したのはエレメンタラーズ[image: ]だけ。銀の山脈、オルタネイト共に難なく競技をクリアした。この結果──。




ＧＭ：『決勝進出は、ヘッジホッグとオルタネイトに決定しました───っ！』

一同：やった[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!

プリム：やりましたっ！　予選突破ですよっ!!

ハヤト：ふぅ～、一時はどうなるかと思ったぜ。

ジェイス：うむ、みんなよくやった。ボリボリボリ（笑）。

プリム：ジェイスさん、まだポップコーン食べてるし（一同笑）。

ＧＭ：『これにてノービスクラスの予選は終了となります。続きまして、アドバンストクラスの予選が行なわれます。なお、ノービスクラスの決勝戦は──』というアナウンスがコロシアムに流れる。なので、決勝戦までの間、しばらく休きゆう憩けいすることができる。

ハヤト：あ、その前にちょっとだけオマケの演えん出しゆつお願いしてもいい？

ＧＭ：どうぞ。

ハヤト：銀の山脈が駆かけ寄よってきて、「キミたち、なかなかやるな」とアンドリューたちとマブダチになる！

一同：マブダチ！

ハヤト：「先ほどはすまなかった」「いや、オレの方こそ！」「冒険の情報とかあったら交こう換かんしような」「お互たがいがんばろう」と握あく手しゆをして別れる。熱き友ゆう情じよう！（笑）

ＧＭ：では、そんな感じでエールを交わしていると、オルタネイトが近ちか寄よってきて、低い声でつぶやく。「ふっ、お前たちは俺おれには勝てない」

ハヤト：な、なんだって？

ＧＭ：「せいぜいがんばることだな」そう言い残すと、彼はゆっくりと退たい場じようしていく。

ハヤト：まったく、ちょっと強いからっていい気になりすぎじゃない、あいつ。

プリム：大丈夫ですっ！　だって──。




「あたしたちは、仲間同士で協力できるじゃないですかっ！」




　キュリアとハヤトの問とい掛かけに、プリムは笑顔で答えた。







◆Middle09◆白と黒の邂かい逅こう




　言いようのない高こう揚よう感に包まれながら、控ひかえ室しつに戻もどるヘッジホッグの三人。

　決勝戦に勝てば、アンジーは間ま違ちがいなく〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟のありかを教えてくれるだろう。たとえ勝てなかったとしても、冒ぼう険けん者しやとしての実力を認みとめてくれるかもしれない。

　そんなことを話しながら控え室への廊ろう下かを歩いている時、プリムたちはひとりの少女と出会った──。




ＧＭ：次はさっきのシーンの続きで、競きよう技ぎを終えて控え室に戻もどっていく途と中ちゆうのことだ。なので、ジェイス以外の三人が登場している。

プリム：はいっ！

ＧＭ：控え室の方から、プリムと同じくらいの年ねん齢れいの金きん髪ぱつの少女がやってくる。

プリム：金髪の少女？

ＧＭ：黒を基き調ちようとした落ち着いた服ふく装そうに銀の鎧──。どうやら競技大会に参加している冒険者のようだ。

キュリア：今、控え室からやってきたってことは、別のクラスに参加している人ですね。

ＧＭ：おそらく。手にしているのは、雷いかずちを模したマジックアイテムらしき弓だ。

ジェイス：雷鳴の弓？　おぉ、なるほどここで出てくるのか（笑）。

プリム：ん？　誰だれでしょう？

ＧＭ：そして、その少女はプリムの顔を見た時、「あれっ？」という表ひよう情じようをする。

プリム：ん～、知り合いですか？

ＧＭ：いや、まったく知らない顔だね。プリムの顔を見て、その少女も人ひと違ちがいだと分かったのか──「あ、ごめんなさい。知り合いによく似にてたから……」

プリム：知り合い？

ＧＭ：「うん。わたしの村で用よう心じん棒ぼうをしてた人なんだけど、もっと歳が上だし、雰ふん囲い気きもあなたと全然違うみたい」そう言うと、人ひと懐なつっこい笑顔を見せる少女。ちなみに声のイメージは声せい優ゆうの小暮英麻こぐれ・えまさんだ。

プリム＆キュリア：え、英麻さまっ!?




小暮英麻

『ナイトウィザード The ANIMATION』（緋室灯、アンゼロットの二役）、『ToHeart2』（まーりゃん先せん輩ぱい役）など、多た彩さいな役を演えんじる女じよ性せい声優さん。

『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』の他、数多くのリプレイに参加しているベテランプレイヤーでもある。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．がお送りしているウェブラジオ『ふぃあ通』のパーソナリティとしてもお馴な染じみだろう。




ＧＭ：「あ、ごめんなさい。わたしはシェフィル。シェフィル・グラニー』

プリム：シェフィルさん？

ＧＭ：そう。小暮英麻さんが演えんじているＰＣにして、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズの主人公だ！

プリム：はうっ!?　え、えっ、えぇ────っ!?




シェフィル・グラニー

　菊きく池ちたけしが担たん当とうする『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズに登場するＰＣ。ブリギット村という辺へん境きようの村で育った弓使いの少女である。

『シュヴァルツ』一巻かんで、シェフィルが〝漆しつ黒こくの刻こく印いん〟を持つ〝薔薇の巫女みこ〟のひとりであることが明らかになっている。

[image: ]




ＧＭ：ちなみに外見はこんな感じ（イラストを見せる）。

プリム：か、かわいぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！（一同笑）

ＧＭ：「あなたもこの競技大会に参加しに？」

プリム：あ、はいっ！　あたしたちはレベル４だからノービスクラスなんですけど……。あ、自じ己こ紹しよう介かいがまだでした。えっと、あたしはプリミラ・ヘッジホッグっていいます。

ＧＭ：「ノービスクラスなんだ。わたしは、そのひとつ上のアドバンストクラスにエントリーしてるんだ」

プリム：あっ、そうなんですか！　ジェイスさんと同じくらいのレベルなんですねっ！

ＧＭ：「ジェイス、さん？」小首を傾げながらシェフィルは尋たずねる。

プリム：あ、えっと、あたしたちの仲間で、神官みたいな人です。

ジェイス：みたいじゃなくて神官だ（一同笑）。

プリム：それで、シェフィルさんはどちらから来られたんですか？

ＧＭ：「んー、北の方にある、ブリギット村っていうところ」

プリム：あたし、その村のこと聞いたことあります？

ＧＭ：ないですね。辺へん鄙ぴな村なので。

キュリア：……ご、ごめんなさい、聞いたことがないです。

ハヤト：だが、オレは大だい首しゆ領りようから聞いているので、ブリギット村のことを知っている。心の中でつぶやくぜ。な、なん、だとっ!?（一同笑）

ＧＭ：「だよねぇ。すっごい田舎いなかの方にある村なんだ。周りも山とか森とか崖がけとかだらけでなーんにもないし」申しわけなさそうなキュリアの言葉に、シェフィルは苦笑いする。

ハヤト：でも、すっごい弓持ってるよな。超ちよう強つよそうだ。

ジェイス：雷らい鳴めいの弓というマジックアイテムだな。

プリム：同い年くらいなのに、すごぉーい……。

ハヤト：冒ぼう険けん者しやにも、いろいろあるんだなー。

ＧＭ：「じっちゃんがすごい厳きびしくて、きつい修しゆ行ぎようをしてたから」

プリム：な、なにか事じ情じようがありそうですね。

ＧＭ：「だから、プリミラさんもがんばれば、すごい冒険者になることができるって！」

プリム：はいっ！　ありがとうございます！

ＧＭ：「あっと、そろそろ出番かな。出場クラスは違うけど、お互たがいにがんばろうね」そう言うと、シェフィルは軽くガッツボーズをして見せる。

プリム：はいっ！　よろしくお願いしますっ！

ＧＭ：「うん。こちらこそ！　じゃあ、またね！」

プリム：はぁ～、かわいかったなぁ～……。




　まぶしい目でシェフィルを見つめるプリム。その眼まな差ざしは敬けい意いと憧あこがれに満ちていた。

　だが、これが運命の出会いであったことを、この時のプリムはまだ知らない……。







◆Middle10◆思わぬ再さい会かい




　観客席から盛せい大だいな拍はく手しゆと歓かん声せいを浴び、コロシアムから退場していくプリムたち。

〝廃都〟ファリアスでの冒険を経けい験けんすることで三人はさらに強くなり、そして彼かれらを結ぶ絆きずなも強固なものになりつつある──。

　満足げにうなずく彼の背はい後ごに、近づく人ひと影かげがあった。




ＧＭ：それでは次のシーン──。

ジェイス：おお、いよいよ決勝かな？　だったら、新しいポップコーンを買いに行かねば。

キュリア：もう、なくなってるし……。

ハヤト：ジェイスさんがただの観客になってるよ（一同笑）。

ＧＭ：いや、決勝戦の前に、ジェイスのシーンが挿そう入にゆうされる。

ジェイス：おっ？

ＧＭ：三人が歓声を受けつつコロシアムから退たい場じようしていく様子をジェイスは観客席で見ているわけだが、そんな彼を呼よぶ声が背後から聞こえてくる。

ジェイス：おや、誰だ？

ＧＭ：「ジェイスさん、ジェイスさんじゃないですかっ！」

ジェイス：ほう、その声はもしや？

ＧＭ：ジェイスが振ふり向むくと、そこには見知った青年が立っていた。

プリム：だ、誰なんですか!?

ジェイス：フッ、秘ひ密みつだ。




　プリプレイでＧＭと菊池たけしが話していたこと──それが、この青年の登場である。

　この人物が誰なのか──それは、ミドルフェイズのシーン12で明らかになる。もう少しだけお待ちいただきたい。




ＧＭ：「ジェイスさん、こんなところでどうしたんですか？」

ジェイス：そういうキミこそ、こんなところでなにをしているんだ。

ＧＭ：「いや、実は大変なことが起こりまして……」青年は周囲を警けい戒かいしながら、声を潜ひそめて言う。

ジェイス：大変なこと？　いいだろう、もしかしたら協力できるかもしれない。差さし支つかえなければ教えてくれないか？

ＧＭ：「そうですね。ジェイスさんなら問題はないかな」で、その青年は、かくかくしかじかと説明してくれる。

ジェイス：（わざとらしく）な、なんだって！　あ、あれが盗ぬすまれただと！

ハヤト：な、なにを言ってんだ？

キュリア：えっ、なになに？

ジェイス：これも秘密だ（笑）。

キュリア：ちょっ!?

プリム：き、気になるんですけど～！（笑）

ジェイス：ふっふっふっ。だが、まだ教えない。では、その青年に──分かった。私わたしの方でも少し調べてみよう──と言っておこう。

ＧＭ：「ありがとうございます！　それで、ジェイスさんはどうしてここに？」

ジェイス：なぁに、ちょっと新しいギルドの戦いぶりを見学にね（笑）。

ＧＭ：「あぁ！　もしかして〝ヘッジホッグ〟っていうギルドのことですか？」

ジェイス：うむ。さっきの競技大会は観たかね？　どうだ、筋すじがいいだろう？

ＧＭ：「そうですね。さすがジェイスさん！」

ジェイス：いやいやいや。キミに比くらべたらまだまだだよ。

ＧＭ：「そんなことはないですよ。特にウォーリアの彼女は、いい動きをしてます」

ジェイス：プリミラくんだな。私はいい冒険者になると思っているんだが、ちょっと内気なところがあってな。

ＧＭ：「でも、気が強いよりはマシ……おっと、これ以上は言わない方がいいか」

ジェイス：ふっ、そうだな（笑）。

ＧＭ：そんな感じでふたりが話していると──「ここにいましたか。ジェイスさん！」

ジェイス：ん？　今度は誰が？

ＧＭ：息を切らして登場したのは、ディアスロンドからやってきた神官ギルバート（笑）。

ジェイス：はぁ？　なんでお前がいるんだよ!?

ＧＭ：「いやぁ。実はジェイスさんにお願いがありまして、探さがしていたんですよ」

ジェイス：お願い？　いや、それよりも、どうして私がここにいるのを知っているんだ？行き先は話していなかったはずだが……。

ＧＭ：「それはもちろん、神しん殿でんの情じよう報ほう力りよくというヤツですよ。ん？　隣となりにいる方はもしかして……」

ジェイス：ほぅ、ギルバートくんも知っているか。

ＧＭ：「もちろんです！　これはもう、おふたりにお願いするしかないですね。実は──」




　いつもと変わらない笑顔を浮うかべながらギルバートが話し始めたお願いは、ジェイスと青年を驚おどろかせるのに十分な内ない容ようだった。







◆Middle11◆決勝前のひととき




　控え室へと戻ってきたヘッジホッグの三人。

　決勝前ということでお弁べん当とうなども用意されていた。休きゆう憩けい時間はわずかではあるが、これで英えい気きを養うことができるだろう。




ＧＭ：さて、次は決勝戦の予定なわけだが、その前に全員のＨＰとＭＰが全快する。

一同：やった────っ！

ＧＭ：まぁ、控え室にお弁当や飲み物などが用意されていたと思ってください（笑）。

プリム：わーい！（笑）

ハヤト：さすが決勝戦。待たい遇ぐうが違うぜ（笑）。

ＧＭ：とゆーことで、ここでＨＰとＭＰが全ぜん快かいする。

ハヤト：きっと「にく」と「野菜」（＊）がいっぱいの弁当なんだな。

プリム：肉野菜炒いため弁当ですね！

キュリア：ボリューム満点で、ターチュも大喜びですよ（一同笑）。

ジェイス：ＧＭ、ＧＭ！　プリミラくんたちが決勝まで進んだということで、ちょっと激励しに行きたいのだが。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ、ジェイスが控え室にやってきたシーンを作ろうか。もちろん、全員登場となる。

ジェイス：うむ。バタン！（ドアを開ける音らしい）　みんな、決勝進出おめでとう！

ハヤト：あ、ジェイスさんだ！（笑）

プリム：ジェイスさん！　見ててくれましたか？

ジェイス：あぁ、見ていたとも。興こう奮ふんのあまり、気がつかないうちにポップコーンをふた袋ふくろも食べてしまっていたよ（笑）。

プリム：それだけ試合に集中していたんですね！

ハヤト：（ぼそっと）ポップコーン食うのに集中していただけじゃないか？

キュリア：ともかく決勝戦に進出できました。

ジェイス：うむうむ。私が見み込こみ、鍛きたえた成果だな。

ハヤト：（ぼそっと）いや、プリム姉ちゃんのがんばりだと思うけど……。

プリム：あたし、がんばりました！

ジェイス：そうだな。だが、キミががんばり屋だと見み抜ぬいたのもこの私だぞ。

ハヤト：（ぼそっと）見抜いてない、見抜いてない。

プリム：ところでジェイスさん、質しつ問もんがあります！

ジェイス：なんだね？

プリム：さっき、誰と話していたんですか？　とっても気になりますっ！

ジェイス：なぜ、それを知っている？

プリム：観客席がちらっと見えたんです、ちらっと（笑）。

ジェイス：そうだな。その話はまたあとでしよう。

プリム：えええ～!?（笑）

ＧＭ：なんて思わせぶりな言い方（笑）。まぁ、ここでのジェイスの行動については、次のシーンで分かるようになっているから大丈夫。お楽しみに！

ジェイス：うむ。お楽しみにだ（笑）。おっと、私はちょっと用事ができたので、これで失礼する。

キュリア：あっ、怪しい!?（笑）。

ジェイス：そうだ。最後にひとつ忠ちゆう告こくしておこう。




「この先、なにが起こるか分からない。気を引ひき締しめていきたまえ」




　ジェイスは意味ありげな言葉を残して、控え室を出て行った。





（＊）「にく」と「野菜」　どちらも『アリアンロッド２Ｅ』のアイテム。「にく」はＨＰが回復、「野菜」はＭＰが回復する。









◆Middle12◆予想外の決勝戦？




　コロシアムは歓声に沸わいていた。

　決勝戦は競技大会を勝かち抜ぬいてきたヘッジホッグとオルタネイトのバトルだ。どちらも予選を完かん璧ぺきにこなしてきた冒険者だ。弥いやが上うえにも会場は盛もり上あがる！

　だが、そこには意外な展てん開かいが待っていた──。




ＧＭ：それでは休憩が終わり、いよいよ決勝戦のシーンだ。円形のコロシアムにキミたち三人が入場してくると、周囲の観客席からものすごい歓声が上がる。

プリム：応おう援えんありがとうございますっ！

ハヤト：手を振ふって応こたえるぜ！

ジェイス：だが、観客席に私の姿すがたはない。

キュリア：え？

プリム：ジェイスさんがいなくなってますっ！

ハヤト：大方、ポップコーンでも買いにいったんじゃないのか？（笑）。

ＧＭ：そして、なんと対戦相手のオルタネイトも現あらわれない。

プリム：あれ……？

キュリア：ジェイスさんはともかく、これはいくらなんでもおかしいですね。

ＧＭ：いつまで経たっても対戦者が現われないという状じよう況きように、観客席もがやがやと騒さわぎ始める。

ハヤト：「（観客になって）おい、どうしたんだ？」

ジェイス：「（観客になって）早く出てこいよっ！」（一同笑）

ＧＭ：まぁ、そんな感じ。と、突とつ然ぜんコロシアムに次のようなアナウンスが流れる。『ご来場のお客さまにお知らせいたします。決勝戦へと進出したオルタネイト選手ですが、不正が発はつ覚かくしたために失しつ格かくとなりました』

プリム：ど、どういうことっ!?

ハヤト：「ふっ、お前たちは俺おれには勝てない」とか言ってたくせになぁ。

プリム：そうですよっ！

ＧＭ：『失格の理由は、キャラクターレベルの虚偽申請とのことです』

一同：ええぇ───────っ!?

ハヤト：そりゃ、倒たおせないわ（一同笑）。

キュリア：なるほどぉ、どうりで強いわけですよ。

ハヤト：っていうか、あまりにも露ろ骨こつすぎるだろ！（笑）　だって、ひとりで予選の判定を全部成功させていたんだぜ。いくらなんでもおかしいって思うって。

ＧＭ：まぁ、そういうこと。『つきましては、今回の冒険者競技大会ノービスクラスは、ヘッジホッグの不戦勝という形にさせていただきます！』

一同：やったぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!（笑）

ハヤト：不戦勝！　不戦勝だぜっ！

プリム：楽に優ゆう勝しようできちゃいましたっ！

キュリア：きっと、これも日ひ頃ごろの行ないのよさですね。

ＧＭ：だが、不戦勝のアナウンスに観客席からはブーイングが起こる。その声がだんだんと大きくなっていき、やがて会場中に広がっていく。

ハヤト：まぁ、試合を楽しみにしていた観客からすると怒おこるよなぁ。オレたちにとってはラッキーだけどさ。

ＧＭ：ブーイングの中、さらにアナウンスが流れる。『お客さまのお怒いかりもごもっともでございます。そこで今回は特別にエキシビションマッチを開かい催さいいたします！』

一同：ええぇ──────────っ!?

プリム：そんな話、聞いてないですっ!?

ＧＭ：あ、ちなみに次の戦いはエキシビションマッチなので、ヘッジホッグが優勝したことは変わらない。

ハヤト：じゃ、オレたちがノービスクラスのチャンピオンってこと？

ＧＭ：もちろん（笑）。

ハヤト：まぁ、それならいっか（笑）。

プリム：え？　い、いいんですかっ!?

ハヤト：勝敗は関係ないからね。それにこのエキシビションマッチに勝てば、絶ぜつ対たいにアンジーさんは〝薔薇の武具〟のありかを教えてくれるって。

プリム：ん[image: ][image: ][image: ]（考え中）。そ、そうかもしれないですね。はい、分かりましたっ！　じゃあ、戦いましょうっ！（一同笑）

キュリア：プリムちゃんが前向きになりました（笑）。

ハヤト：この、すぐ前向きになるところがいいところだよな。

ジェイス：ふっ、調子に乗っているのも今のうちだぞ。

プリム：え？　ジェイスさん？

ＧＭ：そんな声と共に、プリムたちとは反対側の入口から、ふたりの男が出てくる。

一同：ふたりの男？

ＧＭ：ひとりは三人とも知っている人物だ。赤い神官服に身を包み、ヘビーフレイルとエレメンタルシードを構かまえている。そう、ジェイス・ロウだ。

ジェイス：ふっ（笑）。

プリム：え？　なんでジェイスさんがここに？

ＧＭ：そんなプリムの疑ぎ問もんに答えるようにアナウンスがこう告げる。『なお、このエキシビションマッチには神しん殿でんのご協力もあり、グランフェルデン王国を救った英えい雄ゆうおふたりに参加していただくことになりましたっ！』

プリム：グランフェルデンの……英雄？

ＧＭ：『ご紹介いたします！　ジェイス・ロウ、そして──』

？？？：オレでぇ────すっ!!




　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に入ってきたのはひとりの男だん性せい。

　プリム役の上村さんも、キュリア役の小島さんも知っている人物。

　それは──。




プリム：え、えーっ!?（笑）

キュリア：ちょっと荻おぎさぁぁぁぁぁんっ!?（一同笑）

ＧＭ：とゆーわけで、今回は荻原秀樹おぎはら・ひできさんにもお越こしいただきましたー。

一同：ええええええ～!!




荻原秀樹

　ティーズファクトリー所しよ属ぞくの声優さん。代表作は『あの夏で待ってる』の石垣哲朗いしがき・てつろう役など。元気で何事にもチャレンジしていく方で、『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズにもプレイヤーとして参加。現在は『シュヴァルツ』シリーズで、〝薔薇の巫女〟を守る守護騎士イリス役で参加している。特とく技ぎは平へい均きん的てきなダイス目だ。




キュリア：じゃあ、グランフェルデンの英雄ってことは……。

荻原：はい、ルード・ヴェルフェをやらせていただきます！




ルード・ヴェルフェ

『セカンドウィンド』シリーズに登場したＰＣ。先に書いたとおり、プレイヤーは荻原秀樹さん。グランフェルデン王国を窮地に追い込んだ魔族カスピエルを倒した英雄である。現在はグランフェルデン王国の警護騎士（見習い）。

[image: ]




プリム：や、やっぱり～!!（一同笑）

ハヤト：ルードとジェイスは同じギルドだったからね。

ＧＭ：そう、元チームメイトということです。

プリム：だからって、なんで対戦相手なんですかジェイスさぁんっ!!（一同笑）

ジェイス：いやあ、急きゆう遽きよエキシビションマッチが必要になったと言われてね？

プリム：だからって対戦相手になるってのは、どういうことですかぁ!?

ジェイス：フッ、だからさっきも言っただろう？　「この先、なにが起こるか分からない」と（一同笑）。

プリム：それは決勝戦の話じゃなかったんですかぁ～!?

ジェイス：そう、決勝戦の話じゃなかったんだ（笑）。

ハヤト：で、ジェイスさんの隣にいるのが、あの有名な英雄ルードかぁ～！

荻原（以後、ルード）：おぉ、オレも有名になったなぁ（笑）。

ＧＭ：とゆーわけで、エキシビションマッチを始めるぜい！（笑）

プリム：は、はいっ！

ＧＭ：双そう方ほうの距きよ離りは五メートル。その距離を挟はさんで、スクラメイジとヘッジホッグはそれぞれエンゲージしながらにらみ合っているという状況から開始となる。なお、ＨＰやＭＰを回復するスキルとアイテムは使用禁きん止し。ギルドサポートも使用禁止とする。

[image: ]

ジェイス：おい！　《ヒール》も使えないのかっ！（笑）

プリム：それはよかった♪

ルード：ええ～、《ヒール》は使えないのぉ!?（笑）

ジェイス：大だい丈じよう夫ぶだ。ルードくんの実力なら、《ヒール》を使うまでもないだろう？

ルード：あ、当たり前じゃないか！（一同笑）

ハヤト：でも、これでこっちにも勝機は見えてきたぞ。ここは一気に短期決戦だ。

ＧＭ：ちなみに、このエキシビションマッチが終しゆう了りようしたあとに、使用したフェイトや「１シナリオに何回」といった使用回数に制せい限げんのあるスキルも回復する。

ハヤト：えぇっ!?　そ、それはかなりやばいかも。向こうには《ボルテクスアタック》と《アフェクション》と《ファイトソング》がある。

プリム：えぇぇぇぇっ!?

ジェイス：ふはは、そういうことだ。

ＧＭ：あとは降こう参さんもあり。これはいつでも宣せん言げんできる。降参を宣言した時点で、そちらのギルドの負けが決定する。

ハヤト：それと「とどめの一いち撃げき」もなしだよね（笑）。

ＧＭ：もちろん！（一同笑）。

ルード：そりゃまあ、そうですよね！　オレ、面白そうだから参加しただけだし（笑）。

キュリア：エキシビションだもんね！（笑）

プリム：なるほど、分かりました！　いつまでもくよくよしていられません！

キュリア：プリムちゃんが前向きに！

プリム：だって、荻さんのダイスは平へい均きんしか出ないはず！




　確たしかに。




ルード：ちょっ、そんな覚え方されてるのオレ!?（一同笑）

プリム：だから、高い目を出したら……あたし、荻さんを恨うらみますっ！

ルード：ちょっと待ってよ!?　恨うらまれるのっ!?（笑）

プリム：はいっ！（一同笑）

キュリア：明るく言った！

ルード：でも、プリムって人を恨うらむようなキャラだったの？（笑）

プリム：あっ、違います、違います！（笑）

キュリア：ためらいがなくなったんです！（笑）

ルード：あ、そうなんだ、だいぶ変わったんだね（笑）。

ＧＭ：今、横向きぐらいですね（一同笑）。

プリム：うっ……。こ、こうなったらがんばるしかないです！

ハヤト：お、おう、がんばろう！

キュリア：ええ！

ルード：あ、ごまかした（笑）。




　気合いを入れる三人の姿に、ジェイスは彼らの成長ぶりを頼たのもしく思っていた。だが、こちらも負けてやるいわれはない。

　せっかくひさしぶりにかつての仲間と共に戦うことができるのだ。ここは思う存ぞん分ぶん、戦いを楽しもう──隣に立つルードを横目で見ながら、ジェイスはそんなことを考えていた。




ジェイス：（ルードに）しかし、肩かたを並ならべて戦うのはひさしぶりだな。

ルード：そうだね、ジェイスさん！

ＧＭ：戦闘前だというのに、まるで緊張した様子のないふたり。それは、ふたりが数多くの修羅場をくぐり抜けてきたことを意味している。

プリム：な、なんか、ふたりが強そうなナレーションが入りましたよっ!?（一同笑）

ジェイス：（余裕の表情で）ふっ、当然だ。

ハヤト：くっ！　なんか今までのジェイスさんとは、ひと味もふた味も違うみたいだぜ。

ジェイス：で、ルードくん。腕うでは鈍にぶっていないだろうな？

ルード：もちろん！　ジェイスさんこそ大丈夫ですか？　オレがいない間にどれくらい腕を上げたんですかジェイスさん？

ジェイス：ふふふ、１レベルだ（笑）。

ルード：少なっ!!

ジェイス：キミもそうだろう、ルードくん！

ルード：ほ、本当だぁ─────っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：それでは、戦せん闘とう開始だ！




●第１ラウンド

▼行動値ち

　ハヤト　　　　10

　プリム　　　　９

　キュリア　　　７

　ルード　　　　６

　ジェイス　　　５




ルード：……オレたち遅っ！　向こうが先手ですよ、ジェイスさん！（一同笑）

ジェイス：む、ヘビーフレイルを置いてくればよかったな（笑）。

ＧＭ：「では、エキシビションマッチを開始します！」試合開始を告げるゴングが鳴る！　それでは第１ラウンドのセットアッププロセスから。（確かく認にんして）ジェイスだけかな？　では、ジェイスのセットアッププロセスからどうぞ！

ハヤト：失敗しろ～！　失敗しろ～！　失敗しろ～っ!!　三人でお祈いのりしよう!!

プリム：そ、そうですねっ！　ジェイスさん、失敗しろ～。

キュリア：失敗しろぉ～！　失敗しろぉ～！（笑）

ジェイス：くっ、こんなことで三人の心がひとつになるとは（笑）。だが、私は負けん！ルードくんに《ヘイスト》だ。（ダイスを振ふる）判定は成功だ。

プリム：う～ん、残念。

ジェイス：フッ、我われ々われにはそんな祈りは通用しない。どうせ戦闘終了後に回復するから、ここでフェイトを１点使用する。

プリム：えええええっ、そこまでするんですかぁ!?

ジェイス：ああ、するとも。私という大きな障しよう害がいを乗のり越こえていくがいい！（ダイスを振る）ダイス目は９、ルードくんの【行動値】は15になった！

プリム：えぇ～っ!?　うそでしょ～っ!?

ルード：なんだろう、体からみなぎるこの力は！　オレの中に眠ねむるチーターが目覚めた気がする（一同笑）。




　なぜ、チーター？




キュリア：わー!?　がんばらなくていいです、がんばらなくていいんですっ!?　チーターは眠ねむっててくださいっ!!（笑）

ルード：すげぇ、体が軽いぜ！　足が[image: ]度回転しそうだ！（笑）

キュリア：そんな動きしちゃうなんて（笑）。

プリム：ど、ど、どうしよう～!?　ぷるぷるぷる。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスだ。チーターとなったルード、どうぞ！

ジェイス：突つっ込こんでよし！

ルード：ういっす！　それじゃ、突っ込んでいくか！　ムーブアクションでまっすぐ移い動どうしてエンゲージ！　マイナーアクションで……《バーサーク》！

ハヤト：それだと避よけられなくなるよな。

ルード：ふっ、すでにオレは《クールランニング》を持っているので、そのペナルティは受けない！

ハヤト：ええっ!?　持ってるのか!!

ルード：もちろんだ！　そしてメジャーアクションは《ブランディッシュ》！　一気にふたりを攻こう撃げきするぞ！　さて、誰からいこうかな？　まず、プリミラさんは確かく定ていだね！

プリム：あう～っ！　こ、来ないでぇ～っ!?　うう～、やだ～！　やだやだやだぁ～っ!?

ルード：そして、頭にタコを乗せているキュリアさんに攻撃。

キュリア：プ、プリムちゃん、全力で回かい避ひしましょう！

プリム：うう、はい……。

ルード：よし、命中判定は３Ｄ＋10だ。せーの……よっ！（ダイスを振る）うわぁーっ!?３、３、３！

ジェイス：なんで全部３なんだよっ！（一同爆笑）

キュリア：見事に平均的なダイス目ですね！（笑）。

プリム：やった～！　よかったぁ～、すばらしいです～！（笑）

ルード：ありえねぇー!!　なんだ、このダイス目ー!?（笑）

ハヤト：さすが、平均値伝説ルードさんだぜ！（笑）

ＧＭ：け、健けん在ざいだ……！（笑）

キュリア：わたし、この伝説を生で見たの初めてです（笑）。

ハヤト：これならキュリア姉ちゃんでも避よけられそうだ。ここは、フェイトを全部突っ込んででも避けるんだ！　この攻撃をしのげば、エンゲージから離り脱だつできる。

キュリア：そ、そうですね。わたしはフェイトを３点使って……とりゃ！（ダイスを振る）……ダイス目16。回避は17で失敗！

一同：な、なんだってっ!?

プリム：あぁぁぁぁ～、キュリアさ～ん!?（笑）

キュリア：１点使って振ふり直します！　いきますよ？（ダイスを振る）……おっ！

ルード：お、おおっ!?

プリム：えっ、い、いえ、これは……!!

ＧＭ：……ダイス目は16？

一同：一いつ緒しよかよっ！（一同笑）

プリム：ええーっ!!

キュリア：フェイト全部使ったのに……。うそー、絶対避けられると思ったのに……。

ＧＭ：さあ、次はプリムが避ける番だ！

プリム：あっ、はい！　《ダンシングヒーロー》を使いますっ!!　……フェイトは、使った方がいいでしょうか？

ジェイス：そうだな。《ダンシングヒーロー》を使って、回避判定は３Ｄ＋８。３Ｄで11以上だから、回避できるかは半々といったところ。だったら、１点でもフェイトは入れるべきだな。

プリム：はっ、ジェイスさんが助けてくれている！

ハヤト：ジェイスさんは、オレたちを叩たたき潰つぶしたいんじゃなくて、成長して欲ほしいんだよ。

ジェイス：そうそう、私という障害を乗り越えていって欲しいのだ。決して面白半分でやっているんじゃあないんだよ？（笑）




　じゃあ、その笑顔はなんだ。




プリム：はいっ！　じゃあ、フェイトを１点使います！

キュリア：お願い。せ、せめてプリムちゃんだけでも避けてください。

プリム：いきますよぉ、えいやー！（ダイスを振る）１、２、４、５……ひ、低っ!?

キュリア：いや、全部で12出てますから大丈夫ですよ！（笑）

一同：ふぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ハヤト：と、ともかく、達成値20で成功だね。

プリム：よ、よかったですっ！

ルード：プリミラさんは避けたか。じゃあ、キュリアさんにダメージだ。《バーサーク》で＋15だから……３Ｄ＋35だ！

プリム：ああ、キュリアさ～ん！

ジェイス：このままでもキュリアくんは倒せそうだな。フェイトや《スラッシュブロウ》は温おん存ぞんしておいていいだろう。

ルード：分かった。さすがジェイスさん、的てき確かくな指し示じをありがとう！　さようなら、キュリアさん（笑）。

ハヤト：こ、ここでキュリア姉ちゃんが落ちると……（いろいろと考えている）ダメだ、キュリア姉ちゃんが倒たおれるのはまずい！　オレ、行動を捨すててキュリア姉ちゃんをかばう！

ルード：な、なんだって！

ジェイス：ま、まずい。社長が本気モードだ（一同笑）。

ハヤト：もちろんだ！　ルードさん、あんたの攻撃、受け止めてみせる！

ルード：よし、よく言った。いくよ、よっ！（ダイスを振る）３Ｄ振って11だから……46点のダメージ！　うおおーっ!!

ハヤト：それならなんとかなる！　オレの【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は８あるから……38点ダメージ。なんとか立ってるぜ！

プリム：ハ、ハヤトくんっ！

ハヤト：大丈夫、オレのことはいいんだ。だから、次はもう二度と当たらないという決意で挑いどむぜ！

キュリア：わ、分かりました。ハヤトくん、ありがとう。

プリム：ハヤトくん、かっこいい……！

ハヤト：ここで負けたらかっこ悪いじゃん？　絶対勝った方がいいって！

ジェイス：すばらしい！　キミたちの本気、見せてもらった！

ルード：オレも感心したよ。さすがはヘッジホッグだ。

ＧＭ：これでルードの行動は終わり。次は本来ならハヤトだが、ハヤトはカバーを行なったので行動済ずみになる。次はプリム！

プリム：はいっ！　プリミラ、いきますっ！

ルード：さあ、どのぐらいの攻こう撃げき力りよくなのか、見せてもらおうかな。

プリム：ムーブアクションはなにもしなくて、マイナーアクションで《ソードダンス》！　メジャーアクションで《バッシュ》です！　……で、ここで《ボルテクスアタック》も行っちゃいます！　ルードさんがいろいろと温存している今がチャンス！

ハヤト：いい判はん断だんだよ、プリム姉ちゃん！　さらにフェイトも使おうぜ。

プリム：はいっ！　フェイトを１点入れて……ダイスを四つ振ふりますっ！　いっけぇーっ!!（ダイスを振る）達成値は20……これ、当たるかなぁ？

ハヤト：大丈夫、それだけあれば向こうもクリティカル以外は無理なはず。

ルード：見抜かれてる！（笑）

ハヤト：まして、さっき平均的の目を出したルードさん相手には！（一同笑）

ルード：ちょっと！（笑）　オレだってクリティカル出す時は出すんだよ？

ジェイス：だといいのだが（笑）。

ルード：ジェイスさんまで!?　……とはいえ、うーん、どうしよう？

プリム：（ダイスをしゃかしゃかしながら）早くしてくださーい！（笑）

ルード：ちょっ、なんだそのダイスの数!?

ジェイス：見ろ、前向きスイッチが入ったプリミラくんはあんなに殺やる気だ。

キュリア：ルードさんっ、わたし、信じてます！（笑）

ルード：いやいやいやっ！　そんことで信じられても困るから！（一同笑）

ジェイス：（計算している）ルードくん、フェイト４点つぎ込こんで６Ｄ振ふれば期き待たい値ちで避けられる。平均の男ならではのダイス目を活かすんだ！

ルード：そ、そうかっ！（笑）

プリム：それで本当にいいんですかっ？　楽な方法を採っちゃってもいいんですかっ？　安あん全ぜん圏けんに逃にげちゃっていいんですかっ!?（一同笑）

ルード：……ちょっとジェイスさん、あの子なんか言ってますよ？（笑）

ジェイス：みずからうしろ向き発言を否ひ定ていするとは、ずいぶんと成長したものだ（一同笑）。

ルード：でも、オレはやっぱり確かく実じつにいくぜ！　フェイト４点！

プリム：うわぁ～んっ!!　やだよぅ、やだよぅ～！（一同笑）

キュリア：大丈夫です、プリムちゃん。ルードさんが、平均より低い目を出せば助かります。

ルード：ふっふっふ。このダイス、数々の平均を出したダイスなんだぜ（にやり）。

キュリア：伝説の平均ダイスっ!?（一同笑）




　それはそれで欲しい気がする。




ルード：ここはオレのダイス目に賭ける！　いくよ？　（ダイスを振る）ダイス目22、26で回避っ!!

ハヤト：うわっ！　本当に平均的なダイス目が出たよ（笑）。

ルード：（自信満々で）どうだ、見たかっ!!

ジェイス：いや、いばって言うことじゃないから（一同笑）。

ＧＭ：それはともかく、回避判定は成功した。

ハヤト：ダメだ、避けられたら、どうしようもない。

プリム：がぁ～んっ！（一同笑）

ルード：そっちの必ひつ殺さつ技わざを封ふうじたぜ。片かた方ほうの翼つばさをもぎ取ったようなもんだな！

ジェイス：これでもう、向こうには攻撃的な切り札がなくなったはずだ。

プリム：でもまだ、あきらめませんからっ！

ジェイス：よし！　その意い気き込ごみだ、プリミラくん！

キュリア：次はわたしの番ですね。気を取り直していきますよ。ムーブアクションでエンゲージから五メートル離はなれて、メジャーアクションで《サモン・フェンリル》を使います！対象は……ルードさんです！　呼よび出だされたフェンリルが、ガオオオッと吠ほえます！

ルード：よーし、来い！

キュリア：ふっふっふっ、こっちの命中は３Ｄ＋11ですよ！

プリム：おおっ、高～い♪（拍手）　キュリアさん、信じてます！

キュリア：任まかせて。では……せい！（ダイスを振る）……フッ、クリティカルです。

ルード：マ、マジかよっ!?　な、なんだよそれっ!?

プリム：わぁ～！　やったぁ～！　すごいです、キュリアさん！

ルード：くっ、これはどうしようもないなぁ……。

ジェイス：弱気になるなルードくん、クリティカルで避よけろ（一同笑）。

ルード：ジェイスさん、あんたって人は……。

ＧＭ：さて、どうします？

ルード：……ここは、１点残ってるフェイトは温存して、受けるのを覚かく悟ごでいこう。いくぞ！　（ダイスを振る）うわぁ!!　ダイス目は６と２!!　回避失敗！

ジェイス：やっぱり、ほぼ平均値（一同笑）。

キュリア：それでは《マジックフォージ》！

ルード：うおお、来たか！　でも、やっぱりそうするよなぁ～（笑）。

ハヤト：そうなんだよ。だからオレは「キュリア姉ちゃんをかばってよかった」と心の底から思うのだった（笑）。

キュリア：ふっふっふっ、ダメージは14Ｄ＋６の魔ま法ほう攻撃ですよ。

プリム：おおーっ、やったぁ～!!　キュリアさん、かっこいい～っ!!（拍手）

ルード：（慌てて）お、おいおいおい？

キュリア：いきますっ！　せいっ！　（ダイスを振る）64点です！

ＧＭ：おっ、それは高い！

ルード：ちょっ……ちょっとぉ!?

キュリア：ほらほら、５と６ばっかりですよ。さっきかわされちゃったプリムちゃんの分まで、わたしがんばりました！

ジェイス：64点か……。よし、《アフェクション》でダメージを打ち消す！

ハヤト：そうはさせない。《インタラプト》で《アフェクション》を打ち消すよ。

キュリア：ありがとう、ハヤトくんっ！

ルード：だよなぁ～。62点のＨＰダメージを受けて、ＨＰは残り34点！

プリム：えっ、まだ立ってるんですか!?

ルード：当然！　でも、一気にＨＰの三分の二が減った。すげー、ダメージだ。

キュリア：そして、ダメージが通ったから［威い圧あつ］が入りますよ。

ルード：くっ、バッドステータスか！　それはどうしようもない。そのまま受ける。

ジェイス：最後は私だな。いざという時にカバーできるように、ムーブアクションでルードくんとエンゲージしておこう。そしてルードくんに《ジョイフルジョイフル》だ！

ハヤト：まぁ、そうだよななぁ。失敗しろ[image: ][image: ][image: ][image: ]！

プリム＆キュリア：失敗しろ～！

ジェイス：キ、キミたち……（笑）。




　だが、そんな願いも虚むなしくジェイスの呪歌判定は成功するのだった。




ハヤト：ちぇっ（一同笑）。

ジェイス：ふっ、ここで失敗するわけにはいかないのだよ。

ルード：じゃあ、ムーブアクションは動かずこのまま。マイナーアクションで［威圧］解かい除じよ、メジャーアクションで《バッシュ》！　範はん囲い攻撃じゃなく、確実にプリミラさんを倒たおすぜ。《ボルテクスアタック》も宣言だ！

プリム：ひいい、来た～！　回避してやる～！

ジェイス：怯おびえているのかやる気があるのか、どっちかにしていただきたい（一同笑）。

ルード：さらに命中にフェイト１点使って４Ｄ＋10か……。フェイトをもう１点使っておくか、振り直し用に取っておくか……。

ジェイス：５Ｄでクリティカルを期待するのは厳きびしいよ。

ルード：そんなことないですよ!?

ジェイス：じゃあ、２点使う？

ルード：……その前に、２Ｄで予行演えん習しゆうしていいですか？（一同爆笑）

ジェイス：弱気だなおい!?




　しかし、予行演習した結果は……。




ルード：（ダイスを振る）あー、ダイス目８！（一同爆笑）

プリム：すばらしいですっ！（拍手）

ルード：く、くそ、これはあくまでも予行演習！　５Ｄでいきます！

ハヤト：おお！　思い切りがいい！

プリム：……ルードさん、それで本当にいいんですか？

ルード：それでいいんだよ！　いくぞっ！　命中は５Ｄ＋10！　（ダイスを振る）あっ!?ダ、ダメだ、クリティカルが出ないっ！

プリム：おおっ、いいよいいよー。

ジェイス：ダメか……。だが、目は高いぞ！

ルード：そうだよ、命中は28っ！　思い切って振ふり切きった一撃さ！

プリム：や、やっぱり高いです……。でも、避よけますよっ！　フェイト全部使います！

ルード：おっ、そっちもか！

プリム：フェイトを４点全部使って、６Ｄ＋８です！　20を出せばいいんです、20、20、20、20……っ！　いきますよ？　えいやーっ!!（ダイスを振る）あっ、高い！

ジェイス：……なにっ!?

キュリア：で、出ました！　出ましたよっ!!

プリム：出目だけで26ありますよ！

ハヤト：ってことは……回避34だっ！




　ルードの渾こん身しんの一撃に怯えながらではあるが、プリムの動きは以前とは違ちがっていた。

　その舞まうような動きは、冒険者としての自信がなければ決してできないもの。ピンチよりもチャンスを思い、そこに賭かける。

　前向きに成長したプリムであった。




ＧＭ：鋭するどく迫せまるルードの剣けんを、プリムは見事にかわした！

プリム：や……やったぁ～っ!!

ルード：避けられちゃったか！

ジェイス：ああ、これは厳しいぞ。

ＧＭ：お互たがいの必殺技を、お互いに避け合うすごい戦いが繰くり広ひろげられている！（笑）

ジェイス：どうだ。彼らの腕はなかなかだろう？

ルード：そんなこと言ってる場合じゃないって、ジェイスさん。これ、結構やばいんじゃない？

ＧＭ：といったところで、１ラウンドが終了。

プリム：はふー、怖こわかったー。




●第２ラウンド

▼行動値

　ハヤト　　　　10

　プリム　　　　９

　キュリア　　　７

　ルード　　　　６

　ジェイス　　　５

[image: ]




ＧＭ：それでは、第２ラウンドのセットアッププロセスです！

ハヤト：こっちはなしだけど……さあ、そっちはどうする？

ジェイス：……《ヘイスト》で先手を取るか、《ファイトソング》で《ボルテクスアタック》を復ふつ活かつさせるか。ここでルードが先手を取って攻撃した時のダメージがだいたいこのくらいで、次にハヤトの攻撃のダメージが期待値で……（ぶつぶつぶつ）。

プリム：さあ、さあ！　どうするんですか？

ジェイス：ちょ、ちょっと待ってくれ、今考えてるんだから。えーっと、ルードの攻撃でプリミラを倒すためには……（考えている）ダ、ダメだ！　とにかく《ボルテクスアタック》を戻もどさないと、ウィガールを装そう備びしたプリミラくんを落とせん。《ファイトソング》でルードくんの《ボルテクスアタック》を復活させる！

ルード：おお、また力がみなぎってきたぜ！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移うつる。まずはハヤトからだ。

ハヤト：ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《カメレオンスキン》。

ルード：はっ、彼の姿が消えた！　ジェイスさんっ!?

ジェイス：気をつけろ、それがあの少年の得とく意い技わざだ。

ハヤト：メジャーアクションは……《ワイドアタック》でまとめて攻撃だ！　ジェイスさんが、ルードさんをカバーすることも考えないとね！　よっと！（ダイスを振る）よぉしっ!!クリティカル!!

一同：おぉぁ────────っ!!

ルード：なっ！　なにぃ～っ!?

ジェイス：こ、ここでクリティカルを出すか？　やばい、これはこっちの計画が狂うかも……。

プリム：やったぁーっ！（拍手）

ハヤト：へへへっ！　どうだ、見たかっ!!

プリム：ハヤトくんすごーいっ！　観客のみなさんも大喜びですよ～！

ＧＭ：確かに！　先ほどからの白熱した試合内容に決勝を見られなかったと嘆なげいていた観客までもが、息を飲んで戦闘の行方を見守っている。

ジェイス：（ダイスを振る）避けられるわけがない。

ルード：（ダイスを振る）こっちも無理！

ハヤト：なら、ここで《ピアシングストライク》と残りのフェイトを全部入れる。えいっ！（ダイスを振る）おおっ、来た来た！　ダイス目だけで51。65点の物理ダメージだ！

ジェイス：ルードくんに《プロテクション》！　フェイトを３点使って、８Ｄでどこまで軽けい減げんできるか。（ダイスを振る）31点軽減だ。

ルード：ＨＰの残りは11点っ！　き、厳しい……！

ジェイス：こっちも残り18点だ（笑）。

プリム：ハヤトくんの会心の一撃ですねっ！

ハヤト：次はプリム姉ちゃんの番。ほら、これでどっちも一撃で倒たおせそうだよ。

プリム：はいっ！　がんばりますっ！　ルードさんに攻撃です。マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《バッシュ》です！　当たれぇ～、当たれぇ～、当たれっ!!（ダイスを振る）達成値は19です！

ルード：オレ、回避２Ｄ＋４しかない！　クリティカルじゃないと避けられないよ（笑）。

ジェイス：ここで奇き跡せきを見せるんだ、ルードくん！

ルード：はい、ジェイスさん！　こっちだって、クリティカルくらい……（ダイスを振る）そんなの出るかよっ!!（一同爆笑）

プリム：じゃあ《スラッシュブロウ》を使いますっ！　これでダメージに＋４Ｄです。

ジェイス：くっ！　ということは予想されるダメージは60点か……。くっ、ここは私がルードくんをカバーするしかない！

ＧＭ：渾身の力を込こめたプリムの攻撃がルードに命中する前に、ジェイスが割わり込こんでルードをかばう！　プリムのダメージロールだ！

プリム：よぉし……いきますっ！

ジェイス：さあ、来たまえ。キミの剣を受けてやろう。……でも、なるべく小さい目が出るとうれしいかな？（一同笑）

プリム：手て加か減げんなしですっ！

ジェイス：まぁ、待て。ちょっと話し合おうじゃないか、プリミラくん（にこり）。

プリム：えいやっ！（ダイスを振る）ダメージは59点です！

ジェイス：人の話を聞けっ!!（一同爆笑）

ルード：ジ、ジェイスさん、大丈夫そうですか？

ジェイス：分からん。とりあえず、フェイトを１点使って、自分に《プロテクション》だ。（ダイスを振る）ダ、ダメだ！　３点足りないっ!!　ぐっ、こ、ここまでか……。

プリム：やったぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!（拍手）

ジェイス：す、すばらしい攻撃だ。成長したな、プリミラくん。そう言って、微笑ほほえみながら倒たおれよう。がくっ！

プリム：わ～、やったやった♪（←聞いていない）

ジェイス：…………フッ、まあいい。ルードくん、あとは任まかせた。

ルード：え、えぇ────っ!?　オレひとりじゃ耐えられないっすよ！

ＧＭ：とゆーわけで、キュリアの行動だ。

キュリア：では、ルードさん。

ルード：おう！　……ちなみにこっちのが不利だからね!?（一同笑）

キュリア：言いわけは無用です。マイナーアクションで《ハイサモナー》、メジャーアクションで《サモン・フェンリル》を使います。回避判定のダイスはマイナス１Ｄです（にこり）。

ルード：な、なんだって!?　それじゃ、絶対にクリティカルが出せないじゃないか!?

ジェイス：いや、魔ま術じゆつ判定でファンブルする可か能のう性せいもあるから（笑）。

キュリア：ふふふふふ。３Ｄ＋11でファンブルなんて……（ダイスを振る）出るわけないじゃないですか。

ルード：絶対避けられないよ！（一同笑）

キュリア：では、ダメージいかせてもらいます。（ダイスを振る）34点の魔法ダメージです。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

プリム：すごぉ～い！　６が四つも出てるー！（一同笑）

ルード：【魔法防御力】は２しかないから、32点ダメージを受けて……戦闘不ふ能のうです！




　召しよう喚かんされたフェンリルの吠ほえ声ごえが、ルードの前身をびりびりと震ふるわせる。

　もはや、ルードに耐たえる力はなかった。がっくりと膝ひざをつき、戦闘不能となる。

　エキシビションマッチは、ここで試合終了。

　観客席は歓声に沸わき返かえり、勝者に惜おしみない拍手を送るのだった──。







◆Middle13◆競技大会を終えて




　激はげしい戦いの末、勝利を掴つかんだプリムたち。

　エキシビションマッチでの勝利の余よ韻いんも噛かみしめながら控え室に戻ったプリムたちを、出で迎むかえたのは惜しみない称しよう賛さんの声と拍手だった。




ＧＭ：このシーンは競技大会を終えて、キミたちが控え室に戻ってきたところから始まる。

プリム：か、勝ちましたね！　キュリアさんっ！

キュリア：はい。でも、最後の相手は強きよう敵てきでした（笑）。

ジェイス：ふっ、どうやら次はルードくんを鍛きたえてやらなければならないようだな。

ルード：えっ!?　ジェイスさん、そりゃないですよっ！（一同笑）

ＧＭ：とまぁ、そんな話をしながら控え室へと戻ると、そこには銀の山脈やエレメンタラーズ[image: ]の面々が拍手で出で迎むかえてくれる。「優勝、おめでとうっ！」

プリム：え、えぇっ!?

ルード：じゃあ、オレも改めて言おう。優勝、おめでとう！

プリム：ルードさん、みなさん……。あ、ありがとうございますっ！

ジェイス：私からもねぎらおう。優勝おめでとう、みんな。そして、この優勝は我々みんなのものだ。

キュリア：あれ？　でも、ジェイスさんは観客席でポップコーン食べていただけですよね？

ジェイス：なにを言うかね。最後は一緒に戦っていたじゃないか。

ルード：敵てきとしてだけどね（一同笑）。

ハヤト：そういや、あのかっこいいくせに失しつ格かくになったオルタネイトは？

ＧＭ：ハヤトがキョロキョロと辺りを見てみるが、控え室にはいないようだ。

ハヤト：おやぁ？　じゃあ、エレメンタラーズ[image: ]に訊きいてみよう。オルタネイトさんがどこ行ったか知らない？

ＧＭ：ハヤトの問いにエレメンタラーズ[image: ]たちは、お互いに顔を見合わせて確認するが、どうやら誰も知らないようだ。「いや、知りませんね」「失格になったのが恥はずかしくて、すぐに帰ったんじゃないですか？」とか言ってる。

ハヤト：そうか、もういないのか。せっかくどんな顔してるか見たかったのに（一同笑）。

ジェイス：で、なぜキミがここにいたのか、そろそろ教えてくれないか？　ルードくん。

ルード：そうですね。それについては……ゆーらさん、お願いします（一同笑）。

ＧＭ：了解。ルードがクラン＝ベルにやってきたのは、とある極ごく秘ひ任にん務むのためだ。

一同：極秘任務？

ＧＭ：今から一ヶ月ほど前、グランフェルデンの王おう城じようからとある物が盗まれた。

プリム：盗まれた？

ＧＭ：（うなずく）ルードはそれを奪だつ還かんするため、クラン＝ベルへとやってきたわけだ。

キュリア：なにを盗まれたんですか？

ＧＭ：かつて、ひとりの少女が持っていた剣だ。銘めいを〝黒影剣エクリプス〟という。




黒影剣エクリプス

『セカンドウィンド』シリーズに登場した魔剣である。

　〝バラムの乱〟と呼ばれる人間と魔族の戦争で、魔族カスピエルの持つ〝蒼月剣ルーナマーレ〟の能力を封じるため、神々は人間に〝紅炎剣プロミネンス〟を授けた。だが、これを知った魔族は、紅炎剣プロミネンスに対抗する手段を邪神に懇願する。これに応え、邪神が魔族に贈ったのが〝黒影剣エクリプス〟である。武器としても十分強力で、紅炎剣プロミネンスの能力を封じることもできた。




ＧＭ：そして魔族カスピエルとの戦いが一いち段だん落らくしたあと、黒影剣エクリプスについて調べた結果、その剣には大量の瘴しよう気きが封ふうじ込こめられていることが分かったんだ。

ジェイス：まぁ、邪じや神しんから授さずかった神具だからな。

ＧＭ：で、ルードは盗ぬすんだ奴やつの手て掛がかりを掴つかみ、なんとか数日前に黒影剣エクリプスを取とり戻もどすことに成功したんだけど、すでに剣の中の瘴気はからっぽになっていた──そんな感じだ。

キュリア：その剣を盗んだ人は捕つかまえたんですか？

ＧＭ：いや。情じよう報ほうを元に潜せん伏ぷく先に突とつ入にゆうしたけれど、すでに死し亡ぼうしていた。そこに瘴気がからっぽになった黒影剣エクリプスもあったというわけ。

ジェイス：他になにか情報はないのか？

ＧＭ：その潜伏先には儀ぎ式しきを行なったような形けい跡せきがあったことと、そこで死亡していた犯はん人にんが竜りゆうの模も様ようが刻きざまれている銀の腕うで輪わをしていたことだ。

プリム：竜の腕輪っ!?　キュリアさん、それって……。

キュリア：ええ。アメリアさんや私を襲おそった連中ですね。

ハヤト：……。

プリム：ハヤトくん、どうしたの？

ハヤト：いや、ゾハール教きよう団だんのことを言おうか悩なやんでいる（一同笑）。

ジェイス：今のところ、ハヤトしか知らないからな。

ハヤト：いや、まだ早いかな。もうちょっと様子を見よう（笑）。

ＧＭ：とまぁ、以上、ルードの情報でした！

ルード：……とまぁ、そんなわけだ（笑）。おっと、そろそろ時間だ。行かなくちゃ。

プリム：えっ、帰っちゃうんですか？

ルード：ええ。このあと、仕事（声の方の仕事）があるんですよ。

ＧＭ：忙いそがしいところ、すみません。

ルード：いやいや。楽しかったです！

プリム：はいっ！　あたしも楽しかったです！

ルード：それじゃあ、またっ！　きくたけさん、『シュヴァルツ』の二巻の方も楽しみにしてますっ！

ジェイス：はいはい（笑）。

ルード：では、失礼しまーす！（荻原さん、退場）

ＧＭ：とゆーことで、ルードは黒影剣エクリプスのことを報ほう告こくするために、グランフェルデンに帰っていった（一同笑）。

ジェイス：うむ。冒険を続けていれば、また巡めぐり合えることもあるだろう。

ＧＭ：と、ジェイスがきれいにまとめたところで、アンジーが控え室へとやってくる。「見事なものじゃった。これなら、死の倉庫に立ち向かうこともできるじゃろう」

プリム：アンジーさん！

ハヤト：じゃあ〝薔薇の武具〟のありかを教えてくれるんだね。

ＧＭ：「うむ、ついてくるがいい」

プリム：ありがとうございますっ！

ＧＭ：とゆーところで、シーン終了となる。次はいよいよ死の倉庫へ挑戦だ！
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◆Middle14◆死の倉庫への挑ちよう戦せん！




　競技大会での表ひよう彰しよう式しきを終えたプリムたちは、アンジーの案内で〝死の倉庫〟へと向かう。

　だが、アンジーがプリムたちを連れてきた場所は、旧きゆうヘッジホッグのセーフハウス。彼らがクラン＝ベルに踏ふみ入いれた、始まりの場所だった。




ＧＭ：それでは次のシーンへと移うつろう。場所はヘッジホッグのセーフハウスだ。

ハヤト：テレポーターで、この町に飛んで来たところ？

ＧＭ：そのとおり。

プリム：また、どこかにテレポートするんですか？

ＧＭ：「いや、そうではない」アンジーが杖つえで床ゆかの一角をコンと叩たたくと、そこがくるっとひっくり返り、地下への入口が現あらわれる。

一同：え？

プリム：ここだったんですかっ!?

キュリア：まさに灯台もと暗しですね。

ジェイス：考えてみれば、旧きゆう〝ヘッジホッグ〟のセーフハウスなんだから、当然とも言えるがな（笑）。

ハヤト：ちょっとのぞきこんでみよう。

ＧＭ：中は真っ暗だ。「ここは、ヘッジホッグが冒険で得た宝たから物ものなどを隠かくしていた秘密の倉庫じゃ。侵しん入にゆう者しや避けの仕し掛かけなどもあるから、十分に気をつけていくがよい」

ジェイス：解除してないのかよっ！（一同笑）

ＧＭ：「うむ。解除するためには特別なアイテムがふたつ必要なのじゃ」

プリム：まさか、今度はそのアイテムを探さがすことになるんじゃ……。

ＧＭ：「いや、そのアイテムは手に入らんじゃろう。なにしろ、ふたつ共アメリアが持っているはずじゃからな」

一同：なんだってっ!?

ＧＭ：「じゃが、安心しろ。こんなこともあろうかと、最後の扉とびらを開けるための鍵かぎ──旧ヘッジホッグのギルドシンボルだけは、予よ備びの物がこの倉庫のあちこちに分ぶん割かつしておいてある。それを集めながら進めば、〝薔薇の武具〟のある場所へは行けるはずじゃ。ただ……」

プリム：ただ？

ＧＭ：「倉庫内のトラップを解除するための鍵は予備がないんじゃよ。あきらめてくれ。もっとも競技大会で優勝したお前たちのことじゃ、この程てい度どのトラップ朝飯前じゃろ」

プリム：もちろんですっ！（笑）

ジェイス：だが、倉庫内のトラップの種類や場所くらいは知っているだろう。それを教えてはもらえないか？

ＧＭ：「……知らん」

ジェイス：なんでだよっ！

ＧＭ：「わしはシーフではないからの。あ、ちなみにわしは足を怪け我がしておるからな。一緒にはいかんぞ。足手まといになるだけじゃ」

ジェイス：ちっ、ＮＰＣを連れて行くことはできないか……。

プリム：ダメですよ、ジェイスさん。お年とし寄よりはいたわらないと。

ＧＭ：「その代わりといってはなんじゃが、ＨＰとＭＰ、あとフェイトは回復するぞ。万全の状態で挑むがいい」

ジェイス：おっと、そうだった、そうだった（笑）。

プリム：あとはもう、ここを行くしかないですね、みなさんっ！

キュリア：ええ、行きますか。

ハヤト：セシリー姉ちゃんのためだもんね。

プリム：そうだね。待っててね、セシリー……。




〝薔薇の武具〟はこの中にある──。

　プリムは意を決して、地下倉庫に続く階かい段だんへと足を踏ふみ出だした。







◆Middle15◆ウールの悪あく魔ま




　セーフハウスから地下へと続く階かい段だんの先には扉とびらがあった。

　どうやら、ここが旧きゆうヘッジホッグの倉庫への入口のようだ。

　ハヤトは慎しん重ちように近づき、ランタンで照らされた扉を調べ始めた。




ＧＭ：では、ここからダンジョンだ！　ランタンを灯ともすと、周囲の壁がすべて真っ白な石でできていることが分かる。どうやら遠近感を狂わせる仕掛けになっているようだ。

ジェイス：なんかペナルティとかあるのか？

ＧＭ：冒険者であるキミたちには、たいした効果はない。泥棒避けの仕掛けの演出だと思ってくれい（笑）。あと、つい最近まで使われていたので、空気がよどんでいる様子もない。

ハヤト：シーフのオレが先に行くぜ！　ただし、慎重にだ。

ＧＭ：了解。では、ゆっくりとハヤトが階段を降りていくと、すぐに扉へとぶつかる。

ハヤト：お、扉だ。鍵は？

ＧＭ：扉にはまず［鍵かぎＡ］が掛かかっている。こちらは普ふ通つうの錠じよう前まえだ。が、扉の横にはもうひとつ鍵かぎ穴あなが見える。だが、こちらは［鍵Ｂ］なので、現げん状じようでは解かい除じよする方法はない。

ジェイス：扉の横の方がトラップを解除するための鍵のようだな。
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ハヤト：そっちは無む視しして、扉を調べるよ。トラップ探たん知ちは……（ダイスを振ふる）13。

ＧＭ：扉には、特にトラップは仕し掛かけられていないようだ。

ハヤト：じゃあ、［鍵Ａ］を解除するよ。（ダイスを振る）はい、トラップ解除は18だ。

ＧＭ：では、なんの問題もなく［鍵Ａ］は解除された。

ハヤト：へへん、まずはこんなもんさ（笑）。

プリム：じゃあ、扉を開けますよ！　ぎぃ────。

ＧＭ：ゆっくりとプリムが扉を開ける。と、そこは細い通路のようになっていて、その通路を塞ふさぐように何者かが立っている（テーブルにポーンを配置する）。

ジェイス：いきなりか！

ＧＭ：いきなりだ（笑）。そこにいたのは、モコモコとしたウールに包まれたゴーレム！

プリム：ウールですか？　モコモコですか？

ＧＭ：ええ、モコモコです（笑）。そして、ゴーレムのうしろの床に、穴あなが開いているのが見える。

ハヤト：ゴーレムを倒たおして、さらに穴も飛とび越こえないとダメなのか……。
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ＧＭ：などと、キミたちが相談していると、ゴーレムが問とい掛かけてくる。「汝なんじ、穴の向こうへ進むことを望むか？」

ジェイス：あ？　そんなこと、当たり前じゃないか。

ＧＭ：「ならば、この拳こぶしを耐たえて飛べ！」

一同：耐えて飛べ？

キュリア：それってどういうことでしょう？

ハヤト：つまり、殴られて穴を越えろってことじゃない？（笑）

ジェイス：ふ、ふざけるなっ！（一同笑）

ＧＭ：とゆーことで、ゴーレムの腕うでがびよーんと伸のびてきて、返事をしたジェイスにパンチをする。
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ジェイス：私かっ!?

ＧＭ：ゴーレムの問いに答えたからね（笑）。ちなみにゴーレムの腕は伸のびるので、五メートル先に白兵攻こう撃げきが可か能のうだ。

ジェイス：ちょ、ちょっと待て！

ＧＭ：（無視して）マイナーは《吹ふき飛とばし》、メジャーは《ペネトレイトブロウ》。奇き襲しゆう攻撃となるので、回かい避ひはマイナス１Ｄとなる。

ジェイス：お、おい！　ちょっと待て！

ＧＭ：（ダイスを振る）……低いな。ダイス目が４で、達成値ちは16！

ジェイス：奇襲攻撃じゃ、回避は無理だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは、防ぼう御ぎよ力りよく無視の11点だ。

ジェイス：……ん？　《吹き飛ばし》だったな……（考えている）。よし、《プロテクション》は掛けない。

プリム：いいんですか、ジェイスさん？

ジェイス：まあ、見ていたまえ。

ＧＭ：ウールゴーレムの腕が這はうようにジェイスへと近づいたかと思うと、真下からアッパーを放つ！　きりもみしながら打ち上げられるジェイス！　ＪＥＴ！

ジェイス：『リン○け』かよっ！　ひゅるるるるる～（笑）。

プリム：ああ、ジェイスさんが飛んだ！

ＧＭ：そして、穴を越こえて、ゴーレムの向こう側に着地！（と、ポーンを☆の位置へ移動）

ジェイス：……ダラダラ鼻血流しながら、立ち上がるぞ。

キュリア：ジェイスさん、大だい丈じよう夫ぶですか!?

ジェイス：見たかね、これがここの突とつ破ぱ法だ（一同笑）。

ハヤト：マ、マジかよ……。

ＧＭ：そして再ふたたび、ゴーレムが問とい掛かける。「汝、穴の向こうへ進むことを望むか？」

キュリア：望みます。さぁ、殴なぐってください！




　ウールゴーレムの腕が再び伸び、キュリアをアッパーで殴なぐり飛とばす。

　ジェイスに続き、キュリアもひゅるひゅると穴の向こう側へと飛んでいった。




プリム：ど、ど、どうしましょう。

ジェイス：まあ、自力で飛とび越こえる手もあるが。

プリム：あたし、飛び越えてみようかな？　……ちょっと、なんでゆーらさんは笑ってるんですか!?（一同笑）

ＧＭ：いやいや、笑ってない、笑ってない（笑）。

プリム：なんか悪い予感がするけど、飛び越えます！

ＧＭ：じゃあ、ゴーレムの脇わきを抜ぬけて、穴を飛び越えるでＯＫ？　それなら難なん易い度ど12の【筋きん力りよく】判はん定ていになるけど。

プリム：はいっ！　とりあえず飛んでみます！（ダイスを振る）ダイス目は11、合計16で飛び越えましたよ。

ＧＭ：では、プリムはゴーレムの脇を抜けて穴を飛び越えた。そして、穴の向こう側に着地した瞬しゆん間かん──。

プリム：や、やっぱりなにかあったんだ！　だって笑ったもん、ゆーらさん！（一同笑）

ＧＭ：ＧＭの表ひよう情じようから推すい測そくしないように（笑）。難易度14の危き険けん感知をどうぞ。

プリム：（ダイスを振る）あああああ～、ファンブル～!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：では、プリムの足元に光の五ご芒ぼう星せいが浮うかび上あがったかと思うと──。

プリム：お、おおう!?

ＧＭ：難易度15の【幸運】判定をどうぞ。

プリム：い、いきますよ、えいや！（ダイスを振る）また、失敗ですっ！

ＧＭ：では、ふっと気がつくと、なぜかプリムの目の前にはウールゴーレムが……。

ジェイス：なるほど。［テレポーター］のトラップか。

ハヤト：お帰り、プリム姉ちゃん（笑）。

プリム：た、ただいま（一同笑）。

ＧＭ：ちなみに、［テレポーター］も飛び越えようとすると難易度は20になる。

プリム：そ、それは無理です～!?（一同笑）

ＧＭ：「汝、穴の向こうへ進むことを望むか？」

プリム：し、仕方ないです。お願いしますっ！（一同爆笑）




　結局、プリムとハヤトもウールゴーレムに殴なぐられて移い動どうする方法を選んだのだった。







◆Middle16◆少女の決けつ断だんと神官の欲よく望ぼう




　ウールゴーレムに飛ばされた一行は、さらに奥おくへと進んでいく。

　次の部屋は、一五メートル四方のかなり広い場所だった。

　目を引く物は部屋の中央にある台だい座ざだ。

　その台座の上には……。

[image: ]




ＧＭ：では、次の部屋だ。先ほどとは変わって今度は広い部屋だ。中央には台座、四方にはハンドルのついたゴーレムがいる。

プリム：また、ゴーレムですっ！

ジェイス：ハンドルのついたゴーレムということは、オルゴーレムかな？
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ハヤト：ゴーレムが動く気配は？

ＧＭ：今のところはない。そして、部屋の向こう側、そして左右に扉が見える。あと、部屋に入ったすぐの場所に、なにやら重そうな袋ふくろが置かれている。

プリム：袋？

キュリア：なにが入っているんでしょう。

ＧＭ：ここからじゃちょっと分からないね。

ハヤト：じゃあ、とりあえずオレが行ってみるよ。

ジェイス：まぁ、それがセオリーだな。

ハヤト：よし！　袋に近づいてみるぜ！

ＧＭ：と、ハヤトが袋に近づこうと部屋に入った瞬間、台座の上にひとりの女じよ性せいの映えい像ぞうが映うつし出だされる。

ハヤト：お？

キュリア：な、なんでしょう？

ＧＭ：プリムとキュリアはその映像の人物がすぐに分かる。アメリアだ。

ハヤト：おっ！

プリム：アメリアお姉ちゃん！

キュリア：アメリアさん！

ＧＭ：だが、その呼よび掛かけに映像のアメリアは答えることはない。しばしの沈ちん黙もくののち、映像のアメリアが話し始める。「ようこそ、侵しん入にゆう者しや」
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ハヤト：あ、映像だから受け答えできないのか。

ＧＭ：「ここには危険な仕し掛かけが施ほどこされている。命が惜おしければ、そこに置いてある五〇〇Ｇの入った袋を持って立ち去ることだ」

ハヤト：アメリアさんに一いち応おう返事しよう。あのぉ、帰るわけにいかないんで、ちょっと通して欲ほしいんだけど（一同笑）。

ジェイス：ハヤトくん、無む駄だだ。あれは単なる映像だ。

ＧＭ：ジェイスの言葉を裏うらづけるように、しばらくすると映像のアメリアは再び同じことを話し始める。「ようこそ、侵入者──」

ジェイス：これは効こう果か的てきな仕掛けだ。ただの物盗りなら危険を冒おかすよりも、五〇〇Ｇを選せん択たくするだろうからな。

ハヤト：なるほどね。じゃあ、とりあえず袋の中を見てみよう。

ＧＭ：中を覗のぞいてみると、確たしかに金貨が入っている。あと、部屋に入ったハヤトには分かるんだが、この部屋全体にトラップが仕掛けられている。ひとつが［硬かたい床ゆか］。バッドステータスの［スリップ］を受けると２Ｄの貫かん通つうダメージを受けるトラップだ。あとは、ゴーレムのいる床に［時の間］。こちらはエンゲージしていると【行動値】に＋５。

キュリア：あ、この間にゴーレムのエネミー識しき別べつをやってもいいですか？

ＧＭ：どうぞ。

キュリア：（ダイスを振る）21です。

ＧＭ：それなら分かる。ここにいるエネミーは、オルゴーレム改だ。

キュリア：改？

ＧＭ：オルゴーレムのスキルが一部変わっている。《ジョイフルジョイフル》《ファイトソング》《ディスコード》は持っておらず、代わりに《アレグロ》（＊）《ラウドボイス》《フォルテ》（＊）を取得している。

ジェイス：《ラウドボイス》？　［スリップ］を与あたえて来る呪じゆ歌かか……。転ばせてダメージを与あたえるという仕掛けのようだな。

ハヤト：どうする？　五〇〇Ｇを貰もらって帰るか、それともここで戦って先に行くか。

プリム：そんなの決まっているじゃないですか。ここで帰るなんてなしですよ。前に進みますっ！

一同：おおっ！

ジェイス：では、決まりだ。えっと、まず金を拾い……。

プリム：ダメです、ダメです！　お金拾ったら帰らなくちゃならないですっ！

ジェイス：ちっ！（一同笑）

プリム：さぁ、突とつ入にゆうしちゃいましょうっ！





（＊）《アレグロ》　バードのスキル。呪歌の達成値を上昇させる。

（＊）《フォルテ》　バードのスキル。呪歌と共にＨＰロスを与える。
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ＧＭ：では、セットアップから！

ハヤト：プリム姉ちゃん、オレの順番で《陣じん形けい》を使おう！

プリム：はい！　《陣形》ですっ！

ハヤト：よしきたっ！　オレは台座の方に向かって、六メートル進むぜ。

プリム：じゃあ、あたしは左にいるオルゴーレムに向かって移動します。

キュリア：それなら、わたしはどのオルゴーレムにも攻撃できるように四メートルだけ部屋に入ります。

ジェイス：私わたしはお金の前まで移動だ！

キュリア：やっぱりお金なんですね、ジェイスさん（一同笑）。

ジェイス：そして、私がセットアップでキュリアくんに《ヘイスト》だ。（ダイスを振る）判定は成功。（さらにダイスを振る）よし、６！　キュリアくんの【行動値】に＋６だ。これでオルゴーレムよりも早く行動できるぞ。

キュリア：ありがとうございます。

ＧＭ：これで、セットアップは終しゆう了りよう。では、行動値の上がったキュリアから。

キュリア：右奥にいるオルゴーレムに、マイナーで《ハイサモナー》、メジャーで《サモン・フェンリル》を撃うちます。（ダイスを振る）26で命中です。

ＧＭ：《ハイサモナー》が嫌いやすぎる。１Ｄじゃ避よけられない。はい、ダメージどうぞ！

キュリア：では、《マジックフォージ》を宣せん言げんしまして、（ダイスを振る）43点の魔ま法ほうダメージ。当たると［放心］ですよ。

ＧＭ：【魔法防御力】は０だが、それならまだ大丈夫だ。《サモン・フェンリル》を受けてくらくらしているが、オルゴーレムはまだ立っている。

ジェイス：なにっ！　耐たえたのか!?

ＧＭ：では、オルゴーレム改の順番だ。行動は全部同じで、メジャーで《ラウドボイス》と《フォルテ》だ。まずはハヤトから……（ダイスを振る）呪歌判定の達成値は８。低っ！

ハヤト：おお!?　チャンスがあるぜ。（ダイスを振る）達成値は10！　避けたぜ～（笑）。

プリム：すばらしいです。

ＧＭ：ならば、次のターゲットはプリムにしよう。

プリム：あたしにも来るんですね。さあ、おいで。

キュリア：もう完全に前向きですね（笑）。

プリム：競きよう技ぎ大会に優ゆう勝しようしましたからっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）うわ、こっちも低い！　呪歌達成値は10。

プリム：それなら６以上で……えいやっ！（ダイスを振る）ダイス目は８！　成功です！

ＧＭ：また避けられた！　次はキュリア！　えいっ！（ダイスを振る）14！

キュリア：わたしの時だけなんで、そんなに高いんですか!?　（ダイスを振る）失敗です。

ＧＭ：ぶぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！　オルゴーレムから衝しよう撃げき波はをともなった曲が流れてくる。

プリム：キュリアさーん！

ＧＭ：まずは《フォルト》の分でＨＰロスが15点。さらに［スリップ］で……（ダイスを振る）ぐわっ！　低っ！　８点かよっ！

ジェイス：危あぶない、キュリアくん！　《プロテクション》！（ダイスを振る）ふっ、余よ裕ゆうでダメージをすべて打ち消したぞ。

キュリア：ありがとうございます。えーっと、これで残りＨＰは15点です。

ＧＭ：次、ジェイスだ！　（ダイスを振る）達成値は12！

ジェイス：はっはっは。私は【精せい神しん】が９もあるのですよ。ファンブルしなければいい。余裕余裕。（ダイスを振る）ふっ、余裕で成功だ。

ハヤト：次はオレの番だね。ムーブアクションで台座にエンゲージして、メジャーでトラップ探知！（ダイスを振る）達成値は10。

ジェイス：それはちょっと低いんじゃないのか？

ハヤト：オレもそう思う（笑）フェイトを使って振ふり直して……えいっ（ダイスを振る）よし、今度は15！

ＧＭ：特にトラップは仕掛けられていないようだ。

ハヤト：う～ん、なにかあると思ったけど、なにもなかったみたいだ（笑）。




　はい、なにもありません（笑）。




ＧＭ：次はプリムの番だ。

プリム：はいっ！　ムーブアクションでオルゴーレムにエンゲージします！

ＧＭ：では、難易度15の危険感知を。

プリム：えぇぇぇぇぇぇっ！　ト、トラップ!?（一同笑）

ジェイス：なにかあるとは思っていたが……。

プリム：で、でも、あたしも競技大会の優ゆう勝しよう者しやです。いつまでも失敗ばかりじゃありませんよっ!?　《ダンシングヒーロー》を使って……えいっ！（ダイスを振る）ダ、ダメです！達成値は11しかありませんっ!?

ジェイス：失敗してるじゃないかよっ！（一同笑）

ＧＭ：プリムはトラップに気づかず、オルゴーレムへと肉にく薄はくした瞬間！　突とつ然ぜん床が動き出す。［移動する床］のトラップだ。難易度15の【敏びん捷しよう】判定をどうぞ！

プリム：はっ、床が！　（ダイスを振る）今度は成功ですっ！

ＧＭ：床が動き出したことに気がついたプリムは、とっさに飛とび退のく！

プリム：近づいてきた人を戻もどそうとするトラップなんですね。でも、引っかかりません！マイナーで《ソードダンス》、メジャーで《バッシュ》です。命中判定いきます！（ダイスを振る）17で命中です。

ＧＭ：（ダイスを振る）オルゴーレムは回避失敗。動く床を軽やかにかわしたプリムは、その動きを利用して舞まうようにオルゴーレムを攻撃する！

プリム：よし。ダメージいきます。《スラッシュブロウ》も使っちゃいますよ。

ジェイス：そこに《ディスコード》も乗せておこう（ダイスを振る）。

プリム：（ダイスを振る）やった！　すごいです！　71点ですっ！

ジェイス：さらに＋22点したまえ。

プリム：ということは……93点のダメージです！




　プリムの一いち撃げきは、吸すい込こまれるようにオルゴーレムの身体へと食くい込こんでいく。

　装そう甲こうが外れ、錬れん金きん術じゆつで作られた部品が飛び散る。

　まさに一いつ刀とう両りよう断だん！




プリム：やったー！　セシリー、お姉ちゃんがんばったよー！

ＧＭ：さらに設せつ置ちされているトラップの効こう果かで、プリムは【行動値】が＋５される。

プリム：［時の間］の効果？　やったーっ！

ジェイス：では、《ジョイフルジョイフル》をキュリアくんへ。（ダイスを振る）……呪歌判定は成功。さあ、もうひと働きだ。

キュリア：ええ、いきましょう！　マイナーで起き上がって、さっき攻撃したオルゴーレムに《サモン・フェンリル》で攻撃します。（ダイスを振る）17で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は失敗。

キュリア：（ダイスを振る）27点の魔法ダメージです。

ＧＭ：先ほどのダメージもあるので、それは耐たえられない。二体目のオルゴーレムも木こっ端ぱ微み塵じんとなる。そしてクリンナッププロセスとなって、１ラウンド目が終了だ。
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ＧＭ：では、２ラウンド目のセットアッププロセスだ。

ジェイス：他に誰だれもいなければ私だな。《ヘイスト》をキュリアくんにかけよう。（ダイスを振る）判定は成功。いくつ【行動値】が増ふえるか……（ダイスを振る）ぶっ！　２しか増ふえん!?（一同笑）

キュリア：あらら（笑）。

ＧＭ：となると、最初に動くのはプリムだ。

プリム：はーい。右の手前にいるオルゴーレムに向かって全力移動します！　でも、届とどきません！

ＧＭ：では、オルゴーレム改の番だ。プリミラとハヤトにそれぞれ、《ラウドボイス》＋《フォルテ》だ！

ハヤト：来たな！　そう簡かん単たんにはいかないぞ。

ＧＭ：まずはハヤトから……（ダイスを振る）呪歌判定の達成値は11。

ハヤト：11はまずいな。（ダイスを振る）あー、10。惜おしい！

ＧＭ：では、15点のＨＰロスと［スリップ］だ。さらに［硬い床］で２Ｄの貫通ダメージ！（ダイスを振る）12点！

ハヤト：うおー、それは派は手でに転んだ！

ジェイス：これはいかん、《プロテクション》だ！

ハヤト：あ、ありがとう、ジェイスさん。

ジェイス：（ダイスを振る）16点の軽けい減げんだ。転てん倒とう分は打ち消したぞ。

ＧＭ：次はプリムへ呪歌だ。

プリム：はいっ！　でも、これで転んじゃうとオルゴーレムのところへ辿たどり着つけなくなっちゃいますっ！

ＧＭ：それが狙ねらいだ！（ダイスを振る）達成値は10！

プリム：【精神】なら２Ｄ＋４で振ふれます。えいやっ！　（ダイスを振る）15！

ハヤト：おっ！　避けたっ！

プリム：やったー！

ハヤト：次はオレだけど……実はムーブで［スリップ］を解除して終わりなんだな。お尻しりをさすりながら立ち上がる。痛ぇ[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

キュリア：では、私ですね。奥にいるもう一体のオルゴーレムに《サモン・フェンリル》です。（ダイスを振る）21で命中。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は失敗！

キュリア：（ダイスを振る）31点の魔法ダメージです！

ＧＭ：だが、それだけではまだ倒たおれない。

ジェイス：よし、今度はプリミラくんに《ジョイフルジョイフル》だ。（ダイスを振る）さあ、あと一歩踏ふみ出だしたまえ。

プリム：はい！　ムーブアクションでオルゴーレムにエンゲージしますっ！

ＧＭ：では、［移動する床］の判定をどうぞ！

プリム：まずは難易度15の危険感知ですね。（ダイスを振る）うう、11で失敗ですっ！

キュリア：だ、大丈夫。次の判定に成功すれば大丈夫ですから。

プリム：そ、そうですよねっ！

ＧＭ：難易度15の【敏捷】判定、どうぞ！

プリム：えいっ！（ダイスを振る）13。……あ～れ～（一同笑）。

ＧＭ：プリムは入口のところまで流されていった……。

プリム：やっぱり、あたしはダメなんでしょうか～。

ジェイス：おい、前向きだった心が横向き始めているぞ！（笑）

キュリア：落ちこまないで、あなたはやればできる子だから！

ＧＭ：そして、クリンナッププロセスで、第２ラウンド終了なのだが───。

一同：だが？

ＧＭ：ここでオルゴーレムのＭＰがちょうど０になって、機き能のう停止する。ぷしゅ[image: ][image: ][image: ][image: ]ガク！

一同：……。

ジェイス：そういうことは早く言えよ！（一同笑）

ハヤト：これ、脅おどしが目的なんだね。

プリム：みたいですね。

ジェイス：さ、先に進もうか（笑）。




　なお、入口に置かれていた五〇〇Ｇの袋は、しっかりとジェイスが確保したのであった。







◆Middle17◆骨ほねまで溶とかして




　機能を停止したオルゴーレムを横目に、プリムたちは部屋の奥にある大きな扉へと進む。が、そこには鍵Ｂが仕掛けられていて、開けることができない。

　扉の横になにかを置くための台があるので、おそらくここにギルドシンボルを置けばいいのだろう。だが、今はまだなにもできない。

　一行は仕方なく右側の扉へと進んだ。
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ＧＭ：部屋の右側の扉を開けて、さらに進むと丁字路にぶつかる。

キュリア：どちらに行きます？

プリム：ん～、とりあえず右に進んでみましょう。

ＧＭ：では、右へと進んでいくと再び扉が見えてくる。その扉には張はり紙がみがしてあって、そこには「長い間浸つかっていると溶とけるので要注意」と書いてある。

プリム：アイスクリーム？

ハヤト：いや、チーズかも。

ジェイス：ともかく、トラップを調べるのだ、ハヤトくん。

ハヤト：そうだね、トラップ探知。たあっ！　（ダイスを振る）うーん、12。低いなぁ。

ＧＭ：トラップは特に仕掛けられていない。

ハヤト：とりあえず開けてみるよ。キィィィィ……ガシャーン！

ジェイス：さて、どうなっているか。

ＧＭ：扉の向こうは小部屋になっている。そして、その部屋の奥には、金で縁ふち取どられた豪ごう華かな浴よく槽そうが置かれている。

キュリア：浴槽？

プリム：ということは、お風ふ呂ろ？

ＧＭ：さらにその浴槽の右と左には、人間の形に似にた火の塊かたまりと水の塊がいる。どうやら浴槽の水温を調整しているようだ。

ジェイス：ファイアエレメンタルとウォーターエレメンタルか？

[image: ]

ハヤト：すげー、自動湯ゆ沸わかし機つきだ（一同笑）。

プリム：すごーい。

ＧＭ：まあ、入口から見えるのはこんなとこだね。

プリム：いいなぁ、お風呂。

ハヤト：でも、扉の張り紙からすると、浸かっていると溶とけるんじゃない？

ジェイス：じゃあ、ちょっと近づいて湯ゆ加か減げんを見てみよう。

ＧＭ：湯気も立っていて、ちょうどよさそうな感じだ。あと、湯加減を見ると分かるんだが、浴槽の中になにかを半分に割わったような形をした、手と足が生えたパーツが沈しずんでいる。

一同：おおっ！

ハヤト：たぶんそれ、《ギルドシンボル》のパーツの一個こだよ！

プリム：これは、トラップ探知した方がいいかな？

ジェイス：試しにやってみたらどうかな。せっかく行ったんだし。

ハヤト：いや、ちょっと待ってよ。プリム姉ちゃんがトラップ探知失敗すると、トラップ発動しちゃうんだけど。

プリム：あ────っ!?（一同笑）

ジェイス：それは危険だ。

ハヤト：ここはオレに任まかせてよ。

プリム：お願い、ハヤトくん。

ハヤト：その湯船のトラップ探知をしますよ。えいっ！（ダイスを振る）……15！

ＧＭ：特にトラップは仕掛けられていないようだ。

ハヤト：トラップはなさそうだね。

プリム：ああ、よかった。じゃあ、そのパーツを回かい収しゆうします！

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ、とりあえず４Ｄ振ふってください（にこり）。

キュリア：ん？

ハヤト：な、なんだか嫌な予感がするぞ！（笑）

プリム：ともかく、振ります！（ダイスを振る）……お、５、５、５、４！

ＧＭ：では、ＭＰが19点回かい復ふくする。

プリム：やった！　ＭＰが回復しましたよー。みなさーん、回復しましたっ！

ジェイス：だが、嫌な予感しかしないのはなぜだろう（一同笑）。

ＧＭ：で、難易度12の【精神】判定をどうぞ（笑）。

プリム：【精神】判定？　えいやっ！（ダイスを振る）失敗しましたけど……。

ＧＭ：では、プリムはなんだかとてもお風呂に入りたくて仕方ない気分になってくる。目の前には心地よさそうなお湯がたゆたっており、暖あたたかな湯気が身体を包つつみ込こんでいく。

プリム：あ～、あたし、今お風呂に入りたい気分です！（一同笑）

キュリア：えーっ!?　待ってプリムちゃーん！

ジェイス：長く浸つかると溶けるぞ。

プリム：とりあえず、足だけでも入れてみますか？　ぽちゃん。

ＧＭ：いい感じの湯加減だ。

プリム：はぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：体もホカホカとしてきますよ。

プリム：は～……。気持ちいいです～。あたし、お風呂に入っていきます！

一同：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

プリム：ざぶ[image: ][image: ][image: ]ん。はぁ～、いいお湯[image: ][image: ]。

ＧＭ：お肌はだもスベスベになっている気がする。

プリム：キュリアさんも一いつ緒しよにどうですか～？　お肌の艶つやがいいです～（笑）。

キュリア：プリムちゃん、しっかりしてくださいっ!!（一同笑）

ＧＭ：そして、それから一〇分後。浴槽に浸かっているプリムは５点のＨＰロスを受ける。

一同：と、溶けてる[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！（一同笑）

ＧＭ：そして、プリムさんはさらに難易度12の【精神】判定をどうぞ。ちなみに、これに失敗するとさらに一〇分、お風呂に入ることになる（笑）。

プリム：（ダイスを振る）失敗しました[image: ][image: ]。もう少しお風呂に入ってよぉっと（笑）。

キュリア：プリムちゃん、ダメです！（一同笑）

プリム：みなさ～ん、あたしを置いてほかの部屋に行っててくださーい。

ジェイス：そんなわけにはいかんよ（笑）。




　すっかりお風呂の虜とりこになったプリムであった。




ＧＭ：で、また５点のＨＰロスだ。ちなみにＭＰが回復するのは最初だけね（笑）。

一同：なんだってっ!?

プリム：はぁ～、気持ちいい。なんて気持ちいいんでしょう（笑）。

キュリア：どうしましょう？　このままだとプリムちゃんが溶けてしまいます!?

ジェイス：……。

ハヤト：ほら！　セシリーのことを思い出すんだよ！

プリム：セシリー……（ぼーっとしている）。

キュリア：ああ、なんだか声も届とどいていないっぽいです。

ジェイス：……。

ハヤト：ジェイスさん、どうしたの？

ジェイス：いや実はな。私もＭＰを回復したいんだよ。

一同：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?

ジェイス：……よし、私に任まかせろ！　服を脱ぬいで浴槽にザブンッと入るぞ！

一同：本当に入った────っ！

ジェイス：（ダイスを振る）よし、ＭＰが14点回復したぞ。

ＧＭ：難易度12の【精神】判定をどうぞ。

ジェイス：（ダイスを振る）ふ、成功。あー、いい湯だった。

プリム：（ゆったりとした声で）ジェイスさーん。もう少し入っててもいいのに～。（真しん剣けんな声で）でもでも、真面目にどうしましょうっ!?

ハヤト：浴槽の中で踊おどるといいんじゃないかなぁ？　《ダンシングヒーロー》で（笑）。

プリム：あ、そっかー。踊ってみます。（ダイスを振る）あ、クリティカル！（一同笑）

ジェイス：こんなところでクリティカルかよっ！（笑）

プリム：ふぅう[image: ][image: ]。いいお湯でした。そろそろ上がろーっと。ほらほら、キュリアさん！お肌がツヤツヤ[image: ][image: ][image: ]。

ハヤト：いや、それ溶けてるだけだから（一同笑）。

ジェイス：そして、キュリアくんがなにげなく浴槽を見てみると、いつの間にかターチュが足を入れていたりする。

キュリア：タ、ターチュ！　ダメ、ダメです！（一同笑）

プリム：さぁ、お風呂に入ってリラックスしたところで、次の部屋に行きましょう！

[image: ]







◆Middle18◆ただいま発売中




　お風ふ呂ろ上がりのプリムと共に、一行は次の部屋へ向かう。

　丁字路をそのまままっすぐ進んだ先にも扉とびらがあった。

　だが、先ほどの部屋と違ちがい、ここには張はり紙がみはなかった。




ＧＭ：では、次は先ほどの丁字路を左へと進んだ部屋だ。

ハヤト：ここも扉を調べるぜ。（ダイスを振ふる）……とりあえず、調べた。

一同：低っ！（笑）

ハヤト：達成値ちが10じゃ、なにも分かんないな。

ＧＭ：そ、そうだね。トラップは特にないみたいだ。

ハヤト：仕方ないね。扉をバーンと開ける（笑）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ。扉にはトラップを仕し掛かけられていない。さて、ここも小部屋だ。ただ、先ほどのお風呂の部屋と違ちがって、ここには人の高さよりもちょっと高いくらいの長方形の箱がたくさん並ならんでいる。

ジェイス：棺かん桶おけ？

ＧＭ：いや、違う。その箱の上の方はガラス張ばりになっていて、いくつかのアイテムが並んでいる。さらに、金貨を入れるためのスリットが──。

一同：自動販はん売ばい機きっ!?

[image: ]

ＧＭ：うん、そうともいうね。

ジェイス：いや、それ以外に言いようがないだろう（笑）。

プリム：なにを売ってんですか？

ＧＭ：まずはフィッシュ＆チップス。値ね段だんは二Ｇだ。

ハヤト：フィッシュ＆チップスの効こう果かは？

ＧＭ：最大ＨＰがシナリオ中＋１される。

キュリア：び、微び妙みようですね。

ハヤト：まあ、安いしね。

ＧＭ：他にはＨＰポーションとＭＰポーション。

ハヤト：おっ！　それいいじゃん！

ＧＭ：でも、お値段は二倍。

ジェイス：ふざけるなよっ！（一同笑）

プリム：他になんかないんですか？

ＧＭ：さっき、お風呂で拾ったのと同じようなパーツが売っている。

プリム：自じ販はん機きで売ってるんだっ!?（一同爆ばく笑しよう）

キュリア：いくらですか？

ＧＭ：……五〇〇Ｇ。

一同：高っ!?

ジェイス：いくらなんでも、それは高いだろう。

プリム：でも、ジェイスさん。確たしか最初の部屋で五〇〇Ｇ、拾いましたよね。

ジェイス：……あっ！

プリム：それ、使えばいいんじゃないですか？

ジェイス：……気前よく五〇〇Ｇもくれるかと思ったら、そういうことか！

ＧＭ：[image: ][image: ][image: ]♪（口笛を吹ふいている）

ジェイス：仕方ない。ここで、あの五〇〇Ｇを使おう。しくしくしく……。

ＧＭ：あ、ただ、そのパーツが入っている自動販売機は、なんだかディスプレイのところのライトがチカチカと点てん滅めつしていて、ちょっと調子が悪そうだね。

ジェイス：ひょっとして、運が悪いと出てこないってヤツか？

ＧＭ：ちゃんと商品が出てくるかどうかは、【幸運】判はん定ていが必要だ。

ジェイス：そうか。では、【幸運】の高い人ー。

プリム：はいはーい！　あたし４です。しかも、踊おどりながらコインを入れられます（笑）。

ジェイス：《ダンシングヒーロー》があるのか。なら、ここはプリミラくんに任まかせよう。

プリム：はいっ、プリミラいきますっ！

ＧＭ：判定の難なん易い度どは10だ。

プリム：じゃあ、五〇〇Ｇを入れて（ダイスを振る）……４、４、３！　ダイス目だけで11ですよ。達成値15です。

ＧＭ：ガッガッガ、ガコンッ、ガチョンッ！　取り出し口にパーツが出てきた。

ハヤト：これでふたつ目だね。

ジェイス：まっ、ここでの用はすんだが、あとは買い物をするかどうかだ。

プリム：じゃあ、フィッシュ＆チップスを買いますか？

キュリア：わたしが一個こ買ってみましょう。二Ｇ入れます。ちゃりーん。

ＧＭ：ガガガ、ガコンッとフィッシュ＆チップスが出てきます。

キュリア：さ、召めし上あがれターチュ（笑）。

ＧＭ：そっちが食べるんだ（一同笑）。

ハヤト：でも、最大ＨＰが上がるのは、キュリア姉ちゃんの方という不思議。

ジェイス：よし！　アイテムも手に入ったことだし、次の部屋へ行くとしようか。







◆Middle19◆灼しやく熱ねつのロープ渡わたり




　自動販売機の置かれていた部屋を出たプリムたちは、オルゴーレムと戦った部屋をとおって反対側へ向かう。

　そこは風呂よりも熱い、いや暑すぎる部屋だった。




ＧＭ：では、お風呂や自動販売機が置いてあった部屋の反対側へと到とう着ちやくした。

プリム：こっちも丁字路で分かれていますね。

ジェイス：この構こう造ぞうからすると、こっちにも部屋がふたつあるようだな。

ハヤト：どっちに進む？

プリム：また下から行きましょう！

ジェイス：ということは、左に進むわけだな。

ＧＭ：了りよう解かい。すると、前に進むごとにどんどん気温が上がっていく。

プリム：また、お風呂かな？

ＧＭ：いや、お風呂なんて生やさしいものではない。通路の先の部屋は、グツグツと煮にえたぎる溶よう鉱こう炉ろのごとき状じよう態たいになっている。トラップの［溶よう岩がん］だ。

プリム：えぇぇ───っ!?

ジェイス：ここも、長く浸つかると溶とけるということだな。

プリム：一いつ瞬しゆんで溶とけそうな気がしますっ！（一同笑）

ＧＭ：で、部屋の奥おくだけ床ゆかがあって、そこに小さな宝箱が置かれている。

ジェイス：きっと、あの宝箱の中に入ってるんだろうなぁ。
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キュリア：で、でも、どうやって取ってくるんですか？　一瞬でジュッ！　ですよ。

ジェイス：うむ。この部屋には、他になにもないのか？

ＧＭ：うん。天てん井じようから何本もロープがぶら下がっている。

ジェイス：……さあ、ハヤトくんの出番だ！

ハヤト：え、オレなの!?

ジェイス：要は、このロープに飛とび移うつって取ってこいというものだろう。それが得意そうなのは、シーフであるキミだ。

ＧＭ：ちなみに、判定は難易度13の【敏びん捷しよう】判定だ。

プリム：【敏捷】かぁ。なら、あたしも得意ですよ。

ジェイス：おお、キミが行くのか。なんとも働き者なギルドマスターじゃないか。

プリム：はい！　プリミラ行きますっ!!

ＧＭ：では、ここで問題だ。ロープは全部で八本あるが、どのルートで行く？

プリム：一番近いところを行きたいです！

ハヤト：真ん中を突つっ切きるのが、一番近いよね。

プリム：じゃあ、まずとりあえず一個こ目め。

ＧＭ：まずは飛びつくために、難易度13の【敏捷】判定だ。

プリム：はい！　【敏捷】は２Ｄ＋７です。（ダイスを振る）……達成値は11？

ハヤト：おっ、落ちた!?

プリム：あ───!!（一同爆笑）

キュリア：ああああああ～、プリムちゃぁぁぁぁぁん!!（笑）




　いきなりの落下である。




ＧＭ：20点のＨＰロスだ！　じゅううぅぅぅぅぅぅっ！

プリム：──!?　あ、熱いですよ、ここっ!!

ジェイス：そりゃあ［溶よう岩がん］だからな。

ＧＭ：そして、落ちたらスタート地点に戻もどってくる。

プリム：ふ、ふうっ……。ひ、ひどい目に遭あいました～。

ジェイス：大丈夫かね？　《ヒール》をかけてあげよう。（ダイスを振る）……39点回かい復ふくだ。

プリム：やった、じゃあ全ぜん回かい復ふくです！

ジェイス：さあ、これで大丈夫だ。

プリム：よし、あたしもう一回行きます！

キュリア：今日のプリムちゃんはものすごく前向きですよ！

ジェイス：確かに。横向きにはなったが、まだうしろ向きになってはいないな。

プリム：家で待っているセシリーのためだもん！　行きますよっ！　（ダイスを振る）……ダイス目が６だから、ぎりぎり成功です！

ＧＭ：では、最初のロープに飛びつくのに成功した。

キュリア：ふぅ……。

ＧＭ：さて、次はどのロープに飛とび移うつるか　前か？　右か？　それとも左か？

プリム：みなさんどこがいいと思います？　挙手でお願いしまーす。

ハヤト：まっすぐは危あぶないんじゃないかな。

ジェイス：そうだな、真ん中だけは行かない方がいい。私わたしならそこに罠わなを仕し掛かける。

キュリア：でも、真ん中を行かないと、余よ計けいに判定の回数が増ふえますよね？

ジェイス：それが人間の心理だ。どうせ分からないなら短いルートで行くのがいい……だが、トラップを仕し掛かけるのはそういう心理の隙すき間まなのだ。

キュリア：なるほど！

プリム：じゃ、ＧＭの顔をチラリと見ます（笑）。




　ＧＭは、にこりと微笑ほほえんだ。




プリム：なんか優やさしい笑顔をしてますよ!?（一同笑）

ジェイス：くっ、どっちの意味だかよく分からん！

ＧＭ：だから、ＧＭの顔色で判はん断だんしようとしてはいけませんよ？（笑）

プリム：……ここは、真面目にまっすぐ行ってみます。

ＧＭ：では、まっすぐ前のロープに飛とび移うつろうとした瞬しゆん間かんに、難易度13の危き険けん感知だ！

プリム：ああ、やっぱりなにかあったんだ！（笑）

ハヤト：大丈夫、これに成功すれば飛び移る前にトラップが分かるよ！

プリム：じゃあ、ここで《ダンシングヒーロー》を使って、３Ｄで振ふります。（ダイスを振る）……来たっ。６、５、３。達成値18です！

ＧＭ：おぉ！　では、プリムは前のロープが切れそうになっているのに気づいた。ただし、ロープが切れるかどうかは難易度10の【幸運】判定となる。

プリム：みなさ～ん、このロープ切れそうですよー。

ジェイス：キミの【幸運】なら大丈夫だ。それに、遠回りしたところで判定は増ふえる。そのロープを使うんだ！

プリム：分かりましたっ！　飛とび移うつります。えいや、とうっ！

ＧＭ：では、【幸運】判定だ！

プリム：（ダイスを振る）……達成値９（笑）。

一同：あぁ────っ！

プリム：ふ、振り直します！　フェイト使いまーすっ！　（ダイスを振る）……11です！

キュリア：あ、大丈夫！

プリム：い、行けた[image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：プリムが次のロープを掴んだ瞬間、そのロープがみしっと音を立てる！　が、なにも起こらない。どうやらロープが切れる様子はなさそうだ。

プリム：じゃあ、【敏捷】で……（ダイスを振る）成功です！

ＧＭ：プリムは華か麗れいにロープを伝って──ピョーン、ピョーン、スタッと床に着地した。

キュリア：おお、行きましたよ！

プリム：あ～、危あぶなかったよ～。

キュリア：プリムちゃん、大丈夫～？

プリム：大丈夫です。みんなー、届とどきましたよー。

ハヤト：やったー。

ジェイス：うむ、よくやったぞ。プリミラくん！

ＧＭ：とゆーことで、宝箱が置いてある。

ハヤト：……あっ！

キュリア：どうしました？

ハヤト：向こうに行ったら、宝箱のトラップ探たん知ちがあるじゃん。オレが行けばよかったかも。

一同：あぁ──────っ!?

ハヤト：ご、ごめんなさい。

プリム：と、とりあえずトラップ探知をやってみます。（ダイスを振る）９、ですけど……。




　プリムがトラップが仕掛けられているかどうか調べようとした瞬間、宝箱からカチッという嫌いやな音がした。




ＧＭ：トラップ探知に失敗！　［鉄てつ砲ぽう水みず］のトラップが作動する！

ハヤト：あー、なるほど！　宝箱までやってきても、ここで落とされる仕掛けか。よくできてるなぁ～。

プリム：感心している場合じゃないですっ！

ハヤト：そ、そうだった！　プリム姉ちゃん、がんばって避けるんだっ!!

ＧＭ：難易度14の回かい避ひ判定だ。これに成功しないと［溶岩］に叩たたき落おとされるぞ。

プリム：ま、まだ大丈夫です！（ダイスを振る）15で回避成功っ!!

ＧＭ：プリム目め掛がけて大量の水が放出される。それはまるで壊れた消火栓のようだ。だが、プリムはこれをかろうじて避よけるのに成功した！

プリム：ほわっ。よかった。

ＧＭ：そして宝箱の中には、やはりパーツが入っている。ネズミの頭のようにも見える。

プリム：じゃあ、これを持って帰りまーす。えいっ！　ロープに飛び移ります！（ダイスを振る）……えっと、達成値が10なんですけど……。

ＧＭ：う、うん。また落ちたね（笑）。

プリム：きゃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!（一同笑）

キュリア：プ、プリムちゃぁぁぁぁん!!




　ロープを掴つかみそこね、勢いきおいよく［溶岩］へとダイビングするプリム。そして、そのままスタート位置までざざーっと流されて戻ってくる。




プリム：あたし、やることはやりました……がくっ！（一同笑）







◆Middle20◆暗くら闇やみの中




　部屋の入口まで溶岩の中を流れてきたプリムを救出した一行は、今度は丁字路の右の部屋へ向かう。

　先ほどとは一転、こちらの部屋の中は暗闇でなにも見えなかった。




ＧＭ：では、次の部屋だ。中は真っ暗でなにも見えない。

ハヤト：うおー、真っ暗だよ！

プリム：あれ？　ランタンは？

ＧＭ：なぜかランタンを掲かかげても、部屋の中は明るくならない。

ジェイス：なるほど、魔ま法ほうの闇か。

キュリア：ああ、そういうトラップなんですね。

ＧＭ：［ブラックアウト］というトラップだね。

ハヤト：よし！　ここはみんなで一いつ緒しよに進もう。ひとりで行ったり、バラバラで進むと分からなくなりそうだ。

プリム：そうですね。

ハヤト：オレが先に少しずつ進んでなにもなかったら「クリア！」と言うから、それを合図についてきてくれ。




　どこの特とく殊しゆ部隊だ。




ハヤト：よし、とりあえず前に進むぜ！

ＧＭ：特になにも起こらない。

ハヤト：クリア！

キュリア：そしたら、みんなでゾロゾロゾロゾロと……。

ハヤト：もう一歩、前を進む！

ＧＭ：……シーン。

ハヤト：二歩目、クリア！

ジェイス：おっ！　調子いいぞ（笑）。

ハヤト：そろそろ直進は危ないかな。次は左に行こう！

プリム：なるほど、そうですね！




　そうやって、手て探さぐりで進んでいくヘッジホッグ。

　警けい戒かいしつつ、皆みなで闇の中を探さぐっていくと──。




ハヤト：よし、次はここだっ！

ＧＭ：到着したところで、なにか足にぶつかる物がある。どうやら宝箱のようだ。

ハヤト：お。やった！

ＧＭ：一発でクリアされたか……クーッ、［落おとし穴あな］とかあったのに～。

ジェイス：うおっ、危ないな、この暗闇で［落とし穴］かよ！

ハヤト：一いち応おう、宝箱のトラップ探知をするぜ。

ＧＭ：暗闇の中なのでマイナス１Ｄされる。

ハヤト：えいっ！（ダイスを振る）……11。どうだろう？

ＧＭ：トラップは見つからないですね。

ハヤト：よかった。じゃあ宝箱を開けるよ。パカッ。

ＧＭ：と、カチッと小気味よい音が響ひびく。難易度12の【幸運】判定だ！

ハヤト：しまった!?　トラップあったんだ！　うおー！

ＧＭ：ちなみに判定は、こちらもマイナス１Ｄだ！

ハヤト：絶ぜつ対たい無理！　だが、フェイトは使わない。えいっ！（ダイスを振る）失敗！

ＧＭ：そうすると、ハヤトの頭の上になにか落ちてくる。ゴインっ！

プリム：タライだー！（一同笑）

ＧＭ：正せい解かい！　15点のＭＰロスを受ける！

ハヤト：ちょっ、痛いたい!?

プリム：ハ、ハヤトくん、大丈夫？

ハヤト：な、なんとか……。それよりも、宝箱の中身は？

ＧＭ：ここにもなにかパーツが入っている。なにかトゲトゲした部品だ。

ハヤト：トゲトゲか。

プリム：このトゲトゲ、もしかして……（笑）。

ジェイス：ああ、明るいところで組み立ててみよう。
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　暗闇を出たプリムたちは、四つのパーツを並ならべてみる。二分ぶん割かつされた胴どう体たい、ネズミのような頭、そしてトゲトゲ。

　この四つのパーツを組み合わせてみると──。




プリム：もしかして、ハリネズミですか？

ＧＭ：アタリ！　デフォルメしたハリネズミの模も型けいが完成する。

ジェイス：これが旧きゆうヘッジホッグのギルドシンボル？

プリム：かわいい[image: ][image: ]（笑）。

ハヤト：じゃあ、このハリネズミで、扉を開ければいいんだね。

プリム：はい、行きましょう！




　プリムたちは、大きな扉の前に戻ってきた。

　扉の脇わきには、なにか置くための台が用意されている。

　あとはここに、ハリネズミの像ぞうを置けばいいだけだ──。




ＧＭ：では、最後の部屋の扉の前へとやってきた。

プリム：じゃあ、さっそくあのハリネズミを台の上に置いてみます。

ＧＭ：すると、扉がゴゴゴゴゴゴゴゴ……と音を立てながらゆっくりと開いていく。この部屋に入るとクライマックスフェイズだ。

プリム：ほぁ[image: ][image: ][image: ]。

キュリア：よくできた造つくりですねぇ。

ジェイス：というより、アメリアくんが単なる暇ひま人じんのような気がする（笑）。

プリム：そんなことはないです！　ハリネズミが好きな人に悪い人はいません！




　きっぱりと言い切るプリムであった。




ジェイス：いや、そういう問題じゃないと思うぞ（笑）。

ハヤト：ねぇねぇ、部屋に入る前に回復とかしておこうよ。

プリム：あ、そ、そっか。忘れてました。ありがとう、ハヤトくん！

ハヤト：どういたしまして（笑）。

ジェイス：では、プリミラくんに《ヒール》だ。（ダイスを振る）20点以上回復しているぞ。

プリミラ：それでＨＰ全ぜん快かいです！

キュリア：わたしも、ＭＰポーションでＭＰ12点回復です。

ハヤト：よし、これで準じゆん備びはいいね？

プリミラ：はいっ！　それじゃ──




　大きく深しん呼こ吸きゆうをすると、プリムは三人に声を掛かけた。




「キュリアさん、ハヤトくん、ジェイスさん！　がんばりましょうっ!!」







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆木もく人じんの恐きよう怖ふ




　周囲を警けい戒かいしながら、ゆっくりと最後の部屋へ足を進めるプリムたち。と、一いつ斉せいにその足が止まる。彼らの視し線せんの先には──。

　薔薇色の水晶に包まれた銀色の籠こ手てが中空に浮うかび、ほのかに光を発していた。




ＧＭ：では、ここからクライマックスフェイズとなる。

プリム：はいっ！

ＧＭ：部屋は二〇メートル四方の広い石造りの部屋で、部屋の奥おくに台だい座ざが見える。その台座の上、銀色の籠手がローズ色の水晶に包まれた状態で、光を放ちながら浮うかんでいる。

ジェイス：〝銀の籠手〟アガートラームか……。

プリム：ふたつ目の〝薔薇の武具〟ですね！

ＧＭ：（うなずく）だが、その水晶を九体の木もく製せいのゴーレムが囲み、守っている。データ的には三体ずつのエンゲージに分かれている。

プリム：またゴーレムですっ！

ジェイス：木製ということはウッドゴーレムだな。クライマックスの敵てきとしては、またずいぶんと弱い連中が出てきたな。

[image: ]

ＧＭ：ふっふっふ（笑）。ただのウッドゴーレムが倉庫の番人のわけがなかろう。この部屋に入った瞬しゆん間かん、全員が身体を蝕むしばむような嫌いやな雰ふん囲い気きを感じる。

一同：嫌な雰囲気？

ＧＭ：そう。具体的にはこの部屋全体に［死の結界］というトラップが設せつ置ちされている。

一同：［死の結界］っ!?

ＧＭ：イエス！　１点でもダメージを受けると、追加で30点のＨＰロスを受けるぞ！

キュリア：さ、30点!?

プリム：アメリアお姉ちゃん、なに考えてるのっ!?

ＧＭ：いや、なにって言われても。泥棒対策ですが（笑）。

プリミラ：あ……。そりゃ、そうですね。

ジェイス：しかし、さすがは死の倉庫。その名前は伊達だてじゃなかったな（笑）。

ハヤト：部屋の中に解かい除じよする装そう置ちみたいなものは……。

ＧＭ：特に見あたらないね。そして、部屋にキミたちが入った瞬間に、九体のゴーレムの目がグウンッ！　と輝かがやいて、起動し始める。距きよ離りは一〇メートル！　とゆーわけで、戦せん闘とうだ！




●第１ラウンド

▼行動値ち

　ハヤト　　　　　　　　　　10

　プリム　　　　　　　　　　９

　キュリア　　　　　　　　　７

　ウッドゴーレム？Ａ～Ｉ　　７

　ジェイス　　　　　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：というわけで、セットアッププロセス！

ジェイス：ウッドゴーレムから受けるダメージは、たいしたことないはずだ。ただ、問題はトラップだな。特に、キュリアくんがダメージを受けるのは避さけたい。

キュリア：そ、そうですね。ＨＰは39点しかないですから……。

プリム：じゃあ、まず《陣じん形けい》ですねっ！

ジェイス：そのとおりだ！

プリム：はいっ！　では《陣形》を使いますっ！

ハヤト：オレはとりあえず左のゴーレムを抑おさえにいくよ！

プリム：じゃあ、あたしは右のゴーレムに行きます。

ジェイス：よし。では、正面のゴーレムは私が盾たてになって、うしろに行けないようにしておこう。キュリアくん、下がるんだ。

キュリア：はい。わたしは四メートル下がります。

ＧＭ：で、《陣形》は終わりですね。ほかにセットアップはないね。では、ハヤトから。

ハヤト：おう、真っ先にムーブアクションで左のゴーレムにエンゲージするぜ。マイナーで《カメレオンスキン》、メジャーで《ワイドアタック》で三体まとめて攻こう撃げきするよ！

ＧＭ：ゴーレムに接敵した瞬間、ハヤトの姿すがたが消える！

ハヤト：（ダイスを振ふる）クリティカル！　しかも６が三つ出た！

ＧＭ：な、なにぃっ!?

プリム：ハヤトくん、すごいっ!!

ＧＭ：い、いきなりかっ！　だが、このゴーレムたちは《援えん護ご》という、エンゲージしている任意の対象の判はん定ていのダイスを増ふやすエネミースキルを持っているのだ。

ハヤト：な、なんだって!?

ＧＭ：見よ！　このゴーレムたちの団だん結けつ力りよくを！　おりゃ！　とりゃ！　そりゃ！（ダイスを振る）ふっ、三体とも回かい避ひ失敗。クリティカルなんて出ねぇよっ！（一同爆ばく笑しよう）

ハヤト：ふぅ、びびらせやがって（笑）。なら、ここで《ピアシングストライク》を宣せん言げん！（ダイスを振る）ダイス目32で＋14だから……46点ダメージ。

ＧＭ：46点？　掻かき消けすように姿が見えなくなったハヤトが、素す早ばやい動きでゴーレムたちの合間を縫ぬって、次々と斬きり掛かかる！　が、ハヤトのダガーの攻撃力では、ゴーレムたちを倒たおしきることはできない。ギン！　と再びゴーレムの目が輝き、一斉にハヤトをにらむ。

ハヤト：くそ～、片かたづけられなかったか。でも、これでゴーレムも［死の結界］の──。

ＧＭ：あ、このゴーレムたちは［死の結界］の効こう果かは受けないよ。

一同：え？




　そう、こいつらはただのウッドゴーレムではない。《条じよう件けん無む視し：コンティニュ型》というエネミースキルを取得している、いわばウッドゴーレム改だったのである。




一同：なんだって─────っ!?

ＧＭ：いや、だって番兵がトラップでダメージ受けたらダメじゃん（笑）。

プリム：そ、そうですけど、あたしたちだけが受けるなんてひどいですよっ！

ジェイス：そういうトラップを仕し込こむ姉なんだよ、アメリアくんは（笑）。

プリム：そっか、お姉ちゃんが用意したんだ！　お姉ちゃん、ずるいですっ!?（一同笑）

ＧＭ：ふっ、これぞ死の倉庫の神しん髄ずい。超ちよう弱よわいエネミーに倒たおされる屈くつ辱じよくを受けるがいい！

プリム：こ、こんなことで倒たおれるわけにはいきませんっ！　ムーブアクションで右のウッドゴーレムにエンゲージして、マイナーで《ソードダンス》、メジャーで《バッシュ》です！あたしは一体一体確かく実じつに倒たおしていきます！

ジェイス：うむ。堅けん実じつにいくのだ！

プリム：はい！（ダイスを振る）……17で命中ですっ！

ＧＭ：しかし、ここでウッドゴーレム改の《援護》が発はつ揮きされる。プリムの攻撃が当たりそうになった時、隣となりのゴーレムが腕うでを引ひっ張ぱって援護だ！（ダイスを振る）くっ！　達成値は14で回避失敗。むぅ、どうやら、両隣のゴーレムが同時に引っ張り合ったようだ。

一同：ダメじゃん！（一同笑）

プリム：じゃあさらに《スラッシュブロウ》を乗せて……（ダイスを振る）ダメージは60点ですっ！

ＧＭ：その攻撃は耐たえきれない。プリムの攻撃はウッドゴーレムを一いつ刀とう両りよう断だん！　木製だけに真っぷたつに唐から竹たけ割りされた。

プリム：よし！　やりましたっ!!

キュリア：では、わたしは正面のまだ無む傷きずのウッドゴーレムを攻撃しますね。《ハイサモナー》と《サモン・フェンリル》です！

ハヤト：ゴーレムに魔ま法ほうは有ゆう効こうだから、当たればいけるはず。

ジェイス：うむ。たいていのゴーレムは魔法に弱い。

キュリア：ということは、ここが見せ所ですね。えいっ！（ダイスを振る）あっ、クリティカルしてます！

一同：おぉ────っ！

ＧＭ：ハヤトに続いてキュリアもかい！　ちょ、ちょっと、どうなってるんだっ！（一同笑）

キュリア：てへ（笑）。

ＧＭ：《援護》のおかげでクリティカルの可か能のう性せいはあるけど……（ダイスを振る）ダメだ！一体もクリティカルしない。

ジェイス：ふっ、ではそこに《ディスコード》だ。

キュリア：ありがとうございます。（ダイスを振る）……こっちは〈無〉属ぞく性せいの魔法ダメージで30点ですね。

ジェイス：（ダイスを振る）それに16点を上乗せする。




　他のゴーレム同様、ウッドゴーレムの【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】も０！

　キュリアに召しよう喚かんされた〝動物の王〟フェンリルの遠とお吠ぼえにより、ウッドゴーレムたちは木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛とぶ！




キュリア：やった、やりましたよ！

ＧＭ：だが、今度はこちらの攻撃。まず、プリムへの攻撃だ！　マイナーは特になにもせずに、メジャーで《連続攻撃》！

プリム：こっちに攻撃がきましたよ！　しかも《連続攻撃》ですっ!!

ジェイス：《連続攻撃》はまずいぞ。一体が二回ずつ攻撃してくるから、攻撃を四回受ける！

プリム：えぇ────っ!?

ＧＭ：では、一発目。（ダイスを振る）……15で命中。

プリム：７以上で回避です。えいっ！（ダイスを振る）……あっ、５!?

ＧＭ：よし当たった！　でも、ダメージロールは２Ｄ＋13と高くはない。

ジェイス：だけど、［死の結界］があるだろう！

ＧＭ：そのとおり。だから、１点でもダメージが抜ぬければいい。（ダイスを振る）……18点ダメージだ！

プリム：それだと２点抜ぬけちゃいます。ど、どうしましょう……。

ジェイス：《プロテクション》を使うか？

プリム：あっ！　いえ、せっかくだから、ここでウィガールの力を使ってみます！

ハヤト：そっか。ウィガールがあったか。

プリム：はいっ！　ウィガール、あたしを守ってくださいっ！　えいっ！（ダイスを振る）14点軽けい減げんです。




　ウッドゴーレム改の左ひだり拳こぶしがヒットしたと誰だれもが思った瞬間、プリムの着ているウィガールが光ひかり輝かがやいた。光はゴーレムの拳こぶしを完全に阻はばみ、プリムに触ふれることすらできない。




プリム：これが、ウィガールの力なんですねっ！

ＧＭ：そう。装そう備びする者の身をあらゆる攻撃から守る力だ。だが、そんなことではゴーレムは怯ひるまない。左が外れたら次は右！　（ダイスを振る）げっ！　達成値９しかない……。

一同：怯ひるんでる、怯んでる（笑）。

プリム：それなら余よ裕ゆうですよ。（ダイスを振る）ほら、避よけました。

ＧＭ：だが、まだもう一体がいる！




　しかし、ＧＭのダイス目が振るわず、もう一体の攻撃はプリムにかすりもしなかった。




ＧＭ：くそぉ[image: ][image: ]、ウィガールを使われたとはいえ、１点もダメージを与えられなかったとは……。だがしかし、今度はハヤトへの攻撃だ。《連続攻撃》の一発目！　（ダイスを振る）16で命中。

ハヤト：（ダイスを振る）18！　ふぅ。

ＧＭ：二回目。ズガーン！（ダイスを振る）今度は12だ！

ハヤト：（ダイスを振る）クリティカル！　無む駄だに宙ちゆう返がえり二回で華か麗れいに着地！（一同笑）

ＧＭ：では二体目。一発目（ダイスを振る）16で命中。

ハヤト：よし、これは《ドッジムーブ》を使おう。防ぼう御ぎよに徹てつするよ。（ダイスを振る）……ふう、使ってよかった。17で回避するぜ！

プリム：ハヤトくんすごいです。

ハヤト：へへっ、この調子でどんどん避けるよ！




　三体のウッドゴーレム改によるパンチの嵐あらしが、怒ど濤とうのごとくハヤトに襲おそいかかる。

　だが、この攻撃をハヤトは華麗に避ける。

　足元がふらついたため（ダイスが悪かったともいう）、一発だけウッドゴーレム改の拳を受けるも、その攻撃はジェイスの《プロテクション》によって完全に防ふせいだのであった。




ハヤト：手数が多くても、当たらなければどうってことないや！（笑）

ＧＭ：な、なんてこった。九体もいれば、一回はダメージが入るかと思ったのに……。

ジェイス：はっははは。キュリアくんのクリティカルのおかげだな。ゴーレムが攻撃する前に三体倒せたのは大きい（笑）。というわけで、キュリアくんに《ジョイフルジョイフル》だな。（ダイスを振る）判定は成功だ。

キュリア：はい。じゃあ、ハヤトくんを囲んでいるウッドゴーレムの群むれを攻撃します。マイナーで《ハイサモナー》、メジャーで《サモン・フェンリル》です。（ダイスを振る）命中は20。クリティカルはしませんでしたー。

ＧＭ：（ダイスを振る）一回目……３。二回目……４。三回目…………ダメだ、一体もクリティカルしない！　《ハイサモナー》さえなければ……。

キュリア：ふふん♪　（ダイスを振る）25点の魔法ダメージです。




　再ふたたび、召喚された魔ま狼ろうが咆ほう吼こうする。

　木製のゴーレムの身体は、ビリビリと振しん動どうし、次々とひび割われ、破は壊かいされていく。

　三体のウッドゴーレムは、あっという間にすべて粉ふん砕さいされた。




●第２ラウンド

▼行動値

　ハヤト　　　　　　　　　　10

　プリム　　　　　　　　　　９

　キュリア　　　　　　　　　７

　ウッドゴーレム改Ｈ、Ｉ　　７

　ジェイス　　　　　　　　　５
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ＧＭ：さて、第２ラウンドだ。とはいえ、こちらはあと二体か。そちらのセットアップは？

一同：ありませーん。

ＧＭ：こっちもなし。

ハヤト：じゃあ、オレは全力移い動どうで残ってるウッドゴーレムにエンゲージして、メジャーで《ワイドアタック》だよ。たたたたたっとダッシュして、（ダイスを振る）またまた、クリティカルだ！

ＧＭ：おお─────────────いっ!!

プリム：す、すごーい！

ＧＭ：そ、そんなありか？　ありなのか？　いや、まだ《援護》のおかげで３Ｄ振ふれる！　仲間がいる。仲間との絆きずなを信じるんだ！

ハヤト：さっきはダメだったけどね（一同笑）。

ＧＭ：ぐっ！　だが、今度こそ、たぁ！（ダイスを振る）クリティカルせず（笑）。

ハヤト：どうやら絆はなかったようだね（笑）。ダメージは……（ダイスを振る）あんまりよくないや。21点だ。

ＧＭ：ふぅ、それなら大だい丈じよう夫ぶだ。ゴーレムはまだ倒たおれない。

プリム：じゃあ、ハヤトくんが攻撃したゴーレムに攻撃します！　《ソードダンス》《バッシュ》です。えいやっ（ダイスを振る）……17で命中。

ＧＭ：今度こそ、今度こそ絆を見せるんだ！（ダイスを振る）うっ、ダメ、失敗。

プリム：（ダイスを振る）41点のダメージですよっ！

ＧＭ：41点？　えーっと……ぐっ、ＨＰがちょうど０！　プリミラが華麗な舞まいから繰くり出だした一いち撃げきは、ゴーレムをばっさりと切きり倒たおした。

プリム：これで、あと一体ですっ！

キュリア：はい。あと一体は任まかせてください。《ハイサモナー》＋《サモン・フェンリル》で攻撃します。（ダイスを振る）21です！

ＧＭ：もはや、仲間の絆を失ったウッドゴーレムに、回避する術すべはなし！（一同笑）

キュリア：では、《マジックフォージ》も使っちゃいますね。ダメージロールは12Ｄ＋６で……（ダイスを振る）56点の魔法ダメージ！

ＧＭ：耐たえられるかっ!!（一同笑）

ハヤト：どかーん（笑）。




　キュリアの魔ま術じゆつにより最後のウッドゴーレム改は倒たおれた。

　あとに残るは、銀の籠手アガートラーム。




ハヤト：さっ、プリム姉ちゃん。籠手を解かい放ほうしなよ。

プリム：はいっ！




　ウッドゴーレムたちの残ざん骸がいを避けて、宙ちゆうに浮かんでいる水晶へと歩あゆみ寄よるプリム。水晶の中には一組の銀色の籠手が見える。

　そして──。




ＧＭ：プリミラが手を伸のばすと、一いつ瞬しゆんだけ水晶の輝きが強くなる。それはまるで触ふれようとする者を拒こばむかのようにも見える。

プリム：こ、拒まれてますよっ！

ジェイス：大丈夫、キミは〝薔薇の巫女〟。それを手に取る資格がある。自分を信じるんだ。

プリム：は、はい！　じゃあ、水晶に手を触れますっ！

ＧＭ：すると〝薔薇の武具〟は、プリムを〝薔薇ばらの巫女みこ〟と認にん識しきしたのか、すぐに光は収おさまり、静かに消えていく。その瞬間、ローズ色の水晶はガラスが砕けるような甲高い音ともに砕け散り、その破片が光の粒子へと変わっていく。そのあとには、変わらず宙に浮かんでいる銀の籠手──アガートラーム。

プリム：（大きく深呼吸をしたあと）アガートラームを手に取ります。

ＧＭ：プリムに触ふれられたアガートラームは、ゆっくりとその重さを取とり戻もどし、プリムの手に収おさまる。と、部屋に漂っていた嫌な雰囲気もフッと消える。

ハヤト：どうやら、トラップも消えたようだね。

プリム：お姉ちゃんやったよ、セシリー。

ジェイス：だが、クライマックスにしてはあっけないな。

ＧＭ：いいところに気づいたね（にやり）。

ジェイス：おそらく、あいつだな。

プリム：あいつ？

ＧＭ：そう、キミたちがアガートラームに気を取られている隙すきに──。




　最後の部屋へとゆっくりと歩みを進める影かげがあった。







◆Climax02◆真しんの決勝戦




　さまざまなトラップを乗のり越こえ、〝銀の籠手〟アガートラームを手に入れたプリム。

　だが、喜びも束の間、部屋の入口から迫せまる殺気！

　四人が振ふり返かえると、そこにはコロシアムで出会ったあの男が立っていた。




ＧＭ：では、シーンを改めよう。クライマックスフェイズの２シーン目だ。

プリム：え？　２シーン目？

ジェイス：ふっ、やはりこれで終わりではなかったか。

ハヤト：だよね。まだ、あいつが残ってるからな。

ＧＭ：もちろん（笑）。キミたちがゴーレムに勝利し、アガートラームを入手した直後。不意に背はい後ごから気配を感じる。

ジェイス：ここはお約束として言っておこう。そこにいるのは誰だ！　振り返るぞ。

ＧＭ：すると、いつの間に現われたのか、この部屋の入口近くの壁にひとりの男がもたれかかっている。「〝薔薇の武具〟を解放してくれて、感かん謝しやする──」

プリム：知っている人ですか？

ＧＭ：もちろん。コロシアムで競い合ったひとりだ。

プリム：あっ！　もしかして……。

ＧＭ：そう、決勝戦でヘッジホッグと戦うはずだったオルタネイトだ。彼はゆっくりと姿勢を起こし、キミたちの方へと向き直るとこう言う。「やはり、キミが〝薔薇の巫女〟のひとりだったか」

プリム：〝薔薇の巫女〟のことを知ってる？

キュリア：あなたは、いったい何者ですか？

ＧＭ：ゆっくりと近づきながら、オルタネイトは答える。「ここで倒れるキミたちに言う必要はないが……冥めい土どのみやげに教えてやろう。俺おれはゾハール教きよう団だんのオルタネイト」

ハヤト：おっと、ここはそろそろ教えるところかな。ゾハール教団っ!?　と、オレは驚おどろきの声を上げる（笑）。

ジェイス：ん？　ハヤトくん、なにか知ってるのか？

ハヤト：ゾハールを信奉している連中で、こいつらが〝薔薇の武具〟を狙っているんだよ。

ジェイス：（ハヤトに）ふっ、前々から怪あやしいとは思っていたが、どうやらキミもただの冒ぼう険けん者しやではなさそうだな。

ハヤト：まぁ、ね。くわしいことは、あとで教えてあげるよ。それよりも、今はこいつだ。

ＧＭ：「俺たちのことを知っているんじゃ、ますます逃がすわけにはいかなくなったな」そう言いながら腕組みするオルタネイト。すると、竜りゆうを象かたどった銀の腕輪が顕あらわになる。
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一同：やっぱり────っ!!

ＧＭ：そして、オルタネイトのうしろに数人の剣けん士したちがいるんだけど、そいつらも全員同じ腕輪をつけている。

プリム：じゃあ、この人たちがお姉さんやキュリアさんを襲おそった……。

ハヤト：ちょっと待って！　こいつらがここにいるってことは、上のアンジーさんは……。

ＧＭ：「あの爺じいさんか。抵てい抗こうするので少々黙だまってもらった」

プリム：ア、アンジーさんをっ!?

ＧＭ：「安心しろ、とどめは刺さしていない。だが、急がないと間に合わないかもしれんな」オルタネイトがそう言うと、その背せ中なかから小さい白竜と黒竜が顔をのぞかせ、ケラケラと大笑いする。

ハヤト：こ、こいつ……。

キュリア：その竜は？

ＧＭ：どうやらオルタネイトの使い魔のようだ。

ジェイス：こいつ、サモナーか……。

キュリア：じゃあ、ターチュが張はり合あいますよ！　同じファミリアとして負けられないと！

ジェイス：キミのファミリアは、ずいぶんと自じ意い識しきが強いな（笑）。で、コロシアムの競きよう技ぎ大会に出場したのも、プリミラくんの様子を探さぐるためか。

ＧＭ：「一度、実力を見たかったのでな。もっともレベルを下げる細工がばれて、戦うことができなかったが」オルタネイトは手足につけていた重りをゴトンゴトンと外す。

キュリア：わーお！（一同笑）

ジェイス：パワーリストにパワーアンクル。これはつまり、本気を出すという演出だな（笑）。

プリム：でも、大会でばれて失しつ格かくになっちゃったんですよね？

ハヤト：きっと、審しん判ぱんがエネミー識しき別べつでクリティカルしたんじゃない？（笑）

プリム：あ、なるほどぉ！

ジェイス：変なところに感心せんでよろしい（一同笑）




「戯ざれ言ごとはそこまでにしてもらおう。キミたちの選せん択たく肢しはふたつ。ここで俺と戦って苦しみながら殺されるか。それとも、〝薔薇の武具〟をあきらめて苦しまずに俺に殺されるか、だ」

　オルタネイトは、指を二本立てて選せん択たくを迫る。

　だが──。




ジェイス：フッ、どうやらキミは三つ目の選択肢を忘わすれているようだ。

プリム：かっこいいジェイスさん♪

ハヤト：ここはキミが言ってやりたまえ（笑）。

プリム：よし！　……どうやらあなたは三つ目の選択肢を忘れているようだ。

ハヤト：そうそう。

ＧＭ：「ほう、三つ目の選択肢？」

プリム：あたしはあなたを倒しますっ！　どどーん！

ジェイス：よく言ったぞ、プリミラくん！　しかも効こう果か音おんつきで！（一同笑）

キュリア：わたしからも、聞きたいことがあります。

ＧＭ：「ほう、なにかな？」

キュリア：あの日、アメリアさん率ひきいるヘッジホッグを襲おそったのはあなたたちですか！

ＧＭ：オルタネイトは、すっと口元を歪ゆがめて答えます。「……お前、あの時に逃げたメイジだな？　神殿の鍵を持っていきやがって、まったく面倒なことをしてくれたものだ」

プリム：──っ!?

キュリア：持っている杖つえをぎゅっと握にぎりしめます。

プリム：あなたがお姉ちゃんを……。あなたたちを絶ぜつ対たい許ゆるしませんっ！

ＧＭ：「許さない？　許さないねぇ。さて、どう許さないのかな？」オルタネイトは腰に吊るした拳けん銃じゆう──キャリバーを二丁引ひき抜ぬいて構える。「〝薔薇の武具〟を渡わたさないというなら仕方がない。それじゃあ、ここで真しんの決勝戦と洒落込もうか」というわけで戦闘だ！




●第１ラウンド

ＧＭ：では、クライマックス二度目の戦闘だ！　配置はオルタネイトとモブが同一のエンゲージで、キミたちのエンゲージから五メートルの距離に配置される。




▼行動値

　オルタネイト　　　13

　精鋭兵Ａ、Ｂ　　　11

　ハヤト　　　　　　10

　プリム　　　　　　９

　キュリア　　　　　７

　ジェイス　　　　　５
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ＧＭ：それでは、セットアッププロセス！　まずはオルタネイトから。《クイックフォージ》（＊）＋《ウェポンフォージ》（＊）。

ジェイス：おっ、武ぶ器きを強化してきたぞ！

ＧＭ：オルタネイトの持つ魔導銃に錬れん金きん術じゆつの紋もん様ようが浮うかび上がる。（ダイスを振る）錬金術判定は成功。さあ問題はここだ。どのくらい強化できるか……（ダイスを振る）14点しか強化されない。残念！

ハヤト：次はこっちの番だ。プリム姉ちゃん、まずは《陣形》だよ！

プリム：はい、《陣形》です！

ハヤト：よし！　ここで敵のエンゲージに向かってダッシュ。うりゃー！

キュリア：わたしは四メートル下がります。

プリム：あたし、どうしよう？　やっぱりエンゲージでしょうか？

ジェイス：……いや、オルタネイトの方が先に動くから、向こうの行動が終わったあとにエンゲージした方がいいかもしれん。

プリム：なるほど、ちょっと待ってみるんですね。

ジェイス：そのとおりだ。プリムくんも戦いというものが、だんだんと分かってきたじゃないか。

プリム：はいっ！　じゃあ、待ちます。移動はせずにこのまま。

ＧＭ：「なに？　動かないだと？」予想外の行動に、ちょっぴり動揺するオルタネイト（笑）。

ジェイス：ほぅ、どうやら当てが外れたようだな。

ＧＭ：そ、そんなことないよ（一同笑）。

プリム：動揺してます、動揺してます（笑）。

ジェイス：なら、私わたしもこのままだな。次は私の《ヘイスト》だ。キュリアくんにかけよう。（ダイスを振る）判定は成功。効果は（ダイスを振る）……３だ。

キュリア：３!?

ジェイス：キュリアくんの【行動値】は10になった。

キュリア：それじゃ先手が取れませんよっ!?

ジェイス：まぁ、こういうこともある。気にするな。

ハヤト：さすがだよ、ジェイスさん（一同笑）。

ＧＭ：で、セットアップ終わり。くそー、なんてこったい。まぁ、いいや！　先手を取ったオルタネイトが、部下の精鋭兵Ａに《エンカレッジ》（＊）を使う！

ハヤト：え？　でも、オルタネイトの次は精鋭兵でしょ。それ、意味ないんじゃ……。

ＧＭ：う、うん。そうなんだけどね。ジェイスの《ヘイスト》で先に誰だれかが動くかと思ってたんだけど……。

ハヤト：出目が悪くて当てが外れた？

ＧＭ：そういうこと。それに、たぶんここでしか使うタイミングがない（笑）。

ジェイス：はははははは！　作戦成功！

一同：偶ぐう然ぜんだろっ！（一同笑）

ＧＭ：とゆーわけで、精鋭兵たちはハヤトに攻撃する。

ハヤト：まぁ、オレを攻撃するしかないよな（笑）。

ＧＭ：だが、精鋭兵の判定の直前に、オルタネイトが《アドバイス》を使って指し示じを出します。「目の前のガキを挟はさみ込こめ！」

ハヤト：《アドバイス》（＊）？　セージのスキルじゃん！

ＧＭ：ふっふふふ！　うりゃ！（ダイスを振る）命中判定の達成値は26。的てき確かくなオルタネイトの指示が、ハヤトを追おい詰つめる！

ハヤト：これはクリティカルしないと無理だよ！（ダイスを振る）ムリ！

ＧＭ：そして、さらにここでオルタネイトが《ディスコード》を使用。

ジェイス：今度はバードかっ!!

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは44点。

ハヤト：こ、これは、ちょっと死ねるかも（笑）。

ジェイス：骨ほねは拾おう。

ハヤト：骨を拾う前に《プロテクション》をくれっ！（一同笑）

ジェイス：お？　そうだ、そうだ。《プロテクション》だ。（ダイスを振る）おお、いい目が出た！　かなり減へらせるぞ。26点軽減した。

ハヤト：ひゃほーいっ！　それなら10点しかＨＰダメージを食らわないぜ！

ＧＭ：なにぃ──────っ！




　オルタネイトの指示にしたがって、的確にハヤトに刃やいばを振ふるう兵士たち。

　渾こん身しんの一撃が決まったと思いきや、ジェイスが放った魔法の障しよう壁へきが見事に弾はじいた。

　ハヤトは、わずかな手て傷きずを負っただけだ。




ＧＭ：……くっ、結構気合いの入った一撃だったのに。次はオルタネイトの行動なんだが……どうしよう。

プリム：悩なやんでる、悩んでる♪

ハヤト：あっ！　きっと、前に出たオレとプリムをまとめて攻撃しようとしたけど、目もく論ろ見みが外れたんだよ（笑）。

プリム：そっか、あたしが《陣形》で前に出なかったから……。

ＧＭ：くっ！　だが、そのとおりだったりする（笑）。よし！　ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーで《アースバレット》をプリムに！

一同：今度は魔法っ!?

ＧＭ：魔導銃を構かまえながら、いきなり魔法を唱えるオルタネイト（笑）。

ジェイス：いったいいくつ、クラスを経けい由ゆしてるんだよ、こいつ！

ハヤト：だけど、ここで《アースバレット》は痛いたいよ。ダメージを受けるとプリム姉ちゃんが移動できなくなる。

ＧＭ：そして、命中判定の前に《ダンシングヒーロー》を使う！

プリム：ええ、あたしと一緒!?　ダンサーのスキルも持っているのっ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）うわっ、微び妙みようだ……。ならば《シークレットアーツ》（＊）を使って、ダイスを二個振り直す。

ハヤト：今度はオレと同じ、ニンジャのスキルだよ。

ＧＭ：（ダイスを振る）よしっ！　命中判定の達成値は22！

ハヤト：プリム姉ちゃん、ここはがんばって避けるところだ。当たったら［スリップ］で移動できなくなる。

プリム：は、はいっ！




　セージ、バード、メイジ、ニンジャ、ダンサーとさまざまな技わざを繰り出し、プリムたちを翻ほん弄ろうするオルタネイト。

　だが──。




プリム：フェイトを２点使って、さらに《ダンシングヒーロー》も使います。ダイス目は……（ダイスを振る）ぴったり22！　よかったぁ[image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：これも外れたっ！　くそー、さっきのゴーレムからこっち、攻撃が当たらないっ！なんでだっ！

プリム：あたしもダンサーなんですよ、オルタネイトさん！（笑）

ＧＭ：「ぎりぎりで回避するとは嘗なめがって……」必殺の一撃をかわされ、苦虫を噛み潰したような顔をするオルタネイト。だが、まだこちらの攻撃は続くぞ。次は残りの精鋭兵の行動。やはり、目の前にいるハヤトを攻撃。命中判定には、もう一度オルタネイトの《アドバイス》が乗って、判定のダイスは５Ｄだ。（ダイスを振る）25で命中！

ハヤト：（ダイスを振る）ダメ、回避できない。

ＧＭ：だが、今回は《ディスコード》がないので、ダメージロールは３Ｄ＋18。そりゃ！（ダイスを振る）おっ、でもダイス目が16とよかった。34点！　精鋭兵たちが一斉にハヤトに襲いかかる。

ジェイス：《プロテクション》で軽減、（ダイスを振る）ふっ、21点軽減だ。

ハヤト：お、すごいぜ。ダメージは５点しか食らわない。

プリム：ジェイスさんすごーい。

ＧＭ：では、次はキュリアとハヤトの行動だ。

キュリア：じゃあ、わたしから行きます。マイナーで《ハイサモナー》、メジャーで《サモン・フェンリル》です！　オルタネイトと精鋭兵をまとめて攻撃します！

ジェイス：そして私は《ディスコード》の準じゆん備び（笑）。

キュリア：（ダイスを振る）魔術判定は21！

ＧＭ：くそー、《ハイサモナー》が辛つらすぎる。マイナス１Ｄされてると、その時点で回避することができない！

キュリア：では、《マジックフォージ》も使います（笑）。

ジェイス：うむ。こちらも《ディスコード》だ。

キュリア：いきます！（ダイスを振る）50点の魔法ダメージです。

ジェイス：さらに22点プラスだ。

キュリア：ということは、〈無〉属性の72点魔法ダメージ！




　キュリアの願いを受け、フェンリルの咆ほう吼こうが周囲に響ひびき渡わたる。

　精鋭兵たちはみな剣を捨すて、両手で耳を塞ふさぐ。が、その程てい度どでフェンリルの力を防ふせぐことができるはずもない。

　オルタネイトの部下たちは次々と意い識しきを失い、崩くずれ落おちていく。




ＧＭ：そんなダメージ、耐えきれるはずがない。精鋭兵たちは全員、戦闘不ふ能のう！

キュリア：やりました！　この調子でオルタネイトも──。

ＧＭ：しかし、オルタネイトはここで《ガーディアン》（＊）を使用！

ジェイス：やはり持っていたか。使い魔を二体持っているから怪しいとは思っていたが。

ＧＭ：黒竜が翼つばさを広げ、オルタネイトをかばう。これで50点軽減だ。そして、《サモン・フェンリル》による［威い圧あつ］は《インデュア》（＊）で打ち消す。

ハヤト：《インデュア》まで持ってるのか。

ＧＭ：もちろん（にやり）。さて、次はハヤトだ。

ハヤト：よしっ！　マイナーで《カメレオンスキン》を使うんだが、ここで《祝福》を使って欲ほしい。ＭＰが足りないんだよ（笑）。

プリム：はい、《祝福》を使います！　ハヤトくん、がんばって！

ＧＭ：では、全員のＭＰが全ぜん回かい復ふくする。

ハヤト：そして、十分英気を養った直後にメジャーアクションで《サプライザル》だ！　オルタネイトの目の前で姿を消して、まうしろから攻撃するぜ！

ＧＭ：「ふっ、その技は競技大会の時に見せてもらった」と言ってみる。

ハヤト：なに？　なんかスキルを持っているのか？　しかし、もう攻撃するしかない。（ダイスを振る）23で命中！　隙ありっ!!

ＧＭ：だが、見ているだけで対たい応おう策さくがあるわけじゃなかったりするんだ、これが。

ハヤト：はったりかよ！（一同爆笑）

ＧＭ：うん。（ダイスを振る）ダイス目は７なので、回避失敗。

ハヤト：なら、ここで《ピアシングストライク》！　（ダイスを振る）43点のダメージだ！




「ちっ！　小こ賢ざかしいフィルボルめ！」




　背後からの思わぬ一撃を受けたオルタネイトが、吐はき捨すてるように悪あく態たいをつく。にやりと笑みを浮うかべるハヤト。だが、その笑みがすぐさま凍こおりつく。オルタネイトの傷きずが、みるみるうちに塞ふさがっていくのだ。




ＧＭ：次はプリミラの行動だが、そのイニシアチブプロセスでオルタネイトが《クイックヒール》を使用！

ジェイス：なんだとー!?（笑）

ハヤト：本当にいろいろやってくるな。

ＧＭ：「〝神竜〟ゾハールよ。御おん身みの下しも僕べの傷を癒いやしたまえ」（ダイスを振る）39点回かい復ふく！淡あわい光が包むと、さっきハヤトに受けた傷がみるみるうちに回復していく。「俺に《クイックヒール》を使わせるまでよく追おい込こんだな。褒ほめてやろう。だが、ここまでだ」

プリム：まだまだです！　もっと追い込みますよっ！　次はあたしです！　マイナーで《ソードダンス》、そしてメジャーで《バッシュ》です。さらには、《ボルテクスアタック》もいっちゃいます！　フェイトを１点使って命中のダイスを増ふやして……（ダイスを振る）達成値は24ですっ！

ＧＭ：では、その攻撃に対して《ストライクバック》（＊）を宣言！

プリム：えっ、なんですかそれ!?

ハヤト：防御を捨てて殴なぐり返かえしてきたんだよ。

プリム：ええええ、そんな捨すて身みの攻撃を!?

ハヤト：でも、本当にいろんなことをするなぁ。今度はサムライのスキルだよ（笑）。




　プリムが剣を振ふり下おろすに合わせ、オルタネイトは防御を捨て、魔導銃キヤリバーの銃把で殴なぐり返かえそうとする。

　が──。




ＧＭ：……問題は、こっちが24以上を出せるかどうかだ。えいっ！（ダイスを振る）

プリム：お願い、出ないでっ!!

ＧＭ：……合計で達成値は22！　ダメだ、届とどかないっ！

プリム：や、やった！（笑）。

ＧＭ：オルタネイトの反はん撃げき失敗！

プリム：じゃあ、ここで《スラッシュブロウ》も使って……えいっ！（ダイスを振る）これは来ました！　来ましたよっ！　[image: ]点ですっ!!

ジェイス：お、[image: ]点超こえた！

ＧＭ：反撃を試みようとしたオルタネイトだが、プリムの攻撃があまりに鋭するどいためにそれもかなわない。だが、まだ倒れない！

プリム：ま、まだ倒れないんですか!?　すごい、いい手て応ごたえがあったのに……！

ジェイス：さすが、ノービスクラスで失格になっただけはある。

ＧＭ：「失格は関係ないだろうがっ！」（一同笑）　で、ここでジェイスの行動なのだが、その前のイニシアチブプロセスでオルタネイトが割わり込こむ。

一同：今度はなんだ!?

ＧＭ：《アデンダム》（＊）を使用！

ジェイス：こいつ、スカウトだったか！（一同笑）

ハヤト：その《アデンダム》はオレの《インタラプト》で打ち消すよ！

ＧＭ：それは読んでいたので、さらに《インタラプト》で打ち消し！

ハヤト：ああ、そうか。向こうもシーフを経由してるから！

ＧＭ：そのとおり。そしてマイナーで《トリックショット》（＊）、メジャーで《ワイドアタック》で、ハヤトとプリムをまとめて攻撃だ！　くるっと背中を向けたかと思うと、振ふり向むきざまに銃じゆう弾だんを浴びせる！（ダイスを振る）命中は21。ハヤト、プリムに44点の貫かん通つうダメージだ！

ハヤト：オレ、そのダメージ耐たえられないかも……。

ジェイス：だが、《プロテクション》はどちらかにしか使えないぞ。

プリム：あ、あたしはウィガールを使いますから、ジェイスはハヤトくんを！

ジェイス：分かった。では、私はハヤトくんに《プロテクション》だ。

プリム：（ダイスを振る）ウィガールの力で、25点軽減です！　ありがとう、ウィガール！

ＧＭ：「くっ！　ウィガールの能力かっ!?」

ジェイス：（ダイスを振る）こっちは17点軽減だ。

ハヤト：おおー、なんとか助かってる！　残りＨＰが７点（笑）。

ジェイス：よし、プリミラくんに《ジョイフルジョイフル》だ。食らってるダメージが心配だが、まだこっちには《蘇そ生せい》があるからな。（ダイスを振る）判定は成功。いくんだ、プリミラくん！

プリム：はいっ！　マイナーで《ソードダンス》、メジャーで《バッシュ》で攻撃です！（ダイスを振る）達成値は21です！

ＧＭ：ならば、《ストライクバック》二回目！

プリム：またですかー、さっき当たんなかったじゃないですか！

ＧＭ：いや、今回のプリムの攻撃は先ほどの鋭するどさはない。（ダイスを振る）よしっ！　21で成功！




　再びプリムの攻撃に合わせて、反撃を試みるオルタネイト。

　直前に受けたダメージのためか、プリムの剣に切れがない。オルタネイトの一撃が、見事にプリムへと命中する。




ＧＭ：これで、こちらもダメージを受けるが、プリムに50点のＨＰロスだ！

プリム：うわっ、そんなに!?　さっきのダメージがあるから倒れちゃいますよ！

ハヤト：だったら《蘇生》だよ、プリム姉ちゃん。

プリム：あ、はいっ！　《蘇生》を使用します！

ＧＭ：全員の身体を温かい光が包み込むと、みるみる傷が癒えていく。神々の加護により、ＰＣはＨＰ回復。だが、プリムは回復した直後にＨＰロス50点を受ける。

プリム：そ、そうすると、残りＨＰは12点です！　た、助かりましたっ！　次はこっちのダメージですね！　残ってるフェイトを１点使って、ダメージは８Ｄ＋21でいきます！（ダイスを振る）えっ！　56点のダメージです。どうですかっ!?

ＧＭ：「案外やるじゃないか、小こ娘むすめ……」オルタネイトは傷きず口ぐちを押おさえながらも、まだプリムをにらみながら立っている。

プリム：こっちも妹の命が掛かっているんです。絶対に負けられないんですっ！





（＊）《クイックフォージ》　アルケミストのスキル。《ウェポンフォージ》などがセットアッププロセスで使用できるようになる。

（＊）《ウェポンフォージ》　アルケミストのスキル。武器攻撃のダメージを上昇させる。

（＊）《エンカレッジ》　ダンサーのスキル。イニシアチブプロセスに対象を行動させる。

（＊）《アドバイス》　セージのスキル。対象の判定を＋１Ｄする。

（＊）《シークレットアーツ》　ニンジャのスキル。攻撃の命中判定のダイスを三個まで振り直しする。

（＊）《ガーディアン》　サモナーのスキル。対象のダメージを軽減する。

（＊）《インデュア》　モンクのスキル。バッドステータスを即座に回復する。

（＊）《ストライクバック》　サムライのスキル。白兵攻撃に対するリアクションを命中判定で行ない、これに成功すると白兵攻撃を行なった相手にＨＰロスを与えることができる。

（＊）《アデンダム》　スカウトのスキル。イニシアチブプロセスにメインプロセスを行なう。

（＊）《トリックショット》　レンジャーのスキル。自身が行なう射撃攻撃に対してリアクションができなくなり、さらに貫通ダメージとなる。






●第２ラウンド

▼行動値

　オルタネイト　13

　ハヤト　　　　10

　プリム　　　　９

　キュリア　　　７

　ジェイス　　　５

[image: ]




ＧＭ：そして、第２ラウンドのセットアップだ。こちらはもうなにもできない。

ジェイス：ふっ。だが、こちらにはまだ切り札が残っているのだよ。プリミラくんの《ボルテクスアタック》を《ファイトソング》で復ふつ活かつだ。さあ、再びキミに力が満ちるぞ！

プリム：はいっ！　ありがとございますっ!!

ＧＭ：だが、行動はオルタネイトの方が先だ。ムーブアクションはなし、マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《アースバレット》。ハヤトとプリミラに魔法攻撃だ！（ダイスを振る）よしっ！　来たぁ───────っ!!




　テーブルの上には６ゾロのダイス！




ハヤト：うわっ！、ここでクリティカルかよっ！

プリム：きたーっ!!

ハヤト：こうなったら、１点だけ残して回避判定にフェイトを使う。えいっ！（ダイスを振る）よしっ！　こっちもクリティカルだぜっ!!

一同：おぉ──────っ!!

ＧＭ：な、なにぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?

ジェイス：またクリティカルかよ。今日はよく出るな（笑）。

ＧＭ：まったくだ！　うぉ[image: ][image: ]、せっかくのクリティカルが……。雨あめ霰あられと降ふる石飛礫つぶての中、ハヤトはかろうじて回避に成功する！

プリム：じゃあ、あたしも！　（ダイスを振る）ああっ、５、６!?

ハヤト：惜おしい、惜しいよ!?

ＧＭ：ならば、ここでダメージに《マジックフォージ》を宣言だ。これでダメージロールはクリティカルの分を入れて、13Ｄ＋５！

プリム：そ、そんなにっ!?

ＧＭ：「残念だったな、小娘。これでジ・エンドだ」（ダイスを振る）47点の〈地〉属性魔法ダメージ。

プリム：あ、あたし、あと12点しかＨＰ残ってませんっ！




「アメリアお姉ちゃん、セシリー……、ごめん！」




　迫せまり来くる石飛礫に目を固くつぶり、プリムは姉妹たちに詫わびる。

　だが、いつまでも経たっても石飛礫が当たる気配がない。




ジェイス：安心しろ、プリミラくん。ここで《アフェクション》を使用。これでプリミラくんのダメージは０だ！

ハヤト：土つち煙けむりが晴れると、無傷で立っているオレとプリム姉ちゃん！

ＧＭ：「なに？　馬ば鹿かな、直ちよく撃げきのはずだっ!?」と驚きよう愕がくするオルタネイト（一同笑）。

ハヤト：「当たらなければ、どうということはないんだよ！」マイナーで《カメレオンスキン》、メジャーで《サプライザル》で攻撃だ。（ダイスを振る）……18で命中！

ＧＭ：もう《ストライクバック》は使用できない。普ふ通つうに避よけるしかないが……（ダイスを振る）19！　よし！　避けたっ!!

ハヤト：うわっ！　避けられたっ!?

ＧＭ：「お前の攻撃は見切ったと言っただろう」

ハヤト：いや、さっき当たってるから（一同笑）。

プリム：じゃあ、これならどうですかっ！　マイナーで《ソードダンス》からの《バッシュ》、そして《ボルテクスアタック》です。（ダイスを振る）18で命中しました！

ＧＭ：それならば、11以上が出れば……（ダイスを振る）９！　ダメだ、出ない！

ジェイス：ではそれに《ディスコード》。残っているフェイトも５点使おう（笑）。

ＧＭ：そんなに残ってんのかっ!?

プリム：いきますよぉ[image: ][image: ][image: ]。えいっ！（ダイスを振る）87点ダメージ！

ジェイス：こっちの《ディスコード》は31点だ。

プリム：じゃあ、……[image: ]点のダメージです!!

ＧＭ：二度目の[image: ]点超えだとっ!!

プリム：セシリーのために、あたしは〝薔薇の武具〟を持ち帰るんです！




　妹を想うセシリーの一撃が、振ふり下おろされた。

　気合い十分の鋭い剣はきれいな弧こを描えがき、オルタネイトへと迫る。そのスピードを見切ることはできない。

　多た彩さいな技を誇ほこる刺客も、ここでようやく膝ひざをつくのだった──。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆〝薔薇ばらの刻こく印いん〟の秘ひ密みつ




　力尽き、その場に倒たおれたままのオルタネイト。その両手から魔導銃がこぼれ落ち、もはやグリップを握にぎる握力すら、残されていなかった。

　だが、なぜかその顔には不ふ敵てきな笑みが浮うかんでいた──。




ＧＭ：それでは、ここからはエンディングフェイズとなる。キミたちの目の前に倒れたオルタネイトがいる。もう動くこともできないのか、倒れたままだ。

ジェイス：我われ々われの勝ちだ。さあ、神しん殿でんでいろいろ吐はいてもらおうか。

ＧＭ：だが、オルタネイトはジェイスのそんな言葉に嘲ちよう笑しようを返す。「……貴き様さまら、これで勝ったと思っているだろう？」

ジェイス：ほう、この状態でまだそんなセリフが吐けるとはな。

ハヤト：こいつ、自分の立場が分かってないな！

ＧＭ：「立場が分かっていないのはそっちだ。すでに、ゾハール教きよう団だんの増ぞう援えんがここに向かっている」

プリム：ゾハール教団の増援!?

キュリア：えっ、敵てきが来ているってことですか？

ＧＭ：「精せいも根こんも尽つき果はてたお前たちに、もはや勝ち目はないんだよ！」

プリム：ど、どうしよう!?

キュリア：急いで逃にげた方がいいんじゃないですか!?




　慌あわてるプリムたちの様子を楽しそうに眺ながめているオルタネイト。

　だが、それも新たなる侵しん入にゆう者しやの一言で消えてしまう。




ＧＭ：と、キミたちの背後から聞き覚えのある男性の声が響く。「残念ですが、増援は来ませんよ──」

一同：誰だれだっ!?

ジェイス：も、もしや……。振ふり返かえってみるぞ。

ＧＭ：そこにいたのはギルバートだ。

ジェイス：やっぱり、お前かよ！（笑）

ＧＭ：そして、ギルバートの隣となりにはアンジーの姿すがたもある。

プリム：アンジーさん、無事だったんですね！

ＧＭ：すでにギルバートが治療したのか、怪我は回復しているようだ。そして、ギルバートはオルタネイトに向かってこう言う。「すでにクラン＝ベルにあるゾハール教団の拠点は、神殿から派遣された冒険者が押さえているはずです。いやー、残念でしたね」その言葉に悔しそうな表情を見せるオルタネイト。

ジェイス：ちょっと待て。なんでそんなことまで知ってるんだ？　お前いったい何者だ？

ＧＭ：「え？　私ですか？　ただの〝聖都〟ディアスロンドの神官ですよ。まぁ、神聖騎士も兼ねていたりしますけど」

ジェイス：どこがただの神官だよっ！

プリム：神聖騎士？

ＧＭ：〝聖都〟ディアスロンドの保有する騎士団に所属している騎士のこと。めったなことがない限り、出張ってはこない連中だ（笑）。

キュリア：でも、そんな人たちが出てくるってことは？

ＧＭ：「そのとおりです。これがなかなか、大変なことになっているんですよ」で、そんなところでギルバートはプリムに挨あい拶さつをする。「ご無ぶ沙さ汰たしてます。試験の前に一度お会いしましたね」

プリム：ギルバートさん、おひさしぶりです。

ハヤト：い、一いち応おう言っておこう。〝薔薇の武具〟は渡わたさないからね？

ＧＭ：「ご安心ください。〝薔薇の武具〟はプリミラさんが持っている方がよいでしょう。実はウィガールをあなたに任まかせるようソーンダイクさんに進言したのは私わたしなんですよ」

ジェイス：お前かよっ!?

ＧＭ：「それに、あなたの立場も理り解かいしているつもりです」ギルバートは、ハヤトに意味ありげな微笑ほほえみを向ける。

ジェイス：おぉ、そういえばハヤトくんは、ゾハール教団のことを知っていたようだったな。あれはどういうことかな？

ハヤト：ちぇ～っ！　ここらが潮しお時どきかな──と、言いつつ、そろそろばらすつもりだったけどね（笑）。実はオレ、ネオ・ダイナストカバルの怪かい人じんなんだよ。

ジェイス：（わざとらしく）なんだってぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：「あ[image: ][image: ]、ジェイスさん。その件けんでしたら、すでに神殿とネオ・ダイナストカバルの間には休戦協定が結ばれていますから、なんの問題もなしです」

ジェイス：（再ふたたび）なんだってぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同爆笑）。

ハヤト：あれ？　ジェイスさんは聞いてなかったんだ。なんでも、大だい首しゆ領りようと神殿上じよう層そう部ぶの間で相談して決めたらしいよ。で、〝薔薇の武具〟を狙ねらっている連中の名前は、ゾハール教団っていうんだって。これはさっきも言ったっけ。

ジェイス：（ギルバート）なんで、そんな大事なことを言わないんだね。

ＧＭ：「いやぁ～、言わない方がいろいろと面白いかと思いまして。おかげでゾハール教団の尻しつ尾ぽも掴つかむことができましたし……」

ジェイス：それで、お前はコロシアムにいたのか！

ＧＭ：「はい。というわけでジェイスさん。今後はネオ・ダイナストカバルのハヤト──いや、ハサミカメレオンさんとのご協力をお願いしますよ」

ハヤト：ネオ・ダイナストカバルのハサミカメレオンだよ。よろしく！




　そう言いながらハヤトがジェイスに握あく手しゆを求めた時──




ＧＭ：「……そうか。本格的に神殿とネオ・ダイナストカバルが動き出したか」倒れたまま、オルタネイトがつぶやく。

一同：ん？

ＧＭ：「ならば、いいことを教えてやろう」

プリム：いいこと？

ＧＭ：その言葉にギルバートが素早く反応するが、それよりもオルタネイトの方が早く口を開く。「その〝薔薇の刻印〟には、〝神しん竜りゆう〟ゾハールの呪のろいが掛かけられている」

プリム：呪い？

ＧＭ：「そう呪いだ。かつて〝薔薇の巫女みこ〟のひとりが魔族の力を得て、〝薔薇の武具〟なるものを作り、ゾハールに造ぞう反はんした。……造反そのものは失敗に終わり、そこで事じ件けんの幕まくは引かれたかに思えたのだが──ゾハールは気がついた。造反を企たくらんだ巫女は消えたが、〝薔薇の武具〟は残されたことを。そして、武具は〝薔薇の巫女〟であれば誰でも扱あつかえることに」

一同：……。

ＧＭ：「自分の世話をさせる巫女はひとりいればいい。そこで、その時にお気に入りだった〝紅あかの刻印〟の巫女だけを残し、ゾハールはその他のすべての巫女に呪いを掛けた」

キュリア：その呪いって……。

ＧＭ：「────〝刻印〟が出しゆつ現げんしてから三六五日後、巫女がひとりにならない限かぎり、全員の巫女が死ぬ」

ハヤト：じゃあ、プリム姉ちゃんとセシリー姉ちゃんは、どっちかが死ぬってこと!?

ＧＭ：「だが、助かる方法はふたつある。ひとつは〝薔薇の武具〟を使って、ゾハールの力を断たち切きることだ」

ジェイス：我々が考えている方法だな。

ＧＭ：「だが、この方法ではひとりしか助けることはできん。なぜなら、その力を使うと、またしても〝薔薇の武具〟は散り散りになってしまうからだ。前の時から四年が経たって、ようやくいくつかの場所が分かったくらいだ。一年でもう一度集めるのは難むずかしい」

キュリア：でも、セシリーちゃんを助ければ、プリムちゃんは死なないですよ。薔薇の巫女がひとりに……あっ！

ジェイス：そうなんだよね（笑）。

ＧＭ：「残念だったな。すでにお前とお前の妹の他に、〝薔薇の巫女〟が覚かく醒せいしてるんだよ！」

一同：や、やっぱり[image: ][image: ]！

ＧＭ：「安心しろ。さっきも言ったとおり、巫女がひとりになれば、その巫女だけは助かるぜ」オルタネイトは嫌らしい笑みを浮かべながら、からかうような口調で言う。

ハヤト：おい、お前！　適てき当とうなこと言うなよ！　とりあえず掴つかみかかるぞ。

ＧＭ：「適当なことじゃあない。刻印には呪いがかけられている。助かるのはひとりだけ。残り一年足らずで巫女がひとりにならない限り、全員呪いで死ぬ。嘘うそだと思うなら、そこの神官に聞いてみるといい──」

プリム：じゃあ、ギルバートさんを見ますけど……。

ＧＭ：オルタネイトの「呪い」という言葉を止められなかったことを悔いているのか、ギルバートはすまなそうに告げる。「そいつの言うことは……事実です」

プリム：そ、そんなことって……。

ＧＭ：「安心しろ。お前が残りの巫女を全員殺し、自分が自害すれば妹は助かる」

プリム：そ、そんな……。

ＧＭ：「ついでに、その覚醒した巫女の情じよう報ほうを教えてやろう」

プリム：覚醒した巫女？




　プリムの問い掛けに、オルタネイトはにやりと笑いながら言った。




「そいつの名はシェフィル、シェフィル・グラニーだ。お前たちもコロシアムで会っているだろう？」




ＧＭ：「とりあえずは〝薔薇の武具〟でも集めるんだな。少なくとも、それでひとりは助かる。まぁ、向こうもそう思っているかもしれないがな」

プリム：そ、そんな……。

ＧＭ：「それじゃあ、あばよ！　偉い大だいなるゾハールよ！　我が魂を御身の許へ！」そう言うと、オルタネイトはその場で奥おく歯ばをガリッと砕くだく。

キュリア：あっ──!?

ＧＭ：と、口元から血がつぅ～と流れ出す。ギルバートが慌あわてて駆かけ寄よってオルタネイトの脈を取るが、ゆっくりと首を横に振ふった。

ジェイス：自害したか……。




〝薔薇の巫女〟は、ひとつの時代にひとりしか存そん在ざいできない。

〝薔薇の刻印〟が刻きざまれれば、一年でゾハールの呪いによって死し亡ぼうしてしまう。それを防ふせぐ方法はある。しかし──。

　プリムとセシリーに刻まれた〝純じゆん白ぱくの刻印〟は、ふたりにいかなる運命をもたらすのであろうか。




　───今はまだ、知るものはいない。








アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス

みっしょん２「〝薔薇の武具〟はどこですか？」

─ＦＩＮ─



[image: ]







あとがき




　とゆーことで、あとがきでございます。

『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』の第二巻かん、いかがでしたでしょうか？

　さっそく『シュヴァルツ』シリーズとのクロスオーバーも始まっていたりもしていますが、基き本ほん的てきには本シリーズだけでも、物語が分かるようになっている部分は変わりません。ただ、『ルージュ』や『シュヴァルツ』を合わせてお読みいただくことで、別の楽しみが加わることは間ま違ちがいありません。

『ルージュ』シリーズも電子書しよ籍せきとしてBOOK☆WALKERでの発売が開始されています。まだ読んだことがない方は、この機会にお読みいただければうれしく思います。

　さて、さっそくシナリオのネタバレと参りましょう。例によって本ほん編ぺんをまだ読んでいない方はすみやかにページを閉とじて、まずは本編からどうぞ。




●みっしょん２「〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟はどこですか？」

　さて、今回はすでにアメリア姉さんが手に入れていた〝薔薇の武具〟を手に入れる話です。旧きゆうヘッジホッグの〝死の倉庫〟というダンジョン＆競きよう技ぎ大会という二本を柱として構こう成せいされています。ネタに溢あふれた競技大会はあとに回して、まずはダンジョンから解説いたしましょう。いや、ダンジョンにネタが溢れていないわけではないですけど（笑）。

　ダンジョンのネタは実じつ際さいに読んでいただくとして、実はこのダンジョン、仕し掛かけを知っていれば簡かん単たんに回かい避ひできるようになっています（なにしろ、ただの倉庫ですから）。

　戦闘は最初の扉とびらの［鍵かぎＢ］を解かい除じよすれば回避できますし（ただし、ＰＣは回避できない）、［溶よう岩がん］は《フライト》、［ブラックアウト］は《マジックキャンドル》があれば余よ裕ゆうでクリアできます。もっとも、ＰＣが取得しないであろうことを前ぜん提ていでシナリオを組んでいますので、ＰＣにとっては障しよう害がいとなるわけですが。この辺りはダンジョンの構こう造ぞうに意味を持たせている、と思っていただければと思います。

　また、クライマックスに登場するウッドゴーレム改、ゾハール教きよう団だんのオルタネイトもちょっと工夫をこらしてみましたが、いかがでしたでしょうか？　こういう戦闘も変わった感じがして面白いかと思います。参考にしてくださいませ。

　そして、話が前後しますが冒ぼう険けん者しや競技大会！

　ゲストで参加してくださった荻原秀樹おぎはら・ひできさん！　お忙いそがしい中、ありがとうございました。『シュヴァルツ』のネタ同様、これもプレイヤーのおふたり（上村さん、小島さん）には内ない緒しよのサプライズです。商品化されているリプレイならではの楽しみ方ではありますが、昔のＰＣを引ひっ張ぱり出だしてセッションに参加させるという方法は、なかなか面白いものです。今回は戦闘だけでしたが、丸々一セッションという方法もありますので、ぜひお試しください！　と言いつつ、実は時間が間に合うかどうかドキドキものでした。

　戦闘のスタート時間はもちろんですが（一いち応おう、事前に荻原さんに集合時間は伝えてあった）、本編に書いてあるとおり、このリプレイ収しゆう録ろくのあとに荻原さんは別べつ件けんでお仕事が入っていまして、それまでに終わるかどうかという、別の意味で緊きん張ちよう感溢れる戦闘となりました。もっとも、荻原さんは戦闘に負けて、そうとう悔くやしがっていましたが（笑）。

　なにはともあれ、ご協力ありがとうございました！

　そして、『シュヴァルツ』からの客きやく演えんとなったシェフィルですが、スケジュールの都合で装備が第一巻のものとなっています。申しわけございません。

　それと、今回のタイトルで使われている〝白亜〟ですが、こちらは『ルージュ』第三巻のリスペクトとなっています。『ルージュ』ほど大変なことにはなっていませんが、今回の物語はプリムにとってかなりの一大事です。そんな想いを込めて、使わせていただきました。あと、タイトルに〝白〟に関わる言葉を必ず入れたい、というのもありますが（笑）。




　さて、『ヴァイス』も二巻となり、物語が大きく進んでいます。

　ためらいがちだったプリムも、妹セシリーのためにちょっと前向き（横向き？）となり、みずから〝薔薇の武具〟を集める決けつ断だんをします。

　しかし、その前に立たち塞ふさがるゾハール教団。そして、他の〝薔薇の巫女みこ〟の存そん在ざい。

　果たして、プリムはセシリーを助けることができるのでしょうか？

　第三巻をご期待くださいっ！




　そして最後はいつものとおり謝しや辞じを。

　プレイヤーとして参加してくださった上村彩子さん、小島めぐみさん。おそらく、この本が出ている頃ころにはすでに『シュヴァルツ』を読んでいらっしゃると思います。そうです、こんな話だったんです（笑）。とゆーことで、次回もよろしくお願いいたします！

　今回も素す敵てきなイラストを描えがいてくださった、かぼちゃさん。今回も面めん倒どうな発注、そして〆切ギリギリで申しわけございません。次こそは……。

　プレイヤーやスタッフとして参加しているＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．や富ふ士じ見み書しよ房ぼうのみなさま。今回もありがとうございます。次回もまたよろしくお願いいたします！

　そして、最後にこの本を手にとってくださったあなたに、特別な感かん謝しやを。この本が、みなさまのセッションのお役に立てば幸いです。

　それでは『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス③』でお会いしましょう！





二〇一三年二月　久保田悠羅くぼた・ゆうら
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